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　澄すんだチャイム音が鳴り響く。

　自習だった午前中最後の授業が終わり、教室内に弛し緩かんした空気が広まっていく。

「やったー今日の前半、終わった！」「昼休み屋おく上じよう行かない？」「学食のメニュー、新しいものが増えたって」「うお、財さい布ふに金がねえっ」

　騒そう々ぞうしくも楽しげな雰ふん囲い気きだった。千せん英えい学園の分校。本当なら先生なり委員長が「静かに！」と注意するところだが、そんな様子は微み塵じんもない。

　じつにいい加減で、フリーダムな光景だった。

　伊い集じゆう院いん狛はく也やは座ったまま軽く伸びをすると、「んー」と声を洩もらしてから後ろの席の少女に話しかけた。

「くらみ、調子はどうだ？」

「も、もう少し……えっと、ここにｘがきて……ｙがくるから……で、できたっ」

　眉まゆを寄せて懸けん命めいに数学の問題を解といていた少女が、晴はれ晴ばれとした声を出した。背中では翼つばさが嬉うれしそうに動き、何枚か白い羽根が散る。

「や、やっと全部の問題終わったよ。長かった……」

「くらみは何事も一生懸命だな。そばにいるとボクまで頑がん張ばらねばという気持ちになる」

「そうかな……？　そんなことは、ないよ」

　くすぐったそうにはにかむくらみだが、まんざらでもないように口元から笑みがこぼれた。苦戦したのだろう、課題だった数々の数式は、彼女にとって容よう易いには解けないものばかりだったが、その分達成感も大きいようだった。

「事実である。現にボクは、もう少しかかるだろうと思っていたのだが、結局全部解ききるとはな。びっくりした」

「うん。あ、答え合わせしようよ。お昼休み、少し入ってるけど、いいかな……？」

　狛也は了承して自分のノートを差し出した。くらみのノートを受け取り、課題の部分のページを開く。

「えーと、第一問の答えは……」

　問題集の設問を解けとの課題だったので、狛也が巻末の正答項を見ながら赤ペンを手に取る。

「ｘは13だな」

「あ、狛也くんの答え、当たってる」

「くらみのは間違ってるな。うむ。二問目だが――ｘイコール43だ」

「あ、狛也くんは当たってるよ」

「くらみのはトンチンカンな答えだな。次、三問目は、ｘが５となっている」

「わあ……、狛也くん、三問連続で正解だよ。すごいね」

　同じようなやり取りを何回か繰くり返かえした。

　しかし狛也はともかく、くらみはてんで駄だ目めだった。正解率は三割を下回るほどであり、丸付けを終えてノートを返してもらったくらみは、口を開けて固まっている。

「わさ……あんまり、当たってないよ……」

「大丈夫だくらみ！　和わ田だ先生はきちんと課題に取り組んだキミを馬鹿にしない。それはボクが保証しよう！」

「ほ、ほんと……？」

　ちょっと泣きだしかけていたくらみは、少しだけ表情をほころばせる。

「うむ。こんなに一生懸命に途と中ちゆう式しきを書いているのだ、先生もそこはきっちりと評価してくれるだろう。心配するな」

「そ、そうだよね。和田先生、わかってくれるよね。わたし、へこまないよ……っ」

「……あのな、お前らよ、真ま面じ目めに取り組むのはいいんだが……その課題、提出期限は四日前だからな」

　通りすがったレヴァンの指し摘てきに、くらみが絶ぜつ望ぼう的てきな顔をする。

「は、狛也くん……どうしようっ」

「大丈夫だくらみ、和田先生は期限が遅れてもきっと許してくれる。真面目な生徒を、彼は決して突つき落おとさな――」

　そのとき、担任の和田が教室内にやってきた。

「えーと、連絡事項があるんすけど、狛也くんとくらみちゃん、課題の提出期限がとっくに過ぎてるので、おしおき確定っす。後で校舎裏の沼ぬまを掃除するように」

「狛也くーん……！」

「おや？　ボクの予想が外れたぞ？　おかしいな」

　くらみが氷のように固まっていた。狛也は頰ほおをかき、「まあよいか」と呟つぶやいた。
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　狛也の昇進試験での激げき闘とうから、一週間が過ぎていた。

　蛮ばん声せいと歓声、熱気溢あふれる闘たたかいは、未いまだ記憶に新しい。けれど千英学園は確実に変わっていた。

　九く鳳ほう院いんジュリが、分校を学生の学まなび舎やに相応ふさわしいものにするように改装を命じたのだ。

　塗と装そうがはげている壁かべは直され、砕くだけた廊ろう下かは綺き麗れいに。ひび割れた窓ガラスは新品と交換され、蛍けい光こう灯とうもちかちか点てん滅めつしないように新しいものに換かえられた。食堂では常においしいものが食べられるように食材の補ほ充じゆうも見直されている。

　設備こそ本校の最新鋭のものには及およばない。けれど、一般的な高校と同レベルにまで改装されていた。幽ゆう霊れい屋敷かゴミ屋敷のような不ふ衛えい生せいで不吉な気配はもうない。

　本校生が分校の有あり様さまを眺ながめ見み下くだす『視察』の制度も廃はい止しされた。

　分校は『あまりにひどくてこんなところにいたくない』という様よう相そうを改あらため、もう一つの、本校と対等に競争するための校舎として再スタートすることになったのだ。

　穏おだやかな数日間。

　分校生たちは、それまでの鬱うつ屈くつを晴らすかのように、目一杯学校生活を満まん喫きつしていた。

　相変わらず動物園のような騒々しさはあったが、皆の顔つきは、希望に溢れている。

　何をするにも、どこを歩くのも嬉しくて、楽しくて。

　絶望の檻おりに閉じ込められた悪夢の日々が、終わりを告つげたのだと皆が感じていた。

　だが――。

　それは嵐あらしの前の静けさだったことを、彼らは思い知ることになる。











　　　　第一章　新たなる試練







「……チーム対抗戦？」

　授業が終わって、昼休みのゆるい空気が蔓まん延えんしかけていたときだった。狛はく也やとくらみにおしおきの通達を述のべた後、和わ田だが本題を皆に伝えたのだ。

「そうっす。今まで分校は、本校の生いけ贄にえのためだけに使われていました。でも、もう一つの校舎として認められることになって、正規のカリキュラムも取り入れられることになったすよ」

　生徒たちはがやがやと周りの生徒と言葉を交かわしあった。「マジかよ」「やった」「これでやっと、学園に来た意味がある」

　さらに声が大きくなりそうだったので、和田はぱんぱんと手を叩たたいた。

「本校生は授業の中で、少人数のチーム同士による試合を行っているっすけど、それを君らにもやってもらうことになりました。活躍をした生徒には、賞品も出るとか」

　おおー、という声がいくつか上がった。これからはしっかりとした場で、しかも成績もつけてもらえる。自然と期待は高まっていった。

「――ただし」

　釘くぎを刺さすように、和田は続ける。

「チーム対抗戦は、本校生と分校生が戦う形式になりました」

　ぴたりとざわめきが止まる。

　しんと静まり返る教室の中、和田の声だけが隅すみ々ずみまで響き渡っていく。

「本来は同じ校舎同士で試合するらしいっすが、どうやらジュリが、競争を促うながすために変えたらしいっすね。つまり、これからは面と向かって、公こう然ぜんと本校生が襲ってくるイベントが始まるということっす」

　和田の説明に、クラスのあちこちから声が上がった。

「そんな、これからは、殴なぐられても文句言えねえの？」「それって――」「ある意味では前よりやばくない？」

　戸と惑まどいや不安が広まる。くらみはもちろん、他の生徒たちも、ほとんどが萎い縮しゆくして先ほどまでの活気は薄うすくなっていた。

　和田がチーム対抗戦についてまとめた冊子を、みんなに配っていく。

「詳くわしいことは渡したその本を読めばいいっすが、出場したい人は今日の十九時までに申し出てください。今回の対抗戦は六人制のチーム。なので希望者が六人を超えた場合、選定試験を行い、合格した人が対抗戦に挑いどめるっすよ」

　本校生と戦う。

　その報告に、生徒たちの表情は様々だった。

　くらみのようにがたがた震ふるえている者、レヴァンやゲルドのように落ち着いている者、アイリスのようにどうしようか考えている生徒がいる一方で、無理だと諦あきらめている生徒もいる。狛也とユーリは早はや々ばやと「出るぞ！」と表明しているが、多くの生徒は千せん英えい学園の本格的な授業の始まりに不安を覗のぞかせていた。
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「……でもまさか、たったこれだけしか、参加を表明しないなんてな」

　分校の校舎の裏側。ささやくレヴァンの言葉に、その場にいた皆が周りを見回した。

　集まったのは狛也とくらみ、レヴァン、アイリス、ユーリ。たったの五人だけだった。

　他に対抗戦の参加希望者はいない。みんな、臆おくしてしまったのだ。本校生が襲ってくる――その姿を想像して、萎縮した。和田は参加希望が六人を超えたら選定の試合を行うと言っていたが、最低限の人数さえ集まらない状況だった。

「このまま五人しか集まらなかったら、どうなるんだ？」

　レヴァンが不安そうに言う。

「平気だ。ボク一人で十人力、いや百人力なのだ。本校生が何人来ようが、撃退してみせよう」

「そりゃ、頼たのもしいけどな」

　狛也の自信満々な言葉に、思わずレヴァンが半笑いを浮かべる。狛也は手を掲かかげて、

「それよりも対抗戦へ向けての訓練だ。明日の開催までには時間がない。少しでも戦力を整えよう」

　そう言う狛也の腕には、五角柱の金属が抱かかえられている。

　墨すみを塗ぬったような色彩、八十センチほどの大きさ、表面には縦横に薄く赤い線がいくつも走り、常に鈍にぶい光を放っている。

　和田から渡された、訓練用の自じ律りつ兵器だ。本来は本校生が鍛たん錬れんを行うときに用もちいるものだが、今回、対抗戦が行われるということで、分校側にもいくつか貸し出された。そのうちの一つだった。

「このHasturハスターという兵器を使って特訓する。みんな、用意はいいか？」

　自律兵器であるHasturは、英装の中でも自動で戦うタイプのものを解析し、その特性を付ふ与よされて作り出された兵器だった。起動すれば自みずから索さく敵てきし、判断し、攻撃する。

　それを使って、対抗戦まで連れん携けいや技を少しでも磨みがこうという話だった。

　狛也は五角柱の天てつ辺ぺんにある、起動の青色ボタンを押した。しかし――。

「うむ？　変だな。なにも起こらないぞ」

「どれどれ、おや、本当に動きませんねえ。ちっとも動きません」

　手に整せい髪はつスプレーとブラシ、加えて髪の毛はまるで削さく岩がんドリルのような奇き抜ばつな格好をしたユーリが、覗のぞき込こむ。数秒待ったが、五角柱の自律兵器はまったく動く様子を見せなかった。くらみが困こまったような顔をして狛也に近づく。

「こ、壊れてるのかな……？」

「わからん。和田先生にもらった解説書を読むので、ちょっと持っていてくれ」

「うん」

　狛也はくらみに五角柱を渡して、冊子を広げると、

「なになに……Hasturを取り扱う上での注意点。まず充じゆう電でんしましょう。電気がなければ動きません。――誰だれか、ボクと一緒に電撃のフォリスを使ってくれ」

　ユーリが応おうじたので、彼と一緒に、狛也は電撃のフォリスを使う。

　昼間でも周囲が明るくなるくらいの光が、二人の手のひらから放出される。五角柱の底辺、充電部と書かれた部位にそれは吸すい込こまれていった。

「あ、ちょっと光ったよ」

　五角柱を抱えたままのくらみが明るい声を出す。

「うむ。それで、もう一度天辺の青いボタンを押すのだ」

「うん、わかった」

　言われた通りに、くらみは細い指で青く光るボタンを押し込んだ。

　Hasturの表面の赤い縦横線が淡あわく発光する。ブブブと細こまかな震動が起こり、《起動、レベル３、モード初期状態。攻撃を、開始します》と機械音声が出る。

「わ、わ、どうするの？　このまま持っていた方がいい？」

「えーと、なになに……Hasturを起動する際の注意点その２――動かす前に必ず設定を変えましょう。初期設定では、周囲にいる中で最も弱い英雄の子孫に、襲いかかるようになっています。……最も弱い英雄の子孫、だと？」

「きゃあーっ、な、何か勝手に襲いかかってきたよ……っ、何これ、変な水の鞭むちみたいなのがわたしに向かって……、きゃあ……っ」

　見るとHasturが、側面から六本の水の鞭を出し、くらみに襲いかかっていた。慌あわててか細い悲鳴を上げる少女に対して、

「くらみ、逃げるのだ！」

「逃げると言っても、わたしの足に鞭が絡からまって……っ、わ、わわ……っ」

　見る間にくらみは鞭に捕ほ縛ばくされ、ぐるぐると水の鞭で拘こう束そくされてしまった。足や腕、仕し舞まいには翼も締しめ付つけられてまったく動けない。

「そ、そんなところ縛しばっちゃダメ……っ、どこに鞭入れてるの……っ、うわーん、助けてっ」

「……な、なあ、狛也。前にもこんなようなことあったような……」レヴァンが言った。

「その通りだな。あの時はキミのソーグラスだったが」

「そ、そんな冷静に言ってないで……っ、み、水の鞭が冷たいよ……っ、きゃあっ」

「待ってろくらみ、今から助ける。じっとして――」

　そのとき、狛也よりも速く動いた影があった。

　猫の耳のようなリボンが颯さつ爽そうと翻ひるがえる。アイリスだった。彼女は風のように素す早ばやく駆け抜け、跳ちよう躍やくすると、スカートのポケットから液体金属製の定規を取り出した。

「――リジルＫＤ６６６！」

　微粒子が渦うずを巻まいた後に現れたのは――小振りな橙だいだい色いろの剣だ。

　薄い刃やいばに不規則な記号めいた文もん様ようが彫ほってある。直すぐ刃はで、アイリスの小柄な体に合う長さの刃を――Hasturの天辺へと一いつ閃せん。黒い五角柱を、停止させようと試こころみる。

　しかし寸前で察さつ知ちしたHasturの水の鞭に弾はじかれた。鞭が唸うなり、大きく弧こを描いた一撃が、アイリスの頰ほおをかすめる。

　意外に速い反応だった。そればかりか、Hasturはさらに四本の水の鞭を出現させると、アイリスを拘こう束そくするべく鞭を翻らせる。

「あいあい！」

　レヴァンが焦あせる。一本はリジルで弾いたアイリスだが、空中で姿勢の制御ができない。まず左腕を絡めとられ、次に右足、左足、最後には、右腕すら拘束されかけてしまう。

「くそ、これでもくらえっ！」

　ソーグラスを顕けん現げんさせ、レヴァンが大上段から斬りつけようとするが、Hasturはそれにも反応。アイリスを捕ほ縛ばくしようとした鞭の軌道を変え、ソーグラスの刃を弾いた。

「なんだこれ、結構強いぞ――うお!?」

　五角柱の表面が空色に光ったと思ったのも束つかの間ま、Hasturから突風が放たれる。それは――レヴァンを直撃。大きく放物線を描き、彼は盛せい大だいに吹き飛ばされた。

「レヴァンくんっ――おっとっ」

　さらに連発して放たれたのは真しん空くう波はだ。空を穿うがつ攻撃にユーリが弾き飛ばされる。

　その間にアイリスは、まだ自由な右手からリジルを捨てた。

　左腕に絡みつく鞭を握にぎると、力任せに引ひっ張ぱる。小さな体のアイリスだが、彼女の腕力は驚異的なもので、鞭が水みず飛沫しぶきを立てて千ち切ぎれる。左腕が自由になった。飛ひ散さんする鞭の残ざん骸がいの中、彼女は両足を拘束する鞭も強ごう引いんに引きちぎり、見事、拘束から逃れる。

　だが、それでもHasturは止まらない。全身を発光させ、鞭を振り回し、より強大な攻撃を放とうとアイリスに狙ねらいをつける。

「あいあい！　伏せるのだ！　――村むら雨さめＡＤ４３０！」

　狛也の言葉に、アイリスがサッと身を屈かがめた。

　叫びと同時に、狛也の胸ポケットから取り出された水色のカードが粒りゆう子しへと変換する。光の螺ら旋せんを描いて形作られたのは、長大にして、無ぶ骨こつなシルエットの武器だった。

　硬かたく冷たい印象を与えるトリガーに、金属光こう沢たくを惜おしげもなく発するボルト。目を見張るほど長大な銃身を備そなえるそれは、対戦車ライフルと呼ばれる代しろ物ものだ。

　村雨――本来なら水を発する霊刀の名を冠かんした武器の銃口から、激烈な勢いで水流が放たれる。

　アイリスを狙っていたHasturに一条の水流が直撃する。大きく体勢を崩くずした五角柱に、さらに狛也は三射続けて水撃を命中させた。

　それが決定打となったのだろう。Hasturは表面の赤い縦横線を明めい滅めつさせると、糸が切れた操り人形のように地面へと落ちた。

　くらみを拘束していた水の鞭も消失した。中空から彼女が落ちてくる。か細い悲鳴を上げる少女を、狛也は跳とんで受け止めた。

　Hasturの使った水の鞭のせいで、くらみの翼や服はびしょびしょだった。

「うぅ、……ひどい目に遭あったわさ……」

　半分泣きそうな声で、彼女は抱だき留とめた狛也から解放される。

　アイリスが駆け寄っていった。レヴァンとユーリも飛ばされた所から戻ってきて、やれやれと言葉を洩らす。Hasturのスイッチを切ると、ほっと安あん堵どの息が洩もれた。

「まったく、とんだ代物だぜ」

　レヴァンが制服についた泥どろを払いながらぼやく。

「すまない、ボクのミスだな。ほら、くらみ、あいあい。これで服を」

　狛也が右手から生み出したフォリスの火の玉で、くらみとアイリスが体を乾かわかした。くらみが小さく「へくちっ」とくしゃみをするのを見ながら、レヴァンが振り返る。

「それにしても狛也、お前新しい複製英装を手に入れてたんだな。……えっと、村、雨？　確か水を出せる霊刀だったと思うけど、全然違う形なんだな」

　狛也が嬉うれしそうに振り向いた。

「うむ。そうなのだ。村雨ＡＤ４３０――ボクの新しい相棒だ」

　言いながら、軽く掲げてみせる。













　長い。そして無骨な外見の射撃兵器だった。剣や槍やりなどの一般的な複製英装とは違い、陽光を鈍にぶく跳ね返す外装が、戦うための兵器という印象を与える。

「今朝、実家から届いた。オリジナルとはかけ離れた対戦車ライフルなのは、アンゼン・カンパニー社製だからだ」

　ユーリが目ざとく反応する。

「ほほう、独創的な複製英装を作ることに定評のある、あの会社ですか」

「うむ。まだボクのフォリスを全て込めて放つことは不可能だが、調整が終われば前のテトラオルナＢＢ２５８よりもずっと強い武器となる」

　先日の昇進試験で、ジュリとの戦いの末に壊れたテトラオルナＢＢ２５８は、寮りようの狛也とくらみの部屋に大切に仕舞われている。修理して再び使う選せん択たく肢しもあったのだが、狛也はギルガメッシュの子孫として、様さま々ざまな武器を使いこなしたいと考えた。

「へえ、頼たのもしそうな武器じゃねえか。期待してるぜ」

　レヴァンが感心するように言うと、ユーリとアイリスが物もの珍めずらしそうに軽く触ふれる。

「うむ。今回の対抗戦にも、ボクはこれで出ようと思っている。――それはそうと、あいあい、さっきの動きすごかったぞ。まさしく風のようだった」

　賞しよう賛さんを受けて、リボンを揺らしてあいあいが無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

「あいあい、ほめられてうれしい」

「そういえばキミが誰だれの子孫か聞いてなかったな。もしかして名のある血筋の末まつ裔えいなのだろうか」

「あいあいは大英雄の子孫だぜ」レヴァンが微笑しながら言った。

「そうなのか？　誰だろう、水の鞭を引きちぎった怪力から、いくつか候補はあるが」

「聞いて驚け。あいあいは――ジークフリートの子孫だ」

「なんと!?　あの有名な不死身の戦士か!?」

　狛也が目を輝かせて興奮した。

　不死身の肉体。竜を屠ほふったいくつもの伝承。加えてその卓たく越えつした武ぶ技ぎの数々は、全ての英雄の中でも有数の強さだ。おそらくは最も有名な英雄の名を聞き、狛也の顔が嬉しそうにほころぶ。

　しかし、その直後、苦笑気味にレヴァンが付け加える。

「ただし引き出せるのは身体能力だけだ。ジークフリートが英雄って言われた要因の武器さばきや、護まもりに秀ひいでたフォリスはまだほとんど使えない」

「む、なるほどな……確かに、体の動きは悪くないが、剣の扱あつかいがまだまだと見える」

　狛也は思い返した。Hasturに斬りかかった動きは良かったが、その剣筋に未み熟じゆくさがあった。無人島という、かつてアイリスが育った環境が、道具を用いての戦いを不ふ得え手てにしているのだろう。

「れんしゅうはしてる。でもまだへたくそ。あいあい、うまくなりたい」

　アイリスは眉まゆを寄せて少し困った顔をする。

「だ、大丈夫だよあいあいちゃん。わたしも、フォリスも武器もまるで使えないよ」

「いや、羽う撫ぶ崎さきはさすがに少し焦あせった方がいいような……」

「うむ」

「そうですねえ」

　狛也とユーリの同意に、くらみが「わさ……」と情けない声を出した。

　一同はHasturを回収して設定を少しいじってみる。とりあえずくらみへは攻撃をしないようにと、目標設定を変え、強さのレベルも最弱に落としてみることにした。

　だが、再びHasturを起動させるべく、ボタンに手をかけた、その時だ。

「――本当に、その程度の特とつ訓くんでどうにかなると思っているのか？」

　ひどく棘とげのある声に、その場にいた五人が振り返る。

　後ろに撫なで付けられた髪。険のある顔つき。眼め付きは小馬鹿にしているのを隠そうともしない悪意あるもの。

「ゲルド！」

　レヴァンが顔をしかめて叫ぶ。

「さっきから見てたが、なんだその馴なれ合あいは。お前らは本当に本校生に勝つ気があるのか？　まったく、怒りを通り越して、呆あきれのあくびが出てくる」

　途と端たんに渋じゆう面めんで近づいていったのはレヴァンだ。彼は嘲あざけりの目を向けるゲルドに対し、

「うるさいな。引っ込んでろよ。関係ない奴やつは口を出すなっ」

「ぎゃーぎゃー喚わめいて、小学生みたいなじゃれあいをしている。そんなざまで勝てると思っているとはな。そもそもだ、なんでザコの代表格みたいな、その羽女までいる」

「……え？」

　くらみが目を瞬またたかせて、ゲルドを見る。

「お前は対抗戦で足手まといだ、羽撫崎くらみ。速く飛ぶしか能がねえぼんくらが、どうやって本校生に一いつ矢し報むくいる？　的まとにされて、全員の足を引っ張って、それで終わりだろうが。ザコは引っ込んでいろ」

　怯おびえたように縮ちぢこまるくらみをかばうように、レヴァンが彼女の前に立つ。

「ふざけんな。そんなこと、お前にわかるわけがないだろ！」

「ふん。それならそいつに何ができるか言ってみろ。本校生の絶ぜつ技ぎを前に、どうやって勝利に貢こう献けんする？　まさか昇進試験の時のように、飛び回るだけで勝てると思ってはいねえだろうな」

「それは……」

　レヴァンは口ごもる。

　くらみは未いまだ速く飛ぶことしかできなかった。一応練習はしているのだが、着地のとき失敗したり、減速のときに手て間ま取どったりしていて、とても一人前とは言えない。授業が終わった夕方、寮の近くで「わさ～、た、助けて……っ」という悲鳴が上がることは、日常の光景となっている。

「ビジョンが浮かぶか？　そいつが颯さつ爽そうと活躍する光景なんて想像できないだろう。大方、仲の良いクラスメイトが立候補したから自分も、と考えたんだろうが――とんだ浅知恵だ。……伊い集じゆう院いん、お前はその羽女が参加することをどう考えている？」

　くらみ、アイリス、ユーリの視線が、次々と彼のもとへ集中する。

　腕を組みながら、黙だまってゲルドとレヴァンの言い分を聞いていた狛也は、

「……ボクとしては単純に、くらみも出るのなら一緒に対抗戦を頑張ろう、その気持ちだけなのだが……キミはそれでは甘いと言うのか？」

「普通の高校生じゃねえんだ。『一緒に徒競走出ようぜ！』みたいな甘ったれた考えで臨のぞんでどうする。てめえは腕うでっ節ぷしだけはマシだが、頭は有う象ぞう無む象ぞうのクソどもと同レベルなのか？」

「頭の痛いことだな。――なるほど、ボクは昇進試験の興こう奮ふんから未だ冷め切っていないということか」

　その返事についてゲルドは何も言わなかった。鼻息ついでに視線を逸そらし、くだらない時間を過すごしたとばかりに離れていく。

　レヴァンが怒ればいいのか、抑おさえつければいいのか、中ちゆう途と半はん端ぱな顔でそれを見送っていた。その横で、ユーリだけは少しおかしそうに笑ってみせる。

「親切ではないですか」

　くらみとアイリスが彼の方に目を向ける。

「つまりは昇進試験で救世主となった伊集院くんが、些さ細さいなことで失敗するなと言いたかったのですよ。ゲルドくん、あなたはなんて優しいのでしょう」

「聞こえているぞ、整髪変態やろう。まずてめえもチームに入るとかほざいている時点で負けは決まっている。おれは期待も落らく胆たんもしない。本校生には、どうせ敵かなわない」

　決め付けるような言い草に、思わずレヴァンが前に出ていった。

　それを冷笑を浮かべてゲルドが見ている。一いつ触しよく即そく発はつ――レヴァンの一撃が、ゲルドに向けて放たれる瞬間――。

「――っ!!」

　不吉な気配が、狛也の背中を貫つらぬいた。

　風がざわめく。肌にねばりつくような感覚があり、大気が、急激に密みつ度どを増ましていく。

「？　どうしたの、狛也く――」

「全員、その場から退たい避ひせよっ！」

　狛也の叫びは掻かき消される。地面に突とつ如じよ現れた巨大な紋様。そこから現れた膨ぼう大だいな光と突風に、視界も聴覚もほとんど意味を成なさなくなった。

　竜巻めいた豪ごう風ふうがくらみの体を浮かし、悲鳴を上げさせる。狛也は跳び、とっさに彼女を抱えあげた。レヴァン、アイリス、ユーリ、ゲルドからも戸と惑まどいの声が上がり、眩くらむ視界の先に、予想外の光景が目に入る。

「――これは」

　地面の紋様から現れたのは太く長い鎖くさりだ。うねるように地面より飛び出し、螺ら旋せんを描き、前から、上から、左右から、その場の全員を囲っていく。

　爆発的な勢いで、狛也は疾しつ駆くする。

　殺さつ到とうする鎖を手で弾き、そらし、超絶的な速さで狛也は鎖の群れを潜くぐり抜ぬける。

「な、なんだぁ！」

「あっち見ろ！　なんか、変な紋様と鎖が！」

　離れた位置で異変に気づいた分校生たちの声が豪風に飛ばされた。のたうつ蛇へびのように何本もの鎖が、狛也とくらみを捕とらえようとして襲いかかってきた。

　このままでは包ほう囲いされてしまう。瞬時にそう判断した狛也はくらみをしっかりと抱いたまま、鎖を踏み台にして可能な限りの跳躍を試こころみた。一気に飛び上がり、鎖をやり過ごそうとしたが――逆さかさまの雨のごとく猛もう然ぜんと鎖の群れが迫せまり来る。

　考えている暇はない。鎖の速度は相当なものだった。上空でフォリスの法陣を描き、それを足場にして狛也はさらに砲ほう弾だんのように跳ぶ。

　あまりの速度に鎖は追いつけない。狛也は分校の校舎を盾たてにし、周囲を囲む木々の中に紛まぎれ、その最中を旋せん風ぷうのごとく疾しつ走そうし続けた。

　やがて、学園のほぼ端はしにまで到達したとき、狛也はくらみを抱えたまま油断なく振り返った。

「追っ手は――」

　なかった。猛然と襲いかかってきた鎖の群れは追跡をどこかで諦あきらめたらしく、もう一本も向かってきてはいなかった。

「は、狛也くん……今の、いったいなに……？」

「地面から紋様――あれは、召しよう喚かんのフォリスか？　しかし誰が――」

　襲撃者の正体や理由を考えようとしてすぐに気がついた。

　分校の生徒の気配、そのうちレヴァンとアイリス、それにユーリの気配が消えている。

　不吉な予感が狛也の背を走り抜けた。くらみを抱えたまま、もう一度高く跳躍して、狛也は紋様の現れた方向を確認する。

　そこには――。

　先程までは存在していなかった白はく亜あの建物。分校の校舎裏に厳げん然ぜんとそびえ立ち、冷えた白色の燐りん光こうを放ち続ける、神殿が出現していた。











　　　　第二章　刑罰の神殿







　あるいはそれは必然であったのかもしれない。

　レヴァンは理り不ふ尽じんが嫌で、誰だれかが困こまっていると助けたくて、だからこそ、その時の光景を静観することができなかったのだ。

　千せん英えい学園に入り、白い制服に身を包んで間もない頃。突とつ如じよ響ひびいた大声に、レヴァンは振り向いた。

「なんたるザマだ。貴様はランクＤだ！　こんな生徒、見たことないっ」

　そこにいたのは一人の教師。傍かたわらには小さな女子生徒。猫の耳のようなリボンをつけ、小学生のような体たい軀くをした彼女は戸と惑まどった顔のまま叱しかられていた。

「なぜあの程度の問題が解とけない。教えたはずだ。貴様、栄はえある千英学園に、泥どろを塗ぬる気かっ」

　教師の剣けん幕まくは尋じん常じようではなかった。叱られる小さな女の子はどうすればいいのかわからない。周りの生徒たちは、ただひそひそと声を立てるのみ。

「あらあら、あの子、また叱られてるわ」「どうしようもない生徒だな」「とても同じ学園の生徒とは思えない」「それになんだあのリボン、あまりに子供っぽすぎる」

　叱しつ責せきされる女子生徒に同情するでもなく、かと言って散らばるでもなく、彼らはくすくすと小さな少女を笑いものにしている。教師が怒りながら女子生徒の長い髪をぐしゃぐしゃに乱みだすと、彼らはおかしそうに口元を歪ゆがめた。

　レヴァンは、むっとしながら教師に詰め寄った。

「おい、やめろよ、そんなこと」

「なんだ貴様は」

　高圧な態度の教師を前に、レヴァンは女子生徒を後ろに庇かばう。

「そこまで怒ることないだろ」

「怒っているのではない。説教だ。聖なる教師の言葉を、貴様は邪魔する気か！」

「この子が可か哀わい相そうじゃないか。もういいだろ」

「教師たる私に説教を垂たれることなど言語道断！　この黄き谷たにアイリスは私の素晴らしい授業を受けたのにもかかわらず、低すぎる点数を出した。ランクＤに叱責することは当然のことである！」

「ランク――Ｄ？」

　レヴァンの顔が歪んでいく。

　序列を決めつける教師だった。成績の良い生徒をＡとして、低い生徒をＤと区別するその教師は、生徒の間で嫌われていた。

「人を変な風に呼ぶなよ。大体、説教なら説教なりのちゃんとした仕方があるだろ。それを――」

「ランクＣの生徒ごときが私に説教するか！　身みの程ほどを知れ青二才がっ。教師の言葉は絶対。ありがたいと思うこそすれ、邪魔をし、逆らうなど許されざる愚ぐ行こう！」

「どっちが愚行なんだよっ。もういい、こんな教師放っておいて、行こうぜ」

　レヴァンは、庇った女子生徒に向けて促うながした。肩に手を添え、教師から離れようとしたそのとき。

「待て！　まだ話は、終わっていない！」

「わ……」

　教師が女子の細い腕を強引に引っ張った。必要以上に強い力が込められ、彼女はバランスを崩くずし、転んでしまう。

「ランクＣの生徒の言葉なんかに耳を貸すことは許されない！　ランクＳの教師である私の言葉は神の言葉。魂たましいの奥まで、染み込ませよ！」

「て、めえ……っ！」

　その瞬間、レヴァンは沸ふつ騰とうした。このままでは駄だ目めだと思った。

　気がついたときには、レヴァンは大きく拳こぶしを振り上げていた。




「たすけてくれて、ありがとう。あいあい、こまってた。てすと、がんばったのに、せんせいおこってきた。どうすればいいか、わからなかった」

「ああいう奴やつは無視しちまえばいいんだ。教師だからって、やりすぎだ。殴なぐって清せい々せいしたぜ」

「でも、せんせい、よくわからないこと、いってた。『ぶんこう、きさまたちはぶんこういきだっ！』ってさけんでた。どういうことか、わからない」

「気にするなよ。最後にはおれたちのことランクＥとかぬかしてたんだぜ？　Ｅってなんだよ。一番下のランクよりもっと下ってか？　奈な落らくの底にでも落ちろってか？　へっ、本当にムカつくぜ」

「でも、たすかった。あいあい、かんしゃする。あいあいは、きたにあいりす。でも、あいあいのほうがすき。あなたもそうよんで」

「おれはレヴァン・シルベスってんだ。まああれだ。あいあい、おかしな奴がいたら、無視しちまえばいいんだよ。この学園には、変な教師や生徒が多いからな」

「うん。ありがとう」

　それが、レヴァンとアイリスの出会い。

　まだ二人が本校の白い制服を着ていた頃の出来事。

　その頃のレヴァンたちは、千英学園には希望がある。それだけを信じていた――。




　　　　　†　†




「う……」

　低く呻うめくような声が、レヴァンの口から洩もれた。

　体がやけに重い。節ふし々ぶしが鈍にぶい痛みを訴えている。四し肢しにわずかな痺しびれがあり、思わず顔をしかめる。レヴァンは呻きながらうつ伏せだった自分の体を起こし、周囲を見た。

「ここは……」

　とても広い空間だった。土や風の香りはなく、埃ほこりっぽい空気。手をついた地面がやけに冷たく硬かたいと思ったら、硬こう質しつな白い石のブロックでできていた。

　それが、見える範囲全てに広がっている。

「なんだここは……」

　床や天てん井じよう、壁も含めて、全て白い石造りだった。奥の方は、薄暗くてよく見えない。

「あ、おいアイリス。大丈夫か、起きろ」

　その時、レヴァンはすぐ隣となりに横たわる少女に気づいて、声をかけた。

　一瞬、どこか怪け我がをしているのではないかと心配したが、彼女はすぐにぱちりと目を開けた。体のばねを利用して身軽に起き上がったので、ほっと息を吐はく。

「ればん。おはよう。ゆかがかたくて、おしりいたい」

「おう、おはようさん――って言ってる場合でも、ないみたいだけどな」

　見れば床や壁を構成している白い石は不吉な色を放っていた。くらみの翼つばさのような清せい楚そな白ではなく、まるで命を奪うばう吹雪ふぶきのような不吉な白。冷たく心臓を凍こおりつかせんばかりに、淡い光が周囲の石からは放たれている。壁面には篝かがり火び。

「おお、こんなことがっ」

　振り返ると、少し離れた場所でユーリが自分の髪を押さえて嘆いていた。

「変な格好で寝ていたら！　僕の髪が癖くせで変な形にっ！」

　いや、元からお前は変な髪型だろ、とレヴァンは思うが、それよりも今の状況を知ることの方が重要だった。無言で近づくと、後ろからとてとてとアイリスがついてくる。

「ユーリ、ここがどこかわかるか？」

「髪は僕の命なのです。決まった形にしてないと、僕は力が出ないのです……」

「わあ。ゆーり、しょんぼり。あいあい、くしをかしてあげる」

「あいあいさーん！　あなたは僕の命の恩人です。僕のブラシは、どこかに飛んでしまったのですよ」

　アイリスから櫛くしを渡されて嬉うれしそうにはしゃぐユーリの姿に、レヴァンは呆あきれてしまう。けれどそれを見てなんだか少しだけ心が落ち着いた。

　こんなわけのわからない所へ飛ばされても、アイリスや馬鹿なクラスメイトがいて少しほっとする。

「しかしよ――」

　レヴァンは壁面に一定間かん隔かくでかけられている篝火を眺ながめながら続ける。

「どうやらおれらはおかしな場所に連れてこられたみたいだな」

「しゃきーん。ユーリ・ピコーダ、復っ活っ！　……ええとなんでしたか。ここがどこかという話でしたね。……うーん、どうやらここは、何かの神殿――ですかね？」

「――神殿だって？」

　レヴァンは改めて周りを見渡した。

　厳おごそかに燃える篝火が照らす先、天井や壁面には薄うっすらと絵が描かれている。様々な動物や帽ぼう子しを被かぶった人間、杖つえを持った王らしき者――どこか神聖さを帯おびた雰ふん囲い気きが、ここが単なる建築物ではないということを示している。

「……学園の施し設せつじゃねえな」

　レヴァンが言うと、ユーリも頷うなずいた。

「そうですねえ。おそらくはフォリスを用もちいて造った、あるいは召しよう喚かんして出した神殿ではないかと思います」

「召喚の、フォリス……」

　距離や時代を越えて、人や物を呼びこむフォリスだ。確かに、ここに連れて来られる寸前、地面に紋様が現れたが、それが証あかしだろう。

「ればん、ゆーり。みて」

　アイリスの声に二人が視線を投じてみれば、そこにはかすかな染しみがある。

　近づき、ユーリがそれに指をこすりつけた。試ためしにサッと舐なめてみる。

「お、おいっ。何やってんだ、ユーリっ」

「んー、これは血ですかねえ」

　ユーリが平然としてそんなことを言う。

「な……」

「たぶんですが、ここは刑けい罰ばつの神殿、ではないかと。人を痛めつけるための、血塗られた場所ですね。古い時代の建物です。それを誰かが召喚したと思われますが……」

「誰かって……」

　レヴァンは呟つぶやいて、顔をしかめた。そんな物騒な神殿を持ちだして、分校生である自分たちを連れてくる人間なんて、限かぎられている。

「――ほんこうせいが、これをやった？」アイリスが尋たずねる。

「そう考えるのが妥だ当とうでしょうね。分校と本校のチーム対抗戦が始まることになって、さっそく彼らがちょっかいを出してきた。そんなところだと思われます」

　なんてことだと、レヴァンが思わず天を仰あおぐ。みんなで奮ふん起きして、これからだというのに。卑ひ劣れつな本校生の行いに、怒りが湧わき上あがる。

「……そういえば、くらみたち、どこ？」

　アイリスの発言に、レヴァンはハッとした。

　周りを見てみるが、狛也とくらみ、それにゲルドの姿はどこにもない。あるのは遙はるかな古代の人間の血を吸った、白い神殿の異様だけだ。

「……かすかですが、僕が鎖くさりに捕つかまったとき、伊い集じゆう院いんくんは羽う撫ぶ崎さきさんを抱えて、退たい避ひしていましたよ。ゲルドくんは複製英装を使って迎撃してたような……」

「それなら、あいつらは大丈夫か……？」

　とりあえず彼らは無事だとわかって安あん堵どする。さすがは狛也とゲルドだ――と思う反面、レヴァンは自分があっさりと捕まったことに情けなさを覚える。

　それを抑え付けるように、周囲を見渡したレヴァンは、

「狛也たちと合流しないとマズイ。冗じよう談だんじゃないぜ、こんなところにずっと押し込められるなんて。対抗戦に出られなくなっちまう」

「なんとかして脱出しましょう。壁を……三人で壊します？」

「ああ。そうしようぜ。それが手っ取り早い。こんな薄うすら寒くて嫌な場所、御ご免めんだぜ」

　レヴァンは頷いた。アイリスがポケットから液体金属の定規を取り出した。

「ユーリ、お前の武器は？」

「メンテナンス中です。素す手ででフォリスを使うしかないですね」

　複製英装はあくまでもレプリカのため、動作が不安定だ。定期的に九く鳳ほう院いんコンツェルンなどの企業にメンテナンスを頼まなくてはならない。本当なら複製英装があった方が力は出せるのだが、ないものは仕方ない。

　ソーグラスの武器名を発し、レヴァンは愛剣を構える。アイリスもリジルＫＤ６６６を武器形態に変じ、三人は壁へと近づくと、それぞれ腕を振りかぶる。

「一気にいくぞ。はあっ！」

　気合一いつ閃せん。ソーグラスからの光の刃やいば、リジルでの斬ざん撃げき、そしてユーリの手から放たれた雷らい撃げきのフォリスが、次々と壁面を直撃した。

　閃せん光こうと轟ごう音おん、衝撃波が巻き起こるが、それだけで本校生の用意した神殿は壊れない。壊れるまで続ける――その思考のもと、さらに何発も攻撃しようと、腕に力を込めた、そのとき――。

「うあっ!?」

「んん……っ!?」

「わあ、あいあい、いたい……っ！」

　苦痛の声が、彼らから洩れる。三人ともまったく同じタイミングだった。石壁に攻撃を与えた直後――その場にいる全員に、激痛が走り抜けたのだ。

「これは……」

　レヴァンは自分の全身に走った痛みに顔を歪める。愕がく然ぜんとしたまま声を洩らし、もう一度ソーグラスを振りかぶった。試しに一度だけ、今度は軽く壁を斬りつけてみた。

　痛み――まさしく刃物で斬りつけられたような痛つう痒ようが、レヴァンの身を襲った。

「まさか……」

　レヴァンは青ざめた顔で呆然とする。脳のう裏りには、ある仮説が浮かび上がっていた。

「もしかしてこの神殿に傷をつけると、中にいる奴にもダメージが行くのか……？」

　憶おく測そくはすでに意味をなさない。振り向いた先、アイリスもユーリも、レヴァンの斬りつけに対し、苦く悶もんの表情を浮かべていた。

「やべえ……」

　斬られた感覚の体を押さえながら、レヴァンが呟く。

「もしこの神殿を破壊した場合、おれらにも想像を絶ぜつする痛みが、襲い掛かる……？」

　受けたダメージを、内部の人間にも反映させる。

　彼ら三人が閉じ込められた神殿の、悪夢のような特性だった。
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「ど、どうしよう……狛也くん……」

　くらみの口から不安な声が洩れる。

　彼女の白い羽が、風によって頼りなさげに揺ゆれている。

　あれから狛也とくらみは、分校の敷地内に現れた白い神殿を調べて回った。

　狛也がフォリスを使った末に出した結論は、これは刑罰を与えるための神殿ということだ。その中にレヴァンたち三人が閉じ込められた。

　恐るべきなのは神殿のその特性で、もし破壊した場合、中にいる彼らをも傷つけることになる。外からの救出は実質無理――壊せば対抗戦にレヴァンたちは出られない。

「まったく、厄やつ介かいな代しろ物ものを出してきたな。これは本校生のしわざだな」

「あいあいちゃんたち、無事なのかな……」

　不安でいっぱいという表情で、くらみが狛也を見る。

「この神殿は、召喚のフォリスで喚よび出だされたものだ。ボクの見立てでは現在の稼か働どう率りつは二割以下――刑罰と言っても、英雄の子孫三人いれば、なんとか凌しのげるだろう」

「そ、そうなの……？」

「おそらくは。しかし、問題がある。外から手が出せないとなると、内側からどうにかしないといけないのだが、それが難しい」

　言って、狛也は続けた。その顔はわずかに苦にが味みを帯びている。

「この神殿、見た目よりずっと内部は広いのだ。空間系のフォリスが施ほどこされていて、内部と外部の大きさが一いつ致ちしていない。外からは分校の校舎裏に収まるほどの大きさしかないが、中はかなり広大だ。三人が脱出路を見つけるのは、容よう易いではないだろう」

「そんな……」

　一周して神殿を観察してみたが、外への危害はもう加えない。最初、出現するときに鎖でレヴァンたちを取り込んだ後は、この白亜の建物はずっと沈黙し続けていた。

　周囲の分校生たちが遠巻きに見ている。一応、神殿には近づかないように狛也は彼らに注意した。ざわめきが飛とび交かう。

「マジかよ……」

「本校生の奴ら、とんでもないことしやがる」

「レヴァンたちが閉じ込められたって、本当なのか!?」

　その後分校の教師へ、報告しに行った生徒がいた。だが返事はすげないものだった。

『対抗戦は妨害ありなので、自分たちで解決しなさい』

　驚声が続出した。中には怒り出す生徒もいた。何人かでもう一度抗議しに行っても、結果は変わらない。本校ではこの程度、日常茶飯事。フォリスや複製英装を駆く使しして、他者より有利に立ち回るのが千英学園の修練のあり方だった。

　成功した者が優位に立ち、失敗した者は悔くやしさに枕まくらを濡ぬらす。

　本校生が、どうして強いのか、それを垣間見た瞬間だった。

「わさ……あいあいちゃんたち、どうしよう……」

　アイリスたちがこのまま閉じ込められることを想像してくらみの胸が痛くなる。周りの生徒たちも色々言葉を交わし合うが、解決の結論は出ない。

　戸惑い、うろたえ、彼らの不安が、頂点に達する寸前――。

「それなら、ボクが本校に行って首しゆ謀ぼう者しやを捕まえてこよう」

　狛也が、ほんの軽い調子で、そんなことを言い始めたのだ。

「ええ……!?」

　真っ先にびっくりしたのはくらみだった。

「で、でも狛也くん……危ないよ……」

「大丈夫だ。多少は妨害されるかもしれんが、ボクなら平気だ。晩ご飯までには戻ってくる」

　長い沈黙が、落ちた。

　最初、皆は「いや、無理だろそれ無理」と言いかけたが、少し考えた後、「まあ、狛也ならできるかも。できるんじゃね。むしろ狛也しか解決できないような」と思い直す。

　くらみもそう思う。自信満々で腰こしに手を当て、狛也が「どこから侵入するか。正面か、裏口か。いっそ空から天井をぶち抜いて入るのも良いな」――などと侵入経路を呟いているのを見ると、不安がどこかに飛び散っていく。

　しかし――。

「何を言っている。本校へ乗り込む？　馬鹿かてめえは」

　ゲルドだった。彼は神殿が出現した際、離れた位置に退避し、成なり行ゆきを見ていた。

「てめえほどの強者ならわかるだろう。召喚されたのは刑罰の神殿だ。かつて王に逆らった者や、障害に成り得る者を罰するために造られた神殿。たかが対抗戦にそんなものを持ち込むあいつらの巣そう窟くつに行くだと？　正気の沙さ汰たじゃねえな」

「いつだってボクは正気だ」狛也はすぐに言い返した。ゲルドが鼻で笑う。

「蛮ばん勇ゆうだと言いたいがな、ただの無謀な行動だ。馬鹿の極きわみだな」

「馬鹿だろうが無謀と思われようが関係はないのだ」

　狛也の口調は、珍めずらしく強い。

「なぜなら将来、ボクはそういう困難の中で人々を助けることを夢にしているからだ。この程度のことを解決できずにどうする。ボクはレヴァンたちを救出する。そうすべきだと思う」

　躊躇ためらいもせずにそう言い切る狛也に、ゲルドすら絶ぜつ句くする。

　狛也に迷いは一いつ片ぺんたりとも存在しない。

　苦難があろうとも、危険だと言われようとも、助けるべき人がいれば自分の力を駆使して解決する気迫がその表情には宿っている。

　力がある。その体には、他の生徒より強い想いが満ちている。ギルガメッシュの血が、英雄の子孫としての気き概がいが、絶対に助けるという鋼はがねの意志を湧わき起おこす。

「お前――」

「それに、このままだと対抗戦はボクとくらみだけで行うことになりそうだ。せっかくレヴァンたちもやる気になっていたのに、彼らが活躍できないまま終わってしまったら、悔しいではないか」

　少しおどけて、狛也はそんなことを言う。

　ゲルドは無言だった。狛也は周りの生徒たちを見て、安心させるように指を立てる。

「では、行ってくる。あまり長く待たせるとレヴァンたちへ負担が掛かってしまう」

「……そ、それなら、わたしも行くっ」

　予想外の一言に――今度は狛也が驚きの顔を向けた。

「……くらみ？」

「わ、わたしだって、あいあいちゃんたちを助けたいよ……。あいあいちゃん、わたしの昇進試験のとき、励はげましてくれたもの。今度はわたしが恩返ししたい。足手まといかもしれないけど……でも狛也くんだけを、危ない目に遭あわせたくない」

「む……」

　とっさに二の句を告げられずに狛也は逡しゆん巡じゆんする。

　くらみの言うことはわかる。しかし本校が危険であることは間違いない。奇襲や強襲もあるだろう。ここは、ボクに任まかせるのだ――そう、言いかけて。

「わたしだって、英雄の子孫だもの。待つだけなんて、できないよ」

「くらみ……」

　反論されればすぐにでも折れそうな強こわ張ばった表情。翼は頼りなく揺れているし、胸元で握る両手も小刻みに震ふるえている。

　けれど、くらみのその瞳ひとみにはあまりに強い光が宿っていた。

　それはまるで、あの昇進試験のときの彼女の眼。必死の証。ジュリに破れかけた狛也を励ましたときの、彼女の涙や声が、ふいに蘇よみがえる。

「――わかった。それなら一緒に行こう」

　自然と、狛也の口からそう言葉が出てきた。

「ボクらにちょっかいを出してきたうつけ者を見つけ出し、捕まえるのだ」

「うん……！」

　白い翼を悠ゆう然ぜんと広げ、くらみは力強く頷いた。

「馬鹿が。てめえらは、馬鹿だ」

　だが、ゲルドが吐き捨てる。

「なぜそこまでやろうとする。無謀だって言ってるだろうが。わざわざちょっかいを仕掛けてきたってことは、本校生は待ち構えているだろうが。迎撃されて終わりだ」

「……キミの危き惧ぐもわかるが、レヴァンたちが閉じ込められて、何もしないなどできん」

「悪夢だと思って諦あきらめろ。人数があるならともかく、てめえら二人だけで何ができる」

　狛也は数秒の間、考えた。

「……それならば、もっと人手があればいいのだな？」

「ふん、だからと言って、人手も集まらねえがな」

　冷笑を浮かべて、ゲルドは周囲を見回す。

「どこを見てもザコばっかりだ。烏う合ごうの衆がこれほど似合う集団もない。ちょっと本校生が仕掛けてきただけでこのビビりよう、こいつらの間ま抜ぬけ面づらを見るだけで、三日は笑って過ごせるぜ」

「いや、強者は他にもいる」

「いない。お前の助けとなれるような奴は、どこにもいない」

「キミがいるではないか。ゲルド。ボクはキミも連れて本校へ行きたい」

「……な、なんだと？」

　今度こそ、ゲルドは完全に停止した。せせら笑っていた表情が、石のように硬直する。

「そうだ、キミは分校の中ではトップクラスに強い。初めて会った時から思っていた。ぜひキミの力を借りたい。いや、貸してくれ、ゲルド。キミがいれば、百人力だ」

「な、何を言ってやがる。俺おれはそんなことしねえ。本校生には、どうせ勝てな――」

「キミの力が欲しいのだ。頼む、ゲルド」

「が、ぐ、が……」

　うろたえて、ゲルドは一歩下がった。

　しかし一秒経たち、二秒経ち、狛也の澄すんだ瞳を向けられると、

「……ふ、ふん。てめえの前では足手まといになるだろうが――本気なんだな？」

「もちろんだ。共に本校生の鼻を明かしてやるのだ、ゲルド」

　それで、ゲルドもついに折れた。深い溜ため息いきをつき、狛也とくらみの顔を見る。

「やるからには絶対に首謀者を捕らえるまで帰らねえ。泣き言は、言うなよ」

「当然だ。では行こう。本校へ」

「う、うん、狛也くん、ゲルドくん、がんばろう……っ」

　力強き狛也の言葉と、ぶっきらぼうなゲルドの声と、決意を宿したくらみの言葉。一同は本校へのリベリオンを開始した。
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　棚たなに囲まれた部屋の中に声が響き渡る。楽しさを宿した声が、朗ろう々ろうと発せられる。

「さあ、来ましたよ。それでは皆さん、用意はいいですか？」

　フォリスを用いて作った姿すがた見みの中で、狛也たち三人の分校生が本校に入ってくるのが見える。その様さまを見とめ、首謀者の彼は喉のどの奥からクククと笑みを零こぼす。

「勇気ある者たちは美しい。だからこそ、絶望の表情を見るのが楽しくもあります」

　彼の声に、三つの影が頷いた。フォリスを使い、校舎の各地に散っていく。協力者である彼らを見送った後、彼はもう一人の首謀者たる生徒に向け、ささやいた。

「後は任せます。神殿の制御は確実に」

「全て万全だ。余よは、早く狛也の快進撃を見たくて仕方がない」

　二人は、姿見に映る狛也たちを見て、ほくそ笑んだ。
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「な、なにこれ……」

　くらみが、恐こわ々ごわとした声を発する。

　人がいない。

　誰もいない。威い風ふう堂どう々どうとそびえるクリスタルのごとき本校の校舎に入ってみれば、そこには本校生の姿が、一人も確認できなかった。昼休みが終わり、授業に勤いそしんでいるはずなのに、教室や廊ろう下かはもぬけの殻からだ。

　生徒ばかりか教師の姿も一人も見かけない。そういえば校舎に入る前、本来なら分校生を立ち入らせないようにしているはずの警備員たちも見当たらなかった。

「これは――まるで神かみ隠かくしみたいだな」

　がら空あきとなった教室を見て狛也が言う。

「どうしたのかな……」

「わからん。全然気配すらも感じないのだ。何があったのか――」

　くらみがあまりの異常さに、びくびくと体を震わせていたときだった。

「む……」

　虚こ空くうから半透明の刃が、回転しながら狛也の方へ襲いかかってきたのだ。

「下がれ、くらみっ」

　狛也は叫んで手刀で弾はじいたが、次々と刃は出現してくる。前方、天井近くから、鋭するどい軌き跡せきを描いて迫るそれらを、彼は全て見切り、ことごとく凌いでみせる。

「ゲルドっ！」

「問題ねえ。この程度なら」

　言いながら、ゲルドも迎撃していた。回まわし蹴げりを放ち、一気に複数の刃を粉ふん砕さいする。

　なかなかの威力だった。狛也とゲルドの迎撃を前に、刃は成せい果かを上げることなく、止やんだ。

「罠わなか……？」

　飛んでくる刃はすでになかったが、油断なく、狛也は辺りを確認する。

「た、たぶんそうだよ……ここにいると、また来るかも……。早く、進もう」

「待て、くらみ」

　虚空から現れた刃にびくついたくらみが、反射的に廊下の先に行こうとした。狛也はとっさに彼女の細い手首を摑つかんだ。

　代かわりに、ポケットから待機状態の村むら雨さめのカードを取り出す。水色のカードを、何もないと思われる前方に投げ込んだ。

　直後――。

「きゃ、きゃあ……っ」

　目も眩くらむような紫し電でんが、何もないと思われた前方から撒まき散ちらされた。くらみが眩まぶしさに目を覆おおう。まるで落雷が眼前を直撃したかのような轟音が辺りを蹂じゆう躙りんする。

　短い光の帯が暴れ回る。のたうつ蛇へびのような光が空間を横切り、焦こげ臭くさい臭においを撒き散らした。

　空気が振動する中で狛也は、冷静にそれを分析する。

「……フォリスによる罠だ」

「そ、そんな……」

「本校に乗り込んできたボクらを迎え撃つ気でいるのだろう。もしかして、本校生の姿が見えないのも心理的な不安を煽あおるためだろうか。まったく、よくやるものだ」

　光は、やがて消えていった。

　しかし消失した紫電と入れ替わるように、次々と目の前の光景が塗り替わる。

　廊下にずらりと並ぶのは半透明の障しよう壁へきだ。数えきれないほどに多いそれは、狛也たちのいる廊下に、数センチ間隔で、無数に立ちはだかっている。

「ハッ、手荒い歓迎だ」

　ゲルドが皮肉げに口を歪めて吐き捨てると、くらみは細い声を上げた。

「狛也くん……どうしよう？」

「決まっている。罠を凌しのぎ、壁を壊しながら進むしかないだろう。これは一種の挑戦状だ。捕まえられるものならやってみろと。ボクたちに叩たたきつけているのだ」

　珍しく険けわしい表情で、狛也がそう呟く。

「片かたっ端ぱしから破壊していけば、いつかは首謀者の生徒にたどり着くはずだ。骨が折れる作業だが、やるしかないな」

「で、でもそんなこと、できるの……？」

「できる。やってみせる」

　即座に返答して、狛也は壁に迎撃された村雨のカードを拾い上げる。

　そして壁に向かって、大きく腕を振り上げると、

「――ハッ！」

　拳に無数のフォリスを込め、剛ごう拳けん一発。

　綺き麗れいに放たれた右ストレートは、薄い氷に衝撃を与えたかのような亀き裂れつを障壁に与えた。一瞬遅れて甲高い音と光と共に、壁は砕くだかれる。

　散り散りとなっていくガラスのような破片が、ほのかな光の粒子となって宙に消えていく。拳と壁がぶつかった影響で強烈な衝撃波も巻き起こる。くらみはスカートを押さえて、小さく悲鳴を上げた。

「わー、わたしの羽根……っ」

　悲鳴の後、おまけとばかりに、くらみの翼からいくつか羽根が抜けて飛んでいった。

「……おっと、すまない、くらみ」

　髪はへなへなで翼はぐしゃぐしゃ。狛也が振り向くと、情けない表情のくらみが、「うう……」と小さく呻いていた。

「あんなにすごいパンチなら、先に言って……。わ、わたしの羽根が……」

　しょぼんとして落ち込んでいる。狛也は頰ほおを掻かきながら、

「まさかあんなに壁が脆もろいとは思わなかった。もう少し抑えて殴るべきだったな」

「そういう問題じゃ……、うう、抜けた羽根、何枚あるかな……。わあっ、髪も変になってる……っ」

　今にも泣き出しそうだったので、狛也はフォリスで櫛を作ってくらみに渡してやった。

　彼女がオレンジ色の櫛を扱あつかっている様を見ながら、狛也は、

「羽根というのは、そんなに簡単に抜けてしまうものなのか？」

「そ、そんなわけないよ。飛んでるときでも、あんまり抜けないもの。狛也くんが、強すぎるだけだよ。まさかあんなにすごいなんて思わなかった……」

　数十秒してようやく髪だけは整えたくらみを見て、また狛也が口を開く。

「ふーむ。しかし、そうなると新たな問題が発生したな」

「え？　なにが？」

「首謀者を捕らえるまでに、くらみの羽根が何枚残っているだろうか……」

　くらみの顔が青ざめた。

「えええ……!?　そ、そんな。わたし、とってもみすぼらしくなっちゃう……っ」

「由ゆ々ゆしき事態だ。どうするか」

　その言葉はろくに耳に入らず、ふらふらとくらみが壁際に寄りかかり、指で変な暗号めいたものを書きはじめる。

「パパ、ママ……。わたし、今日からペンギンになるんだ……。たとえ空を飛べなくても、自分が鳥だということは、忘れないよ」

「いや、お前は鳥じゃねえだろう」

　冷静にゲルドが呟いた。しかしくらみは涙目で、へなへなで、わさわさ言っている。

　ぽん、と軽く彼女の肩に手を添そえた後に狛也は思いつく。

「そうだ。ではもう少し、拳に込めるフォリスを改良しよう。なるべく後ろに衝撃波がいかないようにする」

「ほ、本当……？」

「当然だ。ボクとしても、キミの泣き顔はあまり見たくない」

　安心させるようにニヤリと笑って、狛也は再び無数のフォリスを拳にまとわりつかせ、一撃を放った。

　風が起こり、震動が発生し、砕かれた壁の破片が空気に溶けて消えていく。

　本校には、まだ無数の障壁が立たち塞ふさがっていた。
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「な、なんだ、地震か――？」

　レヴァンの呟きに、他の二人が顔を上げる。

　悪夢のような神殿の特性を知ってなお、先に進もうと意見が一致した後のことだ。突如、歩きながらでもはっきりと感じる揺れが神殿内に伝わってきた。

「いや、揺れ方がおかしいです。これは……誰かが何かを殴りつけた衝しよう撃げき？」

　ユーリのその言葉の直後にも、また小さな震動が床を伝いやってくる。

　不自然な揺れは、一定間隔で幾いく度ども起こった。

「はくやだとおもう。きっと、なにかしようとしてる」

「そうですねえ。もしかすると本校へ乗り込んで、首謀者を探そうと片っ端から行く手を阻はばむ壁を壊して、ハッスルしている最中――とかだったら、面おも白しろいですね」

　ユーリがそう言った瞬間、二人が笑った。

「まっさかー」

「あいあい、うなずく。それは、むり」

　全員一致でそれだけは無理だよ、本校生がうじゃうじゃいる巣窟に乗り込んで、犯人を探して捕まえようとかできるわけないと言い合う。

　最初はそう否定していたのだが、笑っている顔をお互い見ているうち、「狛也ならもしかしてやるんじゃないのか？」などと思い始めてきて、どうやらそれはまんざら間違いでもなさそうだと確信しかけたところで、ユーリが提案した。

「では賭かけましょうか。伊集院くんが本校に乗り込んでいるに、僕は一万円賭けます」

「あいあい、にまんえん、はくやがほんこうにいくに、かける」

「おれも三万で。あいつが無茶やってることに賭ける」

　しばらく、沈黙が下りた。

「誰か！　狛也が本校に行かない方に賭けろよ！」

　レヴァンが言った。

　けれど誰も賭けなかった。

　狛也への信頼を確認した後、三人は神殿の出口を捜して走っていった。目に映るのはひたすら白い石、壁や天井の絵、それらを照らす篝火ばかり。出られそうな場所は一向に見つからない。

「なんて広さだ……普通じゃねえぞ」

「中と外では空間のあり方が違うのかもしれませんね。どこまで行けばいいのか、見当もつきません」

「あれ。ここはさっきとおったばしょ。えが、おなじ」

　アイリスの声に反応してみれば、確かに見覚えのある絵が天井にあった。多くの軍勢同士が戦い、戦車を駆る人物が、大きく手を掲かかげている。

「くそ、このままじゃマジで出られねえ、どうすりゃいいんだっ」

　神殿の破壊不可の状況も問題だが、レヴァンたちを悩ませる要因はもう一つある。内部が広大かつ迷宮で、入り組んでいるのだ。分かれ道がいくつもあって、気が付くといつの間にか以前と同じ場所に戻ってきていた。

　すでに同じことを数回繰り返している。

「誰かフォリスか複製英装で正解の道がわからないか？」

　レヴァンの問いかけにユーリが肩をすくめた。

「僕は風や雷を操るのは得意ですが、他は無理ですねえ」

「あいあいは？」

「あいあいもむり。ればん、ごめん」

「いや、謝る必要はねえよ。おれだって無力なんだし」

　万能剣と謳うたわれるソーグラスを握り、レヴァンは苦い声を出す。先ほど、レヴァンは探知のフォリスと呼ばれるフォリスを使い、辺りの様子を把は握あくしようと試みた。だが神殿が広すぎてほとんど意味を成さない。数百メートル範囲の探知能力では、同じような通路が続くとわかるだけだった。

　これからどうしよう――そんな弱音を吐きかけた、その時だった。

「……ん。いま、何か光りませんでしたか？」

　突然、神殿内が爆発的な光に覆われた。

「な、なんだ……!?」

　白い石畳が狂ったように光る。床や天井や壁面を問わず、あらゆる方面の石材が猛烈な明かりを帯び始める。

　そればかりか、鈍く重い、歯車が動く音すら聞こえる。

「な、なあユーリ……っ」

　ついには神殿内が細かい揺れに満たされた時。

「なんですかレヴァンくん」

「そういえば、さっきこの神殿、何のために造られたって、お前言った――？」

　レヴァンが言った直後、神殿内で、異変が起こった。




　　　　　†　†




　狛也が次々とフォリスの壁を壊していく。

　砕け、四散し、宙に舞ってから、虚空に消えていくラゾンの破は片へん。

　どれだけ妨害のための障壁を砕いたのかはわからない。

　最初、くらみはただただその光景に、「す、すごい……っ」「強いパンチだよ」「わ、破片がわたしのほっぺのすぐ近くに……っ」

　などと驚いたり、慌あわてたり、わたわたしていたのだがそのうち何も言わなくなった。

「パパ、ママ……わたし、意気込んで本校に乗り込んだけど、ほとんど何もしていません。空から『この役立たず！』って言われてそうで、悲しいです……」

　パキャン。

　また新たに壁が砕かれた音を聞いて、くらみは困ったような顔をする。

　狛也が軽く手をぶらぶらさせた。数秒だけ拳を休ませてから、再び剛拳を叩き込む。

　だいぶ壊して進んだのだが、まだ無数の障壁が立ちはだかる。本校生はどれだけ妨害に労力をつぎ込んだのかわからない。

「ふん」

　突如、ゲルドは頭上から襲ってきた氷の槍やりを蹴りで破は裂れつさせ、余裕顔で破片を眺める。

「それにしても……羽撫崎。お前、本当に何の役にも立ってねえな」

「うぅ……」

「勇いさんでやってきたからには、一瞬でも貢こう献けんしてみせろ。金魚の糞フンか、てめえは」

　さっきから狛也の後ろをついていくだけの少女に、ゲルドは辛しん辣らつな口調で言う。

「わ、わたしは……」

「せめて応援くらいできねえのか。フォリスも複製英装も使えねえ。ただ無言でついてくるなんて、猿でもできる」

「ふ、ふれー、ふれー、狛也くん、ゲルドくん」

「……やっぱり応援もすんな。気が散ってしょうがねえ」

「ひ、ひどいよ……」

　くらみが少ししょげてしまったので、狛也が苦笑して口を挟んだ。

「そう言うなゲルド。これでもくらみは役に立っているのだぞ」

「どこがだ。こいつ、最初から何もしてねえぞ」

「今の応援で、ボクは元気になった」

　ゲルドが口を半開きにしたり、への字にしたりした。

「てめえは……単純で幸せだな」

「ありがとう。ちなみにキミの応援でも、ボクは奮起するぞ」

「……呆れた奴だ」

　言って、ゲルドは口を閉ざしてしまった。しかし狛也は「はあ！」と気合いを入れ、再び拳を振っていく。

　しばらく、狛也が障壁を破壊する音だけが続いた。

「……あの、ゲルドくん」

「なんだ」

「さっき、フォリスも複製英装も使えないって言ってたけど、あの、わたし……複製英装ならあるから、使ってみようと思う」

「なに……？」

　想定外の言葉に、ゲルドはおろか、狛也ですら振り返って目を見張っている。

　くらみは注目されたために少しおどおどしながらも、

「狛也くんの前の戦いを見て、昨日、『テトラオルナＵＡ１０２』っていう剣を購買部で買ったの。それを今思い出して……これで、少しでも力になりたい」

　固まったままのゲルドに代わり、狛也が言う。

「……わかった。では、ちょっと見せてくれ」

「うん……っ」

　言って、くらみはスカートのポケットから銀色に輝く小型の三角形の金属と、同じ材質でできた短い棒を取り出した。

「おや？　くらみ、それは『トライアングル』ではないか。楽器なんか出すのではなく、ちゃんとした複製英装を出すのだ」

「え、えっと……これが、わたしの複製英装……」

「ん？」

「これが、このトライアングルが、わたしの買った複製英装なんだよ、狛也くん……」

　狛也は黙り込んだ。

　くらみも、もじもじしながら黙りこくった。ゲルドは固まっている。

　細い金属でできた銀色の楽器が、鈍く光っていた。

「ははっ、まさか。くらみ、いくらなんでもそんなものを武器にする人はいないぞ」

「えへへ。そ、そうだよね。そんな人、おかしくて間抜けな人だよね」

「そのとおりだ。あり得ないことだぞまったくもう。さあ冗談はやめて、早く本物のキミの武器を出すのだ」

「でもそれが、本当にこれがわたしの複製英装なんだよ」

「ははっ。まっさかー」

「あの。本当に、複製英装なんだよ……」

　おやおやおや、と狛也は笑顔のまま固まった。そして銀色の三角形と、くらみの顔を交こう互ごに見た。

「な、なんだと!?　それは本当なのか!?」

「だだだ、だって、これが一番安かったんだもの。他にわたしでも買えるもの、なかったんだよ。複製英装が、三十万円とか五十万円もするなんて、知らなかった……っ。お金ないよわたし。うわーん……！」

　くらみはおろおろして翼を情けなく広げた。

「だからといって、いくらなんでもそれではあまりに貧ひん相そうではないか。なになに……テトラオルナＵＡ１０２と言ったか？　ＵＡだと？　――くらみ、この武器を作ったユニコーポレーションは、安価だが粗そ雑ざつなものを多く作る企業だぞ。確かに安いが、戦いにはあまり向かない」

「え……」

　さらに狛也は、トライアングルに書かれた、ＵＡ１０２という型式番を指し示した。

「しかもこの型式番の『Ａ』は完成度が低いことを表す記号だ。ボクが使っていたテトラオルナＢＢ２５８よりもさらに下。耐久性も、最弱クラスだ。本来なら、見向きをしてはダメな代物だぞっ」

「え、でも……狛也くんは試合ですごい活躍したから、弱くとも大丈夫かなって……」

「それはボクにギルガメッシュの血が流れているからだ。フォリスで加護をたくさん付与して、強化している。キミの複製英装では、相手の強い攻撃を受けると、爆散して使い物にならなくなるぞ」

　ちーん。

　あまりに悲しい事実に、くらみはトライアングルを鳴らした。間ま延のびして廊下の端にまで届く音が、くらみの心の嘆なげきを代だい弁べんしていく。

「人って、あまりに悲しいと、笑顔になるんだね……」

「くらみっ！　そんな顔をしてはダメだっ。もっと気をしっかりと持つのだ！」

　ちーん。ちーん。

　狛也の声もあんまり聞こえていない。悲しいのに頑張ろうと笑顔を作ろうとする表情で、くらみは何度も金属棒を打ち付けていた。ゲルドが、呆れてものも言えなくなっている。

「……ん？」

　しかし、ふと狛也が銀色の三角形に触れたときだった。とある事実に気づいた彼は、翼の少女の肩に手を添える。

「くらみ」

「うん、大丈夫だよ、狛也くん……これでもわたし、戦える……」

「それ、待機状態になっているぞ」

「……え？」

「だからキミのその複製英装、待機状態だと言ったのだ」

　くらみがきょとんとした目で見つめてくる。

　気軽に持ち運びできるよう設計された昨今の複製英装には、二つの形態がある。一つは武器状態であり、もう一つは待機状態。ポケットにもしまえる、小さな状態。

「え……ということは」

「ボクの村雨やテトラオルナのカード状態と同じく、持ち運びのための形態になっているだけだ」

「な、なんだ、よかった……」

　へなへなと、力が抜けて彼女は座り込む。

「ずっと、このままで戦わなきゃいけないのかと思っちゃった……。そうなんだ。よかった……」

「まったく、慌てものだな、くらみは」

「は、狛也くんだって、早とちりしたよ……」

　言って、互いの顔を見つめて、二人共に笑う。改めて、くらみはトライアングル――待機状態であるその複製英装を手にしっかり持った。左手に三角形。右手に金属棒。

「じゃあ、武器の姿にするには、どうしたらいいの？」

「昇進試験などでボクたちがやったのを見ていただろう。ああいう風にすればいいのだ」

「……武器の名前と型式番を言えばいい？」

「その通りだ。初めての武器化だ。声を大にして、はっきりと唱となえるのだ」

「わ、わかった」

　軽く息を吸って、くらみは吐き出した。

　翼が、気持ちと連動して、少しだけ広がった。辺りが静かになる。目を瞑つむり、両手に持つ銀の三角形と金属棒をしっかりと持ったまま、くらみは――。

「テトラオルナ、ＵＡ１０２……！」

　しかし――。

　唱えられたその言葉の後には、何の光も起こらなかった。

「あ、あれ……？」

　もう一度、トライアングルに向けて再度の挑戦を試みる。

「テトラオルナ、ＵＡ１０２……っ」

　だが、それでも何も起こらない。

　本来なら光や淡い粒子が出現するはずの複製英装は、いつまで経っても銀色の楽器のままだった。

「な、なにも起こらないよ……」

　くらみが困った表情を向ける。

「……言いにくいことだが、ユニコーポレーションの製品は、安さを求めるあまり、駄作がたまにできると聞いたことがある。たぶんその一つではないのか。それは」

　愕がく然ぜんとしたままくらみが固まった。翼も手も足も、ぴくりとも動かない。

「……くらみ」

「わたしの複製英装……うう、こんなのって、ないわさ……」

　かろうじて口元から洩れてくるのは、そんな呟きだ。なんだか唇くちびるはふるふる震えているし、目元にはきらりと涙が光っている。

　どうしたものかと思った狛也は、

「……複製英装が不良品なら、新しいものと交換するか？　本校生が作り出した壁は、まだまだ数が多い。購買部も確かここから近いから、すぐに換かえることはできるが」

　なるべく優しく言って、語りかけてみた。ようやく落ち着いたのか、くらみは目元を濡らしたままで顔を上げると、ふるふると首を横に振る。

「ううん、あいあいちゃんたちを助ける方が先だよ。……それに、不良品っていっても、あまり別の物に換えたくないよ。待機状態から武器になれないのは、専門の人に渡せば、直せると思うから。だから、交換よりは、修理してあげたい……」

　狛也が軽く目元を動かした。

「……なるほど」

　一度短く呟き、何度か頷いてから、改めて口を開く。

「そうか、そうだな。くらみ、キミは優しいな」

「そ、そんなことないよ」

　少しばかりくらみの頰が紅くなる。

「いや、キミのそういう考え方はとても良いと思う。たとえ物だろうが、人だろうが、自分以外のことを想う『優しさ』こそが英雄の子孫の根源的な力の一つだとボクは思っている」

「そ、そうなの……？」

「うむ。それは、友人を救おうと世界を股またにかけたギルガメッシュだけではない。ジュリの祖先である雷神トール、レヴァンの祖先であるペンテシレイア、ザキュラスの祖先であるアキレスだって、根本的な行動原理は同じはずだ。『誰かのために、行動する』――普通の人間ならば躊ちゆう躇ちよするようなことでも、諦めず困難に立ち向かったからこそ、彼らは『英雄』と呼ばれたのだとボクは思う」

　穏おだやかに、それでいて、優しい口調で狛也は言う。

「キミはその心を大切に持っているといい。優しさがある限り、キミは強くなる。戦う力だけではない。誰かから英雄と言われる存在に、キミはなれるだろう」

「あ、ありがとう……狛也くん……」

　頰を赤らめて、くらみはもじもじする。翼がそわそわと小さく揺らめいている。そしてその二人の様子を、ゲルドはじっと黙って見つめていた。

「それで、次の方針だが――ん？」

　頷いて、言葉を重ねようとした狛也だったが、次の瞬間――くらみが持っているトライアングルを見て、ふと気が付いた。

「そういえば、くらみは初期登録をしたのか？」

「わさ……？」

　狛也は、くらみの手を取り、金属の棒と銀の三角形を上げてみせる。

「複製英装というものは使う前に、あらかじめ使用者の声紋と、指紋を登録しなければ武器状態にならないのだ。それを、キミはやったのか？」

「あ、えーと……」

　くらみは急に目を泳がせた。

「それって……あの、説明書に書いて、あった、かな？」

「ある。……まさか読まなかったわけではあるまいな。読まなかったわけではあるまいな。もしも説明書を読むのが面倒だったからだという理由で、初期登録をすっ飛ばしていた場合、ボクはキミをバカだと言うぞ」

「じつは文字がいっぱいで読む気になれませんでした……！　全部わたしが悪いです。うわーん……！」

「まったくくらみはバカだなっ。面倒くさがりにもほどがあるぞっ。これでは真ま面じ目めな話をしたボクまでバカみたいではないかっ」

　まくし立てる狛也の前でくらみが頭を抱えて反省の言葉をつらつら述のべる。なんとも締しまらない光景だった。

「まあいい。それでは不良品ではないわけだ。早とちりだな。きちんとキミの声と指紋を登録すれば、その複製英装は使えるようになる」

　おずおずと見上げて、くらみは呟くように言う。

「あ、あの、ごめんなさい、狛也くん。わたし、勘かん違ちがいさせて……」

「気にするな。そういうこともある。というより、ボクはほっとした」

「う、うん。ありがとう」

　それで、狛也はくらみのトライアングルを手にとった。三角形と金属棒、両方を重ねて、くらみの目の前に持っていく。

「今からボクが登録のためのワードを唱えるから、キミは落ち着いて、この複製英装の名前を言い、その後に三角形と棒、両方に触れてくれ」

「うん。わかった」

　くらみの返事に狛也は頷いた。防音のフォリスを用いて、辺りから余よ計けいなものが聞こえなくなる膜まくを作り上げる。そしてゆっくりと、狛也は登録のための言葉を呟いた。くらみが複製英装の名を唱えあげる。

「――テトラオルナ、ＵＡ１０２」

　トライアングルが光る。血が渡るように光の中により強い光の筋が行き渡り、さらにくらみはそれら輝く金属へ手を触れる。

　トライアングルが幾度か瞬またたいていき、曙あけぼの色いろの明かりが鼓動するかのように明めい滅めつし、産うぶ声ごえを上げるように強く荒々しい燐りん光こうが拡散していく。

　やがて――。

　目を瞑っても完全には遮断できないほど強い光が収まったとき。くらみの目の前に、一振りの剣が現れた。

　それは――撫子なでしこ色いろの刃を持つ剣。

　くらみの瞳と同じ色を持つ武器。開発した企業が違うからか、狛也の持っていたテトラオルナＢＢ２５８よりは、やや小振りな複製英装が顕現する。

「これが……わたしの複製英装」

　夢を見るような眼まな差ざしのくらみから、声が洩れる。

　それはくらみの英雄の子孫としての始まり。これから何度も世話になるであろう自分のためだけの武器が、くらみの前に現れた。

「うぅ……」

　思わず胸がいっぱいになって、くらみは剣を抱き締めながらしゃがみこんだ。狛也が心配そうな目を向けるが、

「これが……わたしの複製英装なんだね」

　確かめるように、くらみはそっと呟く。

　嬉しくて、胸がいっぱいで、少しでもやっと狛也たちに近づけたことに、彼女は胸を喜びでいっぱいにさせる。

「こんなに、嬉しいなんて思わなかった。武器の名前を言って、光が輝いて……わたしの、えへへ……わたしの声に反応して、剣が出てくるなんて。すごく嬉しい……」

　思わず涙が混じった笑いを浮かべる少女に、狛也は破顔する。

「よかったな、くらみ」

「うん」

「では本校生の造った壁を、それで壊そう」

「え……？」

「力になりたいと言っただろう。ならば、その剣を使うのだ。それはキミの持つ最高の武器。始まるのだ、キミの英雄の子孫としての活動が。卑劣な本校生の壁を壊し、レヴァンたちを救おうっ！」

「う、うん。わかったよ、狛也くん……！」

　そうして、くらみは高くテトラオルナＵＡ１０２を掲げた。

　手はぷるぷる震えている。姿勢は良くないし、顔は強張っている。けれど彼女は一生懸命に柄を両手で握り、壁を見み据すえ、思いっきり剣を振り下ろした。

「え、えい……！」

　しかし、へっぴり腰のまま振り下ろされた攻撃は、甲かん高だかい音を立てて弾き返された。

「あ、あれ……？　壊れないよ」

「さすがに一回では壊せないか。ならばもう何回か打ち付けてみるのだ！」

　言われた通り、くらみはＵＡ１０２を壁に向かって振ってみた。

「えい……っ、えいっ、やぁ……！」

　しかし、それでも本校生の用意した障壁は壊れない。それどころか剣を振っているくらみの腕の方が、痺れてきてしまう。

「もっと力を入れろ！　壁を本校生だと思って叩くのだっ！」

「わかった、やってみるっ」

「ゆけっ！　くらみっ！」

「わっ、どうしよう狛也くん……っ、テトラオルナが、刃こぼれしちゃった……っ！」

「なんだと!?」

　くらみがまた涙目になった。翼はへたっているし、すっかりしょげてしまっている。

「狛也くん……わたし、これで大丈夫かな。ものすごく、不安だよ……」

「誰だって最初はうまくいかないものだ！　この程度でくじけるな、くらみ！」

「パパ、ママ……わたしは元気です。狛也くんたちと、めげずに英雄の修行を頑張ります。……頑張れると、いいな……」

　くらみが、改めて自分の複製英装を見た。テトラオルナＵＡ１０２の撫子色の刃。

　今はまだ、使いこなせないだろうけど。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんどころか、不安だらけな状態だけど。

　それでもくらみはこれからずっと共に歩んでいく相棒を手に、手を振り上げた。

「わたしは、がんばるわさ……！」




「それで？　一体どこまで進めば、首謀者のところに行き着くんだ？」

　くらみの複製英装の騒動からしばらくして。最も大きい中央の第だい一棟とうから外れ、やや小型の第二棟に入ってから、ゲルドが声を響かせた。

「いつまでもこんな人ひと気けのねえ校舎をうろついて、壁をぶち壊して、たまに襲ってくる罠を掻かい潜くぐって、進んでいく。こんなもの、いい加減終わりにしたいものだが」

　苛いらついた口調のゲルドは、腕時計を見て「ちっ」と舌打ちした。すでに乗り込んでから三時間半が過ぎようとしている。

　五つある本校の棟のうち二つを踏とう破はしたが本校生の姿は見当たらない。進んでもその先にあるのは無数の壁ばかりであり、時折襲ってくる虚空からの奇襲が、神経をすり減らすかのようにやってくる。

「そうだな――」

　図書館のある棟の半なかばまで到達したとき、狛也は拳をぶらぶら休ませて振り返る。

「どうやらまだまだ先は長そうだ。この辺りで、休きゆう憩けいといかないか？」

「……ふん。勝手にすればいい。一番活躍してるのはお前だ。お前が決めろ」

「でも、こんな本校の中で、大丈夫かな……？」

　くらみが狛也の方を見ながら案じる。

「奇襲があれば対応はする。しかしさすがに、昼を食べてなかったからな。そろそろ何か食べないと、力があまり出ない」

「あ、じゃあわたし、寮に行って、クッキー取ってこようか。昨日の夜に、作ったのがあるよ」

　くらみは少しはにかみながら提案した。

「クッキー？　ほう。食べてみたいぞ。――しかしここから普通に戻るのも骨だな。うーむ」

　考えた後、狛也は右腕を大きく振ってフォリスを使用する。現れたのは複雑な紋様だ。

「えっと、どうするの……？」

「フォリスの中には二つの場所を繋つなげ、空間にトンネルを作れるものがあるのだ。――寮の部屋の、どこにクッキーがあるのだ？　それで取ろうと思うのだが」

　未いまだ狛也とくらみの部屋は同じだった。寮の増築の計画はあるが、工事はしていない。

「あ、えっと、机の引き出しの中にあるよ。一番上」

「わかった。取り出してみよう」

　中空にできた濃い葡ぶ萄どう色いろの渦うずに向けて狛也は片手を差し出す。十センチほどの幅の中、しばらくもぞもぞと手を動かし、目的のものを探すと、やがて手を引っ張り出す。

「おや？　なにやら変な布ぬの切きれを取り出してしまったぞ」

「わっ！　それ、わたしの下着……！　な、なんで狛也くん、ダメだよ、すぐに戻して……っ」

「くらみのは――ピンクか」

「安っぽい布だな。羽撫崎にはお似合いだ」

「しみじみと言ってる場合じゃないよっ。部屋のどこをまさぐったの……は、早くしまって……っ、は、恥はずかしい……」

　狛也はほんの少しだけ残念そうな顔をすると、葡萄色の渦の中に再び手を差し込んだ。そしてビニール製の袋を取り出して、くらみに渡す。

「あった。これか？」

「う、うん。それだよ。みんなに食べてもらおうと、作ったんだ」

　慌てた顔だったのも数秒だけ。渡されたビニール袋を手に取ると、くらみは珍しくほくほく顔。

　ゲルドが「クッキーだと？　羽撫崎のか」と判断に迷う声音で言っている。

「はい、狛也くん。ゲルドくん。……ちょっと形がおかしいけど、村にいたときたくさん練習したから、自信はあるよ」

「ほう……」

　まず狛也が手に取った。クリーム色の一口サイズのクッキーだ。確かに少し形がおかしかったが、香りは良かった。

「いただこう。どれどれ……」

　満面の笑顔で狛也はクッキーを口に入れた。数秒の間、味わうように嚙かんでみる。

「どう、かな」

「……。……。……。うむ」

　笑顔のまま狛也は固まった。見上げるくらみの前で顔面の筋肉が変わらないように全神経を集中させた。

　くらみのクッキーは、ぱさぱさしていた。お世せ辞じにも食感は良いとは言えず、味もなんだか甘さの後に辛からいのがきて、苦味がきて、砂を嚙んだような変な味の後に紙を食べたような食感が続いていき、ありていに言って、マズ――

「ごほんごほん。うむ、なかなか個性的な味だな。斬ざん新しんな発想を感じる……」

「あ、ゲルドくんもどうぞ。お腹、空すいてると思うから」

「……いや、俺はクッキーが好きじゃねえ。伊集院に譲ゆずる」

　ゲルドは最初のクッキーを食べる狛也を見て、危機を感じ取った。

「そうなんだ、残念だけど、仕方ないね……じゃあ狛也くん、全部食べても大丈夫だよ。たくさん食べて、活力にしてほしい」

「……うむ。ウム……」

　狛也は頰を軽くひくつかせて頷いた。クッキーを頰張る。いくつも口の中にいれていく。その度に少し顔色が悪くなっていくのだが、くらみは気づかない。

「わーい。狛也くんが全部食べてくれた。嬉しいな……わたし、今度はもっとたくさん作ってみるね」

「うむ。じつはボクは……クッキー大好き。ダイスキなのだ」

　翼を揺らして花のような笑みを浮かべるくらみを見つめながら、狛也は言った。

　ゲルドが呆れとも尊敬ともつかない目で見ていた。




　腹ごしらえをして、三つ目の棟を踏破しても人影は見当たらない。

　学園長の部屋や図書室、視聴覚室などを覗のぞいてみても、あるのは無数の障壁と虚空から現れる奇襲の刃や槍だけだ。

　背後から出現した三本の氷の槍を、手刀で砕いた狛也は、ふと呟くように言う。

「罠の勢いが増してきたな」

「ああ。少し前からか。偶然にしては量も質も増している」

　頭上より迫っていた氷槍を蹴り壊したゲルドが応じる。

「――さっきから思っていたのだが、ゲルド、キミは反応速度と蹴り技がすごいな」

「あ？　褒ほめても何も出ねえぞ」

「いや、傷らしい傷がない。かすったのが三回だろう。よほどの鍛たん錬れんをしなければそこまでには至いたらない」

「……ふん」

「ボクは小さい頃から修行していた過去があるが……キミは学園に来る前は、どんな鍛錬をしてきたのだ？」

「言う必要はねえな」

「キミは分校で屈くつ指しの実力者だと思う。どうやって強くなったのか興味がある」

「……ハッ、だったら当ててみろ」

　口を皮肉げに歪ませて、彼は応じる。

「金持ちのボディガードをしていた。守りたい女がいた。競い合っていたライバルがいた。――どれか好きなのを選べ」

「最初と最後が正解か？」

「……」

　ゲルドの目が、少し険しくなる。

「話すとき目に感情を宿していたぞ。わかる者にはわかる。そうか、ライバルか。羨うらやましいな」

「あ？　なんでだ」怪け訝げんそうにゲルドは言う。

「ボクは、ひたすら一人で修行していたからな」

「……何ともつまらねえ過去だ」

　狛也は遠えん慮りよのない物言いに苦笑した。

「そうでもない。守りたい少女がいたのだ。一度負けたことが悔しくて、このままでは守れないと思って、ずっと戦いに勝つための鍛錬を重ねていた」

「ハッ、一途と言えば聞こえはいいが、要は馬鹿じゃねえか。昔からか、その性格は」

「だって、悔しいではないか。目の前にいる一人すら守れない――そんなのは、嫌だ。ボクは誰かの幸せのために、力を生かしたい」

　品定めするかのような目つきをするゲルドを、狛也は無言で見つめ返す。

　互いの目の奥の感情を確認し、先に視線を逸そらしたのは、ゲルドだった。

「……どこまでも真っ直ぐな馬鹿ってのは、いるもんだな」

「馬鹿というのはボクにとっては褒め言葉だ。ありがとう。ゲルド」

「……ふん」

　仏ぶつ頂ちよう面づらこそ、変わっていない。だが自分の実力を素直に褒められ、悪意のない笑みを向けられたゲルドは、ほんの少しだけ表情を和やわらげた。

　それはほとんど見分けのつかないものだったが――狛也は、それを感じ取る。

「――話してる最中に、ごめんね？　あたしも混ぜてくれるかな？」

　そのときかけられた言葉に、くらみとゲルドが硬直した。

　一同は振り返る。その人物の異様な外見は、忘れようとしても忘れられない。

　緋ひ色いろに輝く、艶つややかな髪。

　黄金色にして絢けん爛らん豪ごう華かな槍。

　その名は世界に轟とどろき、誰もが注目する英雄推進プロジェクトの指導者にして、千英学園の成績首位者。加えて、学園の真の支配者でもある女王。

「――九鳳院、ジュリ」

　唯ゆい一いつ、自然体のまま振り向くことができた狛也が、そう呟いた。




　　　　　†　†




　迫り来る針を叩き落とす。

　翻ひるがえる火炎を振り払う。

　神殿の奥に進みはじめて、もうどれくらい経っただろう。レヴァンは内心で焦あせりを感じていた。

　神殿内の『刑罰』が、猛然とレヴァンたちに襲いかかってきている。

　天井や床、壁を構成する石のブロックが鋭利な針になり、槍になり、またあるものは破は城じよう槌つちと言われる攻城戦用の巨大な兵器に変形して、襲ってくる。

　基本的には、神殿を構成する一部のブロックだけが変形して襲ってきていた。全ての石が『刑罰』を行っているわけではない。

　だがそれでも全方位から迫る攻撃は、レヴァンたちを確実に疲ひ弊へいさせていた。

　螺ら旋せんを描いて迫ってきた針の攻撃を、大剣と化したソーグラスで叩き落とす。次ついで襲ってきた、舌を抜くための石のペンチを剣の腹で防ぎきる。

　ジリ貧ひんだ。レヴァンはそう思う。アイリスとユーリも必死に迎撃や回避に努つとめているが、どこまで持ちこたえられるだろう。時折、攻撃が止むことがあり、その隙すきを突ついて進んではいるが、焦りは募つのっていく。

「ればんっ！」

「――っ！」

　思考が深くなりすぎていた。

　視界の端に、石でできた巨大な爪つめが見える。

　――ヤバイ、かわせない！　冷や汗が、どっと吹き出て――。

「えいっ！」

　可愛らしい声と共に、猫のごとく軽やかに回転してきたアイリスが、石の爪を剣で弾き返した。

　レヴァンのすぐ隣にアイリスが着地して振り向く。

「ればん、うっかりはだめ。あぶない」

「あ、ああ……すまねえ」

　とっさに、考え事をしていた自分を恥じる。

　まったく何をやっているのだ、足手まといなんて駄目すぎる。

「あいあい、体は平気か？」

「へいき。ればんたちのおかげで、まだいける」

「……そうか」

　レヴァンたちは、迎撃の役割分担をしていた。

　レヴァンが迎撃するときはアイリスとユーリが休み、アイリスとユーリが迎撃するときは、レヴァンが休息に入る。

　長い道のりになりそうだったので用いた策さくだが、ついレヴァンは油断してしまった。

「ちっ、勢いが徐じよ々じよに強くなってやがる。あいあい、今度は上からだ、来るぞ」

「うん」

　攻撃を剣で弾いた彼女だったが、レヴァンの目からみれば、やはり動作に無む駄だが多かった。

　無人島で道具に頼らず生きてきた彼女にとって、武器を使うことは疲労が激しくなる要因なのだ。それでも英雄の子孫として、自分に由来する複製英装くらいは持つべきだと九鳳院コンツェルンに言われて使っているらしいが、やはりぎこちなさは残っている。

「あいあい、また破城槌だ。数が多いから二人で弾くぜ」

「わかった。ればん、きをつけて」

　アイリスの使っている複製英装、リジルＫＤ６６６が翻る。

　その小ぶりな剣の効力は、人以外のものの声が聞けるというものだ。草や花、壁や土など、人間でない声なき存在が何を思い、何を感じているのかを知ることができる。

　だが、それは戦闘には向かない能力だ。地を裂さき、海を割るような連中がいる中で、彼女の複製英装は弱い武器だといえる。

　もう一つ、アイリスはささやかな幸運を呼ぶという剣、フロッティＫＢ６６６も持っているが、こちらも戦闘では大して使えるものではない。ゲルドに言わせれば『駄剣』に属するものであり、ジュースの当たりが出やすくなる程度の効力なのだ。

　両方とも祖先のジークフリートが使っていた武器のレプリカだが、いくらなんでも弱すぎる。それにジークフリートにはバルムンクという、強力な魔剣もあり、本来ならばそちらを使うべきだった。

　どうしてもっと強い武器を選ばないんだと以前に尋ねたら、「じゅりが、まずはよわいほうをきわめろ、だって」と返答され、レヴァンは何とも言えない気分になった。

　拾われた恩おんがあるから。だから彼女は他の分校生ほど、ジュリたちを悪くは思っていない。

　それはジュリの作った分校に落とされてからも変わっていない。

　まずリジルとフロッティを使いこなすべしとジュリが判断したから、それに従っている現状――それが、レヴァンは不満だった。

　アイリスはもっと上に行けるのに。秘めた身体能力は、かなり高いと思うのに。しかしそれを使いこなすだけの経験が足りていない。

　レヴァンは、そのことに苦しさを感じてしまう。

「ストップ。ここは、さっきのと同じような小部屋ですよ。少し休憩しませんか？」

　考えながら走っていたら、いつの間にかちょっとした広さのある場所へ来ていた。石の針や槍など刑罰も止んでいる。

　ユーリの一言に、一同は臨戦態勢を解いて息を整える。

「ざっと四時間半ってとこか？　閉じ込められてから」

　レヴァンがソーグラスを下ろしながら言うと、

「そうですねえ。伊集院くんたちも苦戦しているようですね」

　震動は未だ断続的に続いていた。今は止んでいるが、神殿に変化がないことを見ると、首謀者は捕らえられていないらしい。

　三人は軽く息をついた。神殿内には刑罰が襲ってくる通路の他に、絵画が多く飾られた小部屋があった。そこでは刑罰が発動しないので、見つけるたびにレヴァンたちは休憩をとってきた。

　ここまで来るのにそれなりの労力と時間を費やしている。まだ多少余力はあるが、終着点が見えないのが不安を誘っていた。

「せめて正解の道がわかればな……」

「探知系のフォリスが不得手なメンバーばかりなのが悩みどころですね」

　分かれ道が疲労を増大させている。同じ道に何度か戻ってしまうたびに戻って進んでいるが、そうした時間のロスは神殿の刑罰と相まって、余計に焦りと疲れを加速させる。

「なんか、腹減ったな……」

「あいあいもおなじ。おなか、すいた」

　アイリスのお腹から、小さく音が鳴っていた。

　困った顔のアイリスを見ていたユーリが、

「お昼ご飯を食べる前にここへ吸い込まれたので、仕方がないですが……確かに、僕もちょっと辛つらいです」

「ればん、なにか、たべものない？」

「ないな。……こんなことになるんだったら、先に食っておくんだった。ちくしょう」

　一応、安全と思われる小部屋だが、完全に気を抜くことはできないので複製英装は武器化したままで床に座る。ユーリとアイリスも腰を掛けた。

「……レヴァンくん、そういえばあなたは、ペンテシレイアの子孫ですよね」

「そうだけどよ、それがどうした」

「植物関連の技が得意なら、何か木の実とか出せませんか？」

「木の実？　……と言ってもなあ、戦闘に使えるものはあってもこういうときに役立つものは……」

「なんでもいいんです。食べられれば文句は言いません」

「ちょっと待ってろ」

　レヴァンはそう言って、ソーグラスの柄を持って思案した。軽く剣を振ってフォリスを使用すると、一抱えほどの茨いばらを作り出す。

「木の実じゃねえけど試しにやってみた。ユーリ、食ってみろ」

「どれどれ……おお、綺麗な茨ですね。何のフォリスです？」

「本来は棘とげで相手を痺れさせるものなんだけど」

「あびびび……これは無理です食べられません」

　舌を出してびくびくと小刻みに震えるユーリに、レヴァンは「ダメか……」と眉を寄せた。

「じゃあ次だ。これなら、どうだ」

　ソーグラスの剣身から出た光から現れたのは、半透明の雫しずくだ。ぽたり、ぽたりと剣身から断続的に出てきている。

「これなら飲めそうですね。どれどれ……」

「あ、飲む前に言っておくことがある」

「なんです。ごくり」

「これ、触れたものを溶とかす性質だから、胃袋が耐えられるかちょっとわからない」

「わあ、ゆーりがたおれた。ればん、どうしよう」

「大丈夫か、ユーリっ」

　床に雫が落ちたことで神殿の特性も発動していた。三人とも雫のダメージに悶もん絶ぜつした後、レヴァンの回復のフォリスで傷だけは治す。

「レヴァンくんって、役立たずですねえ」

「ちょっと黙ってくれ。おれは自己嫌悪で挫くじけそうだ」

　壁際に歩いて、軽く落ち込んでいるレヴァンにユーリが乾かわいた笑いを洩らす。

　結局、その後もいくつかレヴァンのフォリスを試してみたが、空腹を満たせそうなものはなかった。

「一度みんなの持ち物を調べてみませんか。工夫すれば食べられるものがあるかもしれません」

「持ち物って言っても……俺、ソーグラスしか持ってきてないぜ」

「……あいあい、さがしたら、あめあった。あげる」

　長くボリュームある髪の毛の中に手を入れたアイリスが、三つの飴あめ玉だまを取り出した。

「はい、ゆーり。――はい、ればん」

　とてとてと壁際のレヴァンまで近づいて、一つずつ渡す。

「……え、ちょ、ちょっと待ったっ」

　目を瞬かせた後に、レヴァンが驚いた。

「ればん、たりない？　それなら、あいあいのぶん、あげる」

「じゃなくてよ。……え。いま髪の毛の中から飴玉を出した？　あいあい、お前そんなところに飴玉しまってんの？」

「うん。ひじょうしょく」

　それでアイリスは説明が十分だと思って言葉を終わらせたのだろうが、レヴァンはちょっとよく意味がわからない。

「なんでそんなところにあるんだよ……。いや、別に駄目じゃねえけどよ」

　ふと思いついたように言ったのはユーリだ。

「もしかしてあいあいさん、他にも何かあります？」

「うん。さがす」

　言ってアイリスは、ボリュームある髪の毛をがさごそやった。そのたびに、何やら軽い音、玩具おもちやのような音、ぴぶーと変な音すら鳴った。

　謎なぞだ、アイリスの髪の中は、謎だった。

　どさどさどさと、その髪からキャラメルや一口クッキー、ピーナッツが転がり落ちてくる。

「あいあいさーん、あなたは救世主ですっ！」

　思わずだらだら涙すら流すユーリと、しばし唖あ然ぜんとするレヴァン。

「おいおいおい、待てあいあい。お前、なんでそんなの髪の毛の中に入れてんの？」

「うん。ひじょうしょく」

　いや、それはわかったけどっ。よくわからねーっ、でも助かったっ、と頭を抱えるレヴァンへ、にっこりとアイリスが笑った。




「それで、どうしましょう」

　ひとしきり腹を満たして、数分が経った後。上機嫌で口元をハンカチでぬぐっていたユーリが、そう切り出した。

「分かれ道のどれが奥に繋がっているのか、それがわかればずいぶんと楽になるのですが……」

「このメンバーだと、おれが頑張るしかないよな」

　言って、レヴァンはソーグラスの柄を握りしめた。

「なにか手段を思いついたのですか？」

「蔦つたを作り出して、通路の先を調べさせる。通った道か、そうでないか、それでわかるはずだ」

　ユーリはわずかに言葉を詰まらせた。

「でもレヴァンくん、確かあなたの探知のフォリスは、五百メートルくらいしか把握できないのでは？」

「そうだけどよ――」

　レヴァンの目に、諦めたくないという意志の炎が燃えている。こんなところで本校生の思おも惑わくにはまって、狛也たちの救出を待つだけなんてできない。

「やるしかねえだろ。とりあえず考えた方法で、やってみるっ」

　剣身を光らせたソーグラスから、ごとりと大きな果実が落ちる。一抱えほどもあるそれに、レヴァンが手を添える。ユーリはその様子を見つめながら、

「強化のフォリスですか。まさか、それで――」

「おれの能力を底上げする。これで蔦の伸びる距離が、増えるはずだ。ちょっと時間はかかるけど待っていてくれ」

　身体能力や技の強さを高めることができるフォリスの果実を見つめつつ、レヴァンは言う。数分後、レヴァンは準備の整った果実に向かって念じた。その途端、果実の中心が割れ、翠みどり色いろの粉が吹き出した。

　レヴァンの体にそれらが付着する。篝火の光の薄い光源の中でもきらびやかに光るそれは、翠の輝きを放つ。そして、粉がレヴァンの体にまんべんなく付着した直後。

「いけっ！」

　爆発的な光と共にソーグラスから蔦が伸びる。

　通常のそれより、三倍の太さはある強きよう靭じんな蔦だ。勢いも通常時を凌りよう駕がしている。強化された蔦は小部屋を越え、通路の奥へ伸び、いくつかの角を曲がってなおも伸びていく。

「ちっ、思ったより……反動が……っ」

「がんばれ、ればんっ」

　拳を握ってアイリスが応援する。限界以上の力を引き出したレヴァンの体を大きな脱力感が襲う。だが構わず彼は蔦を伸ばし続ける。

　通常時の限界の五百メートルを超え、六百メートルを超え、七百メートルを超える。途中に分かれ道を発見した。二つに分かれたその道の全てに行き渡るよう、蔦を二つに分裂させ、なおもレヴァンは通路の先の把握を試みる。

「くっ……」

　脱力感は、次第に大きくなる。よろける彼の体をアイリスとユーリが支えた。

　八百メートルを超え、九百メートルを過ぎた先に三さん叉またの分かれ道があった。そこでも蔦を三つに分け、なおもレヴァンは把握のフォリスを行使し続ける。

　だが――。

　千三百メートルを超えた辺りで、がくりとレヴァンは膝ひざをつく。

「……ダメだ、ここまでだ……」

「ひどいあせ。ればん、だいじょうぶ？」

「分かれ道は？　どれくらい把握できました？」

「二ヶ所見つけた。けど、くっ……同じ方法は何度もできないな。一回やっただけで体がだるすぎる」

　苦しそうに、レヴァンは息を吐く。

　結局レヴァンの方法では打開策には至らない。強化のフォリスを解いた直後に、蔦が全て消失する。レヴァンはどさりと床に伸び、荒い息を吐いて無念の声を出す。

「くそ、おれがダメなら、あとはあいあいかユーリしか頼れない……」

「ですが、僕もレヴァンくん以上の成果は出せません。複製英装はメンテナンス中ですし。それに、あいあいさんも似たようなものでしょう」

　リジルとフロッティ――二種類の複製英装を持つアイリスだが、片方は物の声が聴こえる剣で、もう片方はささやかな幸運を呼ぶ剣だ。どちらも、この場では無力――。

「狛也やゲルドがいればな……。もう少し違ったかもしれないのに。ソーグラスも、リジルも、フロッティもこの場を乗り切ることは……」

　できない、そう言いかけたレヴァンは――その瞬間、ハッと目を見開いた。

「……あいあい」

「なに、ればん」

　消しよう耗もうしていたレヴァンを心配そうに見ていた少女に向かって、レヴァンは言う。

「一つ思いついたことがあるんだけどよ」

　彼の思いつきをしばらく聞いていた二人は、びっくりした後、

「……それ、できますか、あいあいさん」

「わからない。やったことない。でも、かのうせい、あるとおもう」

　言って、アイリスは近くに転がしてあった複製英装、リジルＫＤ６６６を拾い上げた。

　小振りの剣を逆手に持って握りしめる。長い髪を掻き上げ、耳を澄ますようにした。

　そして――彼女の口から、希望の道みち標しるべとなる言葉が紡つむぎだされる。

「……つぎの、みぎの、つうろまっすぐ。でてきたわかれみち、まんなか。そのつぎの、わかれみちも、まんなか。そのつぎの――」

「あ、あいあいさん、すごい――っ！」

　ユーリが驚きの声を上げて目を見張った。

　――神殿内の石の声を聴き、正解の道を把握する。

　レヴァンが思いついたのは人以外の存在の声を聴ける剣、リジルを用いて、神殿内の石や絵画、篝火の声を聴くことだった。

　アイリスには聴こえている。《ねえ、彼らはまだ諦めないみたいだよ》《無駄なのに。この神殿からは出られない》《核を壊さない限り、全ては無駄に終わってしまうのサ》

　数多あまたあるそれらの声を聞き分け、整理し、奥へと至る道を把握する。

　人間技ではなかった。並の英雄の子孫でも、不可能な事だった。

　しかしアイリスは普通ではなかった。当たり前の生活から逸いつ脱だつして、幼い頃を過ごした少女。無人島でたった一人生きてきた彼女の生存能力が、このとき最大限に発はつ揮きされていた。

「あいあい、えものをとるとき、みみをすませた。どこになにがあるのか、かんぺきにわからないと、だめだった。あのときのわざ、つかう。あいあい、ればんたちのために、がんばる」

「あいあいさーん！」

　ユーリなどは感動して彼女に抱きつこうとする。レヴァンはそれを止めようとするが、その間にもアイリスは次々と正解の道順を把握していった。

《次の分かれ道は右から二つ目だと彼らは知らない》《間違えれば針の雪崩なだれ》《そこを正解しても、次を左に行かなければ来た道を逆戻りサ》《核はずっとずっと先》

「五つにわかれたみちは、みぎから二つめ。そのつぎのみちは、ひだり。そこをずっとまっすぐいって、そのつぎはみぎ。そこをいったら、あとはまっすぐ。そこに、かくがある。こわせば、でられる」

　レヴァンたちは騒然とした。

「いける！　これならいけるぜ！　ありがとう、あいあい！」

「あいあいさん。お手柄でした。これで僕たちは脱出にぐっと近づけるでしょう」

「うん。ればんたちがよろこんでくれて、あいあいもうれしい」

　小さな少女により示された、一条の光。レヴァンたちは、すぐさま行動を起こした。

　核があるという場所を目指して、彼らは一目散に進む。もしかしたら狛也の助けを待たずとも大丈夫かもしれない。三人はそう思いながら、神殿を駆け抜ける。
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　――一方、本校に存在する、最も高い階層にある部屋で。

「待たせちゃってごめんね。いつも自分で紅茶を出さないから、どうすればいいのかわからなかったんだ」

　楽しげな声音で、そんなことを言う人物にくらみは緊張する。

　目の前のテーブル――やたらに豪華な装飾がされたそれは、時価数百万円は下らないだろう。他の調度品も、詳くわしくはわからないが、高級感に溢あふれていた。そんな空間にそわそわしながら、くらみは紅茶入りのティーカップを置いた彼女に、戦せん々せん恐きよう々きようとする。

　ゲルドもまた同じだった。目の前の緋色に輝く二つに結われた長い髪と、それに巻きつかれた黄金色の槍の偉容は、彼にとって畏い怖ふの対象に他ならない。

「そんなに固くならなくてもいいよ。だって今回は、あたしが招まねいたんだもの。本校であちこち回って疲れたよね？　あたしと一緒にお茶をして、元気になってほしいんだ。伊集院狛也も、遠慮しないでいいからね」

「うむ。それでは遠慮なくいただこう」

　唯一普段通りなのは狛也だけだった。テーブルの上にジュリが次々と紅茶やお菓子類を広げていくと、彼はもぐもぐと食べ始めた。

　――あの後、本校に姿を表したジュリは、狛也たちに思いもよらぬ提案をした。自分の部屋でお茶をしないかと、誘さそったのだ。くらみはおどおどし、ジュリに負けた過去があるゲルドも顔を強張らせたが、狛也は快こころよく応じた。

　何か、今回の騒動について知っているかもしれない。あるいは彼女こそが首謀者の可能性もある――そんな思考の末に、彼らは豪ごう奢しやなジュリの部屋にいる。

「うむ、美う味まいっ！」

　一つだけでもかなりの値段がするケーキを、狛也はあっさりと全部口に入れ、飲み込んだ。その様子は、ちょっとした早食い競争のようだった。

　あまりの速度と遠慮のなさにジュリの秘書である蒼そう竜りゆうが、野や蛮ばん人じんを見るかのような目つきで部屋の壁際から睨にらんでいる。

　それに気づいたくらみが「あわわ……」とびくつき、隣の狛也の暴食をやめさせようと袖そでを引っ張った。しかし狛也は「美味い、美味いぞ、どこの店だ？」と言って、満面の笑顔。はずみで、お菓子の一部がジュリの制服についた。

「あたし、この世で一番好きなものが三つあるんだよ」

　豪奢な椅い子すに腰掛けながら、ジュリは優雅に笑う。

「一つはね、あたしの出した食べ物を美お味いしそうに食べてくれる男の子。二つは、あたしの制服に、お菓子の欠片かけらを飛ばしちゃう男の子。三つ目は、それら二つを兼ね備えた男の子を、メギンギョルドで槍を増やして、八つ裂きにする瞬間なんだよ」

「あわわわ……！　は、狛也くん、食べるのやめて……！　今すぐやめてっ、ジュリさんが笑いながら怒ってるよ……っ！」

「おお、ジュリの顔がすごく綺麗だ。女性が最も美しく見えるのは、怒りを見せているときだと思うのだが、くらみもそう思わないか？」

「どど、どっちでもいいよ……っ、どうしてよりによってジュリさんの前でそんなことを言うの……！　ダメだよ、うわ、蒼竜さんがものすごい目で睨んでる……！」

　蒼竜は先日の昇進試験で狛也に一撃で負けたこともあって、すごい剣幕だった。

　くらみが本気で青い顔をしてガクガク狛也を揺するので、彼は食べるのを止める。胸ポケットからティッシュを出し、口元を拭ぬぐう。

「すまん、ジュリ。制服を汚してしまった」

「別にいいよ。誰かとお茶なんて、久しぶりだもの。あたしは、気にしない」

　怒ったように見えたのは演技だったのだろう。華か麗れいな動作でハンカチを取り出し、制服についたお菓子の欠片を拭う九鳳院コンツェルンの令嬢に向けて、狛也は本題に入る。

「それで、ジュリ。聞きたいことがあるのだが。なぜボクたちを招待したのだ？」

「言わなかったかな。さっきからずっと本校のフォリスの壁を壊して、疲れているだろうから、お茶会に招いたんだよ」

　狛也は眉をひそめた。九鳳院ジュリ。学園の支配者である彼女が、なぜそんなことを言い出すのだろう。なにか思惑があるのだろうか。ともあれ断る理由もないのでお招きに与あずかったのだが、いまいちよくわからなかった。

「労ねぎらうついでで悪いが――」

　狛也が、一か八かジュリに問いかけてみる。

「今回、レヴァンたちを神殿に閉じ込めた首謀者は、キミか？」

「違うよ」

　ジュリは即答した。

「あたしは関与していないんだ。だってそんなひどいこと、できないもの。大事な千英学園の生徒を、危険な建物の中に監禁しちゃうなんて、あたしは思いつきもしないんだ。それよりも、胸が痛いの。本校生の一部に懇こん願がんされたとはいえ、どうしてあたしは今回のことを許可しちゃったのかなと、あたしは少し後悔してる」

「……っ」

　さりげなく重要なことを言うジュリに、狛也たちは顔を見合わせる。

　もう少し踏み込めるか？　狛也は身を乗り出し、真剣に聞く。

「……ではキミ以外の本校生が、今回のことを企たくらんだわけだな？」

「その通りなんだよ」

「信じてもいいのだな？　九鳳院ジュリ」

「あなたとあたしの仲だもの。昇進試験でお互いの気持ちと熱意をぶつけ合った相手に、噓うそなんてつけるはずがないよね。ああ、伊集院狛也、ギルガメッシュの優しい血の継承者。あたしは真実を伝える用意がある」

　うっとりと、まるでオペラでも演じているかのように、彼女は妖よう艶えんに滑らかに声を張り上げる。狛也は少しだけ考えて、

「ジュリ、この監禁騒ぎは誰が首謀者なのだ？　連中は何人で行っている？　なぜ閉じ込めたのだ？　いつまで閉じ込める気か？　どうしてキミを除のぞいた生徒や教師、大人おとなたちまでも本校にいないのだ。そもそも首謀者はどこにいるかも聞きたい――」

「うふふ。そんなにあたしに頼ってくれるなんて、嬉しいなあ」

　ジュリは妖あやしく陽気に言葉を紡ぐ。

「でもね、その質問の全てには答えられないの。あたし、頼まれちゃったから。もしも伊集院狛也が来たとしても、全部は話さないでほしい。すごく真しん摯しな様子で、そう頼まれちゃったんだ。ごめんね」

「全てには答えられない――か。それならば、いくつかは教えてくれるのか」

「もちろん」

　ジュリは長い緋色の髪を払ってから続ける。

「レヴァン・シルベスたちを閉じ込めた犯人たる生徒も大事。でもでも、あなたもすっごく大事な生徒だもの。だからね、あたしはさっきまでずっと悩んでたの。板いた挟ばさみに対する回答は、ぎりぎりの誠意でもって示すしかないと、あたしは思ったんだ」

　そう言って、ジュリは胸ポケットから一枚のコインを取り出した。偉人の顔が表面に彫られた、五百円玉ほどの金貨。それを、彼女はくるくると指で弄もてあそぶ。

「いまあなたが聞いた六つの質問。それぞれに答えるかどうか、このコインを投げて決めることにしたよ。表が出たら、その質問に答える。裏なら、答えない。これなら五分五分だからね、あなたも首謀者も、満足できると思うな」

「……わかった。それでいい。教えてもらえるのなら、それで構わない」

　狛也は隣でそわそわと見守るくらみに振り向き、大丈夫だと頷いた。ゲルドは無言で成り行きを見守っている。

「まず、誰が首謀者か」

　ジュリの涼すずやかな響きの後に、彼女の親指から、金貨が弾かれた。

　くるくると、天井のシャンデリアの光を受けて、金貨が輝いた。軽い音を立てて、テーブルに落ちていく。

　一回目のコインは――表だった。

「首謀者はラムセス五十三世だよ」

　あっさりと、ジュリは言い切った。

「ラムセス五十三世……確か、『太陽王』『建築王』と呼ばれた英雄の末まつ裔えいか。彼がレヴァンたちを閉じ込めたのか」

　狛也の問いかけに、ジュリは頷く。

「そうだよ。ラムセスはね、人格があと少し悪ければ即座に分校行きの生徒なの。変わっているのがファッションセンスでね、玉座にいつも座ってる。制服の袖を千ち切ぎって、二の腕をいつも晒さらしてるんだ。暑い国の出身ならではだね。首にいっぱい宝石やネックレスをかけてもいて、頭には王冠。本当に、素敵なファッション。いいよね、お洒落しやれな男の子って」

　夢を見るように両手を組んで、うっとり頰を染めるジュリ。

　くらみがジュリの髪に巻きつかれている槍を見た。あれもファッションなのわさ……？　と不思議そうな視線を向けるが、狛也は優しい目で首を横に振る。

「ラムセスの家系は、ただ血を受け継いだだけでは、その名を名乗れないの」

　ジュリは何が楽しいのか、上機嫌の表情で続ける。

「全ての英雄の中で、最も子孫の数が多いのは愛と天空の神ゼウスの子孫だけど、ラムセス二世の子孫も、すごく多いんだ。その時代で最も力ある者だけが『ラムセス』を名乗れる。いま本校に所属しているラムセス五十三世は、歴代のラムセスの中でもなかなかの素そ質しつだよ。祖先の使っていた太陽のフォリスと、召喚のフォリス。難しいフォリスを二つも使えるんだから、ラムセスを襲名しているのも納得。うふふ。彼は、それなりに強いからね。戦うことになったら、気をつけて」

　ティーカップを優雅に握り、一口飲んでからジュリは続きを紡ぐ。

「次の質問への答えだね。ラムセスの仲間は何人か」

　小気味良い音を立てて、ジュリの指から金貨が弾かれた。

「残念。裏になっちゃった。何人で企んだのかは、教えられない」

　くらみが、何かを言いかけて途中でやめた。狛也が無言で、ジュリへ先を促す。

　三度目の金貨が弾かれる。

「ごめんね。また裏だった」

　困ったように、ジュリは言う。

　どうやら本当に板挟みらしかった。彼女は千英学園のために行動している。その生徒も導こうとしている。自らルールを作り、自分も生徒も律りつしなければ、動けないのだと狛也は思った。

「第四の質問への判定。いつまでレヴァンたちを閉じ込めておくのか」

　天井近くにまで、コインは弾かれる。出た面は――裏だった。

「は、狛也くん……」

　不安そうに、くらみが振り向いた。このままでは首謀者の名前だけ判明して、その他は何も得られないままで終わってしまう。

「……ごめんね。あたしとしても、全部教えたいけれど、ラムセスの懇願を思い出すと、それは無理なんだ」

　ジュリが、美しい眉を困った形にして言う。













「だって、どちらも大切なあたしの生徒だもの。カッコいい男の子と、勇ましい男の子。どちらを愛すかと言われたら、どちらも大事にするしかない。あなたもラムセスも、特別扱いできないの」

「……なるほど。覇王もなかなか大変だ。まあ、こういうこともあるだろう。ジュリ、続けてくれ」

「五番目の質問。なぜ本校に人影がないのか」

　弾かれて、出た金貨の面は――表だった。

「ラムセス五十三世と、計画に加か担たんした生徒以外は、ボランティアで地方に出ているよ」

　あっさりと、ジュリは質問の答えを出した。

　そのあまりに意外な内容に声を上げたのは、くらみだ。

「え……それは、どういうこと……？」

「ラムセスが本校を借りたいと言ったからなの。本校を要よう塞さい化かして狛也を迎え入れるためには、そっちの方がいいんだって。あたしは最初却きやつ下かしようとしたけど、考えてみたら、千英学園の人間が外で活動するのは、今まであまりないと思ったの。いい機会だからあちこち散ってもらったよ。今頃は清掃活動や児童保育のために奮ふん闘とうしてるのかな」

　ティーカップを受け皿に載のせ、ジュリは組んでいた脚を組み直す。

　長く白はく磁じのような脚が目に入る。

「最後の質問、だね」

「首謀者はどこにいるかだ、ジュリ。それだけ聞いたら、ボクたちは退出する」

　くらみの手が、祈りの形に組まれた。六つの質問の中で最も重要な事項。これが伝えられるか、そうでないかによって今後の狛也たちの行動が大きく変わってくる。

　最後の判定が行われる。金貨が澄んだ音と共に弾かれる。

　テーブルに落ち、しばし独こ楽まのように回っていた金貨は――表の面を出していた。

「ラムセス五十三世は、いま本校の第三棟、第四視聴覚室っていう部屋にいるよ」

　スッと、狛也が即座に立ち上がった。くらみも慌てて、席を立つ。

「世話になった、ジュリ。ボクは、レヴァンたちを必ず助ける」

「あたしは狛也とラムセス、どちらにも期待する。片方は第二位の成績。片方は、太陽王の末裔。あたしはその二つが交じり合い、どういう結果を生むのか怖く思うし、楽しくも思う。いい結果が出るのを待ってるよ。それじゃあね。頑張って」

　にこやかに言うと、ジュリはティーカップに口をつけた。蒼竜が出入口の取っ手に触れる。扉を開けた彼に従したがい、狛也とくらみは外へと足を向ける。

「……ゲルド？　どうしたのだ、行かないのか？」

　ふと見ると、彼はジュリを見たまま、まだ椅子に腰掛けていた。

「……ああ。わかってる。すぐに行く」

　言って、狛也とジュリの顔を交互に見回した後、彼も席を立った。その際、ゲルドがぽつりと一言だけ呟く。

「――頼まれた、か。丸くなったものだな、あのジュリが」

　声はかすかにしか聞こえなかった。それだけを言うと、ゲルドは狛也たちへ続いた。




「伊集院狛也っ！」

「ん？」

　ジュリの部屋から出た後。正面から向かうか、奇襲のような形で行くか、相談しかけた狛也たちのところに、声がかけられた。

　振り向いた先、急いで走ってきたのは分校生だった。それも一人ではない。八人だ。全員とも狛也と同じクラスではないが、何度か顔は見ている。

「キミたちは――どうしたのだ？」

「援えん軍ぐんに来たっ！」

　歯切れよく、一人がそう答える。

「ぼくたちもレヴァンを助けることにした。狛也たちだけに、任せるわけにはいかない。何かできることはないか？」

「なんと……」

　意外な提案に、狛也は驚く。八人ともいくらか負傷し、肩で息をしていた。道中で刃の奇襲を受けて負傷したのだろう。けれど彼らの顔つきは、戦士の表情だった。怯おびえているだけの分校生ではない。勇気と覇は気き――それらが、ありありと感じられた。

「ありがとう。まさか、こんなに駆けつけてくれるとは。――壁は？　壊してきたのか？」

　一人がそれに答えた。

「狛也が突とつ破ぱしてきた跡あとを辿たどってきた。空中から現れた刃でこのザマだけど。……現状はどうなってるのか、まずそれを教えてほしい」

　狛也は首謀者がラムセス五十三世であり、第三練の第四視聴覚室にいることまで判明していることを伝えると、一いつ斉せいにざわめき始めた。

「マジかよっ」

「あのラムセス五十三世か！」

「……知っているのか？」

　互いに顔を見合わせて驚く彼らに、狛也は尋ねた。

「ああ。かなりの戦闘狂だ。厄介な奴だよ……」

　答えたその生徒だけではない。皆の顔には恐怖が刻み込まれている。ジュリの言葉は真実だった。人格の悪さと戦闘力の高さ、それらを備そなえている生徒が、今回の騒動の首謀者。

「それで、狛也、どうすればいい？」

　一斉に目を向けられて、狛也は彼らの怪我の具合を確認する。腕を組み、考えた後、

「キミたちが、本校の中を暴れまわる。その騒ぎの隙を突いて、ボクがラムセスのところに行く。それでどうか？」

「……それだと、捕らえられないかもしれない」

　答えたのは、一番利り発はつそうな生徒だ。

「なぜだ？」

「ラムセス五十三世は、離れた位置からフォリスを使うのを好むんだ。ここまで来るのに奇襲の刃とかが来たけど、あれは彼の戦い方そのままだ。たぶん、遠見の複製英装かフォリスを使って、こっちの様子を見てると思う。接近戦は好まない――というか、そもそも狛也を警けい戒かいして、近づいたらまず間違いなく逃げると思う」

　何人かが同意した。狛也は語気を和らげつつ、

「だが、これより上う手まい案はあるのか？」

「……ある。たぶん、こっちの方が良いと思う――」

　彼らは自分たちの考えを狛也に伝えた。

　しかしそれは、狛也としては了承したくないものだった。

　あまりに危険すぎる。成功率は狛也のものより格段に上回るだろうが、八人に大きな負担を課かすものだった。

「ふん、伊集院の案が無難だな」

　ゲルドがせせら笑うようにして、口を挟んだ。

「そもそもだ、ザコどもが集まったところで、役には立たない。大人しく分校で怯えているのが利口だ。ろくに力もねえ奴らが、何を血迷ってここにいるんだか」

「血迷ってなんかないっ！」

　びりびりと空気が震しん撼かんするほどに、一人が盛大な怒声を上げた。別の生徒たちも、

「この数時間、本校の方から来る震動を感じて、みんな思ったんだ。狛也が戦ってる。レヴァンたちを助けようとしてる。それなのに僕たちはこのままでいいのかって。あんなすごい震動を何度も感じて、何もしないなんてできない」

「そうだそうだ！」「あたしだって、同じだわ！」

「……自分から痛い目に遭うだと？　阿あ呆ほうが。さっさと失せろ。目め障ざわりだ」

「できることがあるのに、何もしない方が馬鹿だ。僕たちは、狛也に協力する！」

　声に迷いは微み塵じんもない。それは覚悟を抱いた言葉だ。

　彼らのあまりの勢いに、ゲルドが一歩退ひく。

「……あり得ねえ。なんでそこまでする。てめえら本物の馬鹿じゃねえのか。まったくもって、理解ができねえ――」

　気け圧おされて、視線を全員から浴あびせられ、ゲルドはうろたえる。

　真剣だった。駆けつけた分校生八人は恐怖よりも憤いきどおりが勝っている。理不尽な情況で、今も神殿内で苦しんでいるレヴァンたちを、救おうとするその決意。

　ゲルドは絶句した。こんな反応はおかしい。今までの彼らには、絶対にない反応だった。

　自然と、ゲルドの目は狛也へと移る。

　じっと成り行きを見守っていた狛也は――頼もしそうに八人を見ていた。いや、違う。彼らを変えた存在こそが狛也なのだ。本校生に怯えていただけの分校生はもういない。彼らは自らができることを模も索さくして戦おうとしている。

　打ちのめされ、一度は諦めかけた英雄の道。それは狛也という光によって、再び開かれているのだと、ゲルドは痛感する。

「……ちっ」

　忌いま々いましく舌打ちしたゲルドは、

「伊集院、てめえ、こいつらの策で成功すると思うか」

「すると思う。ここまで言うのなら、ボクも反対はしない。必ず成功させてみせよう」

　声に迷いはなく、そこにあるのは信頼だった。清すが々すがしいほどにはっきりと答えた狛也に、ゲルドは、ぐっと言葉を詰まらせた。そして、じっと思案した末に――。

「それなら――俺もその策に参加してやろう」

「……なんだと？」

　これには狛也たちもびっくりした。しかしゲルドは八人の分校生を見ながら、

「こいつらの覚悟はわかった。だが、ここまできて失敗なんて冗談じゃねえ。俺もその策には参加してやろう。万全の態勢ってやつだ」

「ゲルド……」

「ただし」

　一瞬、嬉しそうな顔をしかけた狛也を、ゲルドは強い口調で遮さえぎる。

「ただしそれは、お前が俺と勝負して、勝った場合だ。そもそも、作戦の要かなめはお前だということには変わらねえ。俺は自分が信頼できると思った奴にしか後ろを託さない。――伊集院、てめえの凄すごさを俺に突きつけろ。そうすれば今回限りで手助けはしてやる」

　それは、彼なりのけじめなのかもしれない。

　狛也が現れて、学園が少なからず変わって、未来への不安を期待へと変化させるために必要なこと。

　ゲルドの目は、少なくとも狛也に対しては、馬鹿にするような色も、貶けなすような色も含まれてはいなかった。

「――わかった。だが時間が惜おしい。勝負の内容はキミが決めてくれ。それに従う」

「ああ。そうだな、てめえとの勝負は、きっちりと着くものじゃねえとな」

「わ、わたし、審しん判ぱんでも何でもするよっ」

　そのとき、くらみが口を出した。

「あいあいちゃんたちを助けるために、わたしも、戦いはできないけど、それ以外なら手伝う……！」

　生真面目な表情で翼をばさっと広げるくらみに、狛也は頼もしそうに頷いた。

「ありがとう、くらみ」

「それなら伊集院、てめえ、『小人のフォリス』は使えるか？」

　狛也は頷いた。

「使える。ボクはギルガメッシュの子孫だ。大抵のフォリスは使える。これまで使用した回数は少ないが、問題はない」

「それなら……」ゲルドはくらみの方をちらりと見た。「今から羽撫崎に向けて、小人のフォリスを放て」

「うむ。それで？」

「小さくなった羽撫崎を、俺と伊集院、どっちが一番先に摘つまめるか競争する。それでどうだ」

「……わさ？」

　よくわからない単語が出てきて、くらみが目をぱちくりとさせる。

「あの、小人のフォリスってなに……？」

「俺の準備は万端だ。さっさと勝負を開始しろ」

「わかった。それでいこう。すまんくらみ。全力で、逃げてくれ」

「小人のフォリスって、なに――!?」

　慌てて軽く叫ぶくらみに向けて、狛也はフォリスを放った。手のひらから出現した光がくらみを包み込み、あっという間に、

　小さく、

　小さく、

　くらみの体は元の何十分の一にまで縮小してしまった。彼女はもう親指と人差し指で摘める程度の大きさしかなくなる。

「わ、わさー!?　わたしの体が、豆みたいに小さく……っ、な、なにこれ……!?」

「始める。羽撫崎、さっさと逃げろ」

「ま、待って！　ちょっと待って！　こんなのダメだよっ、わたし、潰つぶされちゃう……っ、勝負とかその前に、わたし蚊みたいに、ぺしゃんこになっちゃうよ……！　わ、わわ、きゃあ……！」

　くらみが慌てて喚わめくが、ゲルドは無視して飛びかかる。

　狛也も小さくなったくらみを摘もうと、躍起になって跳躍した。

　くらみは頑張って飛んで、難なんを逃れようとしたが――最後には、狛也に摘まれて確保されてしまう。

「も、もう嫌だよ……巨大な手が、手が襲ってくるよぅ……」

　再びフォリスを使って元の大きさに戻ったくらみが、目をぐるぐるさせていた。

　数分経っても戻らないので、狛也はハンカチで煽いで「大丈夫か、しっかりするのだ！　くらみ！」と励ますと、なんとかくらみは元気になった。

　そして――勝負が終わり、改めてゲルドは狛也に向き直る。

「ふん、さすがだ。まあラムセスは余裕で捕まえることができるだろう」

「ありがとう――ゲルド」

　本当なら、誰も傷つかない方法を選びたい。

　だが、そこまで都合の良い手がないのも事実だ。

　ラムセス五十三世の居場所に乗り込み、彼を絶対に逃さずに必ず捕らえる手段。

　改めて内容を反はん芻すうして、くらみはゲルドと分校生八人に「が、頑張って……っ」と声をかけた。

「よし。では、作戦を開始しよう」

　対抗戦に皆で出場するために。狛也たちは首謀者を追い詰める策を実行する。




　　　　　†　†




「もうすぐだ！　ここを突破すれば、最奥部に行ける！」

　叫さけぶレヴァンの声に、アイリスとユーリが呼応する。

　石でできた針や爪、さらには破城槌が間かん断だんなくやってくるが、それらを全て弾き返していく。

　アイリスのリジルを使った核の位置特定は、予想以上の効果をもたらした。

　分かれ道で迷わず進むことができる。あとどれくらいで安全地帯があるかがわかる。不意打ちのようにブロックが変形し、矢となって飛来するとき、それを捕ほ捉そくすることもできた。

「あと、百めーとる！」

　アイリスが叫んだその先に、それはあった。

　通路の最果て、祭壇のような豪奢な装飾がなされているそこに、いくつもの紋様が描かれた、巨大な球体があった。

　輝き、絶たえず回転している球体のそばには、六本の石柱があった。それぞれの頂点には、獅し子しを模もした石像が載っている。

　大きな牙きばとたくましい四肢、鞭むちのような尻尾しつぽを持つ石獅子の目が、赤く深く光った。

　石像とは思えない敏びん捷しような動きで首を巡めぐらせレヴァンたちを見ると、刃物のような鋭き牙を見せつけて、吠ほえた。

　祭壇が、六つの咆ほう哮こうで満たされる。

「来るぜ！　迎撃だ！」

「どうやら神殿の核みたいですね、おそらくあれを壊せば――」

「ここから、でられる！」

　真っ先に飛びかかってきた石獅子を、ユーリが手を差し出し突風を起こして弾き飛ばす。続いて襲ってきたもう一体を雷撃で吹き飛ばした。

　短い悲鳴を上げて石獅子は壁に激突しかける。

　だが回転し壁に後ろ足を着けると、衝撃の勢いを殺し、瞬時にまたユーリへ飛びかかっていた。

「速いですねっ！」

　ユーリが腕を薙なぎ、フォリスでかまいたちを発生させて迎撃する。かなり遠くまで飛ばしたが、それでも石獅子は機能を停止しない。

「ユーリ！　そっちはいい、球体を破壊しろ！」

　ソーグラスを弓矢の形に変化。フォリスの矢を石獅子に放ちながら、レヴァンが叫ぶ。

　石の針や槍、爪の猛攻は、これまでより苛か烈れつな勢いだった。アイリスはリジルを振るい、ユーリは風や雷撃を起こし、互いに背を守りながら応戦する。

「くそっ、一撃だ！　入れ！」

　石針の雨を回避するため態勢を崩しながら、レヴァンが矢を核の球体へと撃ち込む。だが石獅子の一体が即座に反応し、放たれた矢を嚙み砕き、粉々にしてしまった。

「ダメだ、俺の攻撃じゃ威力が足りないっ」

　核を守るための神殿の駆動は、さらに苛烈さを増した。

　壁のブロックが、虫食いのように次々と壁から離れ宙に浮く。

　何だ――そう思ったのも束の間、石のブロックは分離した。

　一つのブロックが二つに、二つとなったものが四つに、そして四つとなったものが八に、十六に、三十二に――。

　どこかの九鳳院のお嬢さまを彷ほう彿ふつとさせる嫌な光景に、レヴァンが舌打ちして矢を放った。

　しかし細かく分離したブロックには何の効果も与えられず、まるで水に矢を打ち込んだかのように、そのまま呑のみ込こまれる。

「なん、だ、こりゃあ……」

　分離したブロックが一斉に床へと落ちていく。パラパラと砂が落ちるような音が響く中、壁から離れ分離するブロックが、加速度的に増えていく。

　眼前を埋うめ尽つくすような多大な量になった砂を見て、とっさにレヴァンは叫ぶ。

「やべえ、砂の津つ波なみだ！　おれらを押し流す気だ！」

　ざらざらと音を立て、猛烈な勢いで砂が眼前へと迫ってくる。

　レヴァンはまたソーグラスの形状を変化させる。身長よりも大きい盾たて、カイト・シールドを顕現させ、縁を持ちながら跳躍する。

　直後、その場の全てのものを、砂の津波が覆い尽くした。

　逃れたのはレヴァンとユーリだけだ。

　ユーリは足元に風を巻き起こし、そのまま滞空。レヴァンは平べったいカイト・シールドの上に乗り、サーフボードのように操って砂の津波をやり過ごす。

　途中、砂の津波の中からアイリスの小さな腕が見えたのでレヴァンは引っ張りあげた。

　長い髪やリボンや制服を砂で満たした少女は、「すないっぱい。きもちわるい、おふろ、はいりたい」などと困った顔で髪や制服を手で払っていく。

「レヴァンくん！　二人でサーフィンしてる場合じゃないですよっ」

「わかってるって！　ユーリ、おれが援えん護ごするっ！　核へ攻撃してくれっ！」

「了解ですっ！」

　ユーリは向かってきた石の針を弾き返しつつ応じた。

　けれど、レヴァンは勢いを増す砂の津波に、体が震えた。もし自分が失敗したら――恐れが脳裏を過よぎり、体が硬くなってしまう。

「ればん、きんちょう、だめ。ちから、でない」

「ああ。わかってる。最初の昇進試験では、それもあって惨敗だったよな」

　浮かんだ過去の昇進試験の幻影を振り払う。よりによって負けの記憶が湧き上がるのは不吉以外の何物でもない。

　大丈夫だ。あの頃とは違う。

　おれはやれる。狛也と出会ってから、もう一度立ち上がることを決めたんだ。

　まだ実力はないけれど。力のなさをソーグラスによる選択肢の多さで誤魔化しているけれど――奈落の底から這はい上あがりたいという気持ち、それだけは、負けていないと思うから。

「こんな神殿なんて、さっさとおさらばだっ！」

　両手にラゾンを集中させる。大気中、体内中、それらを問わず、ありったけの力を注ぎ込んで、打開のためのフォリスを構築していく。

　六体いた石獅子のうち、五体は津波に流されたのか視界にはない。残りの一体だけが石柱の上に戻り、レヴァンたちを油断なく注視している。

　刑罰である針や爪、破城槌などは半減していた。砂の津波を出現させるだけで神殿の機能の大半を使っているのだろう、打開するための機会は今しかないと確信する。

「行け！　茨のフォリス！」

　レヴァンの両手から、緑色をした茨が何本も飛び出した。

　いくつかは壁から放たれた石の針に破られ消えていく。しかし四本は突破した。鋭利な棘を持つ茨がうねり、複雑な軌道を描いて核へと殺到し――。

　石獅子によって、全てが食い荒らされた。

「な……!?」

　流されたと思った五体の石獅子が、石柱の影に隠れていてそこから襲撃。茨を余すことなく、千切ったのだ。

　光の粒子へ変じ、宙に溶け込む茨の残骸。

　ユーリがフォリスを撃つタイミングを逸いつしてしまう。その隙を突かれ、彼は頭上に現れた破城槌に頭を打たれて落下し、砂の津波に呑み込まれた。

「ユーリ！　……くそっ」

　――作戦失敗。

　火のように脳裏に浮かぶその文字に、レヴァンは歯嚙みする。

　ダメなのか。おれでは、解決できないのか。熱を持った悔しさが、彼を苦しめる。

　次の瞬間――動いたのはアイリスだった。

　彼女は乗っていたレヴァンの盾から跳躍すると、くるくる回って石壁の虫食いのようになった部分の縁に到着。そこからさらに跳躍し、石獅子と、針が猛然と迫る中を掻い潜ろうとする。

「無茶だ！　あいあい！　やめろっ！」

　しかし、アイリスは機敏だった。そして勇気があった。リジルとフロッティを振るい、見る間に三体の石獅子と何本もの針をやり過ごすと、野生の獣のように跳躍。爪が、針が、破城槌が次々とアイリスを襲ってくるが、彼女は必死に弾いていく。頰に石獅子の爪を受けつつも石柱の一つに着地。核の球体まで、目と鼻の先まで接近する。

「あいあいっ！　後ろだ！」

　しかしレヴァンの声は間に合わない。

　二本の剣を振りかぶって核へ斬撃を放とうとしたアイリスは、背後からの石獅子の一撃を受けて祭壇の下へと墜つい落らくした。武器はまだ手に握ったものの、石獅子のたくましい足に押さえつけられ、身動きができなくなる。

　レヴァンは彼女を助けるためにフォリスの針を放ったが、撃たれた小さな針は、より太く勢いある石の針に負けて粉砕される。

　アイリスが、小さな手足を伸ばして石獅子の拘こう束そくを解こうとする。

　異常は――そのとき訪れた。

「な、天井が――!?」

　球体の真上にあたる天井から、赤と金の不吉な光を備えた紋様が浮かび上がる。紋様が猛烈に発光した。眩しすぎて顔をしかめるレヴァンの前で、紋様から鎖が伸びてくる。

「くそ！　あいあい、逃げろ！」

　レヴァンの叫びはあまりに虚しい。

　天井から伸びた鎖はアイリスの元まで到達すると、手と、足と、胴体に巻きつき、固く縛って完全に動きを封じてしまう。

　そればかりではない。伸びた鎖はアイリスの体を見せつけるように掲げると、そのまま天井の紋様の方に連れて行こうとする。

　必死にレヴァンは手からフォリスの棘を連射した。だがそれらは六体の石獅子に阻まれ、一発も鎖に到達することができない。

　アイリスの猫耳リボンが天井の紋様に触れる。

　そしてそれを契けい機きとしたかのように――アイリスは鎖と共に消え去った。

「あいあい――っ！」













　絶叫するレヴァンを嘲あざ笑わらうかのように、石獅子が一斉に吠えた。

　そこから先のことを、レヴァンはよく覚えていない。

　思い出せるのは、バランスを崩して砂の津波に呑み込まれた自分の感覚と、厳然と浮かび続ける核の球体。

　そして、さらわれる最後の瞬間に――レヴァンへ向けて「たすけて」と顔を向けた、アイリスの姿。それだけだった。











　　　　第三章　太陽王の破壊と再生と







　昇進試験の存在を知って、挑戦した。

　けれど、受からなかった。

　己おのれの力を駆く使しして挑いどんだにも拘かかわらず、駄だ目めだったアイリスは思わずぼやく。

「まけた。あいて、けいさんがはやかった。あいあいはくやしい」

　ぼやく彼女に、柔やわらかくレヴァンは、声をかける。

「まあ気にすんな。一度くらい落ちたって平気だって。月末にもう一回ある。そこで一緒に、仮試験も本試験も突とつ破ぱしようぜ！」

「ぶきをつかうのむずかしい。けいさんも、にがて。どうしよう」

「……なあ、思ったんだけど、あいあいって、あんまり感情を表に出さないよな。悔くやしいとかどうしようとか言っても、そういう風に見えない」

　丸い目を何度か瞬またたかせて、小さな少女は振り返る。

「そう？」

「ああ。こう言っちゃなんだけど、人……形？　片かた言ことだからかもしれないけどよ、小さなマネキンが、ぎくしゃくして動いてるつうか、なんと言うか。……あ、悪いとか、そういう意味じゃないんだけどな。もしかして無人島に一人で生活してたから、感情表現を身に付けなかったのかと……」

　アイリスは考える。猫のようなファンシーなリボンが揺ゆれ、右に行ったり、左に行ったりする。

「じゃあ、なんとかする。あいあい、かんじょうひょうげん、みにつける」




　やがて来た両者の二度目の昇進試験の前日。

　技を磨みがき、今度こそアイリスと一緒に受かってみせると意気込むレヴァンの前に、とことことアイリスがやってきた。

「ん。あいあい、試験の準備はできたのか？」

「うん。ゆーりにおしえてもらった。ひょうじょうのれんしゅう、おわった。みて、ればん。これが、うまれかわったあいあい。――にっこり」

（ドキッ）

　思わず胸の辺りを押さえる彼に、不思議そうに、アイリスは小首をかしげてみせる。

「どうしたの、ればん。なにかあいあい、へんだった？」

「あ。いや。ええと。まあいいんじゃないか。……うん。見違えるようになったな」

「よかった。うれしい。えがおはたのしい。――にこっ」

（ドキッ）

　――な、なんだ？　おれの胸、どうかしちまったのか？　なんか鼓こ動どうがおかしいぞ？

　幸せな瞬間というものは後になって自覚する。

　それが幸福だったと、心が落ち込んだときになって理解する。

　無人島で暮らしていた野生児の少女と、少しばかり血の気が多い少年の交流。

　そのときの彼らは、自分たちがきっと本校へ返り咲けると、信じていた。




「くそ、もう無理だ！　あいあいっ！」

　水でできた大だい蛇じやがアイリスの体を吹き飛ばす。激げき烈れつな威い力りよくのフォリスが、彼女を容易たやすく薙なぎ払はらう。

　観客席からのレヴァンの声が虚むなしく響ひびく。グラウンド内、アイリスが立ち向かう仮試験の相手は、彼女より遙はるか上の実力を持っていた。

「いいザマですね、黄き谷たにアイリス。これでわかったでしょう。お前がいくら飛び込んできてもおれには通じない。打ちのめされ、お前は無ぶ様ざまに倒れる運命なのです」

　敬語とタメ口を混ぜながら、本校の生徒、ザキュラスがなおもフォリスを放つ。長剣から生み出された猛烈な勢いの水すい蛇じやが、アイリスの胴体を直撃する。

　アイリスの体が小石のように弾はじき飛とばされた。からん――とアイリスの持っていた二本の剣が地面に落ちる。意識を失って倒れる彼女を見て、レヴァンは叫さけぶ。

「あ、アイリス――っ！」

　その日、アイリスは二度目の昇進試験も、失敗した。




「また、まけた。こんどは、たんじゅんなたたかいだった。でもぜんぜんだめだった。あいあいは、くやしい」

　治療室のベッドの上で、小さな少女は落ち込んだ声を出す。傍かたわらでレヴァンは、そんな彼女に優しく声をかけていった。

「大丈夫だ、あいあい。今回の試験もダメだったけどさ、来月がある。そこで頑がん張ばればいいんだ」

　けれど、アイリスは芳かんばしい返事をしない。いや、できなかった。本校生との実力差を嫌というほど味わった少女は、痛む体をよじらせ、悲しげに声を洩もらす。

「あいあい、こわかった。ほんこうせい、おそろしい。もうたたかえない。あいあいは、しょうしんしけん、あきらめる」

「そんな……」

　固まるレヴァンを前に、アイリスはか細い声を吐はく。

「まだ、からだふるえてる。こわい、あいあいはこわい。たすけて、ればん」

　弱々しいアイリスなんて、見たことなかった。こんな状態の彼女なんて、見たくはなかったのに。レヴァンにできることは限られていて、だから彼は、横になったままのアイリスの肩に手を載のせ、柔らかい言葉を紡つむぐ。

「大丈夫。大丈夫だ。おれがいるぜ。だから安心して休んでいい。お前はよく戦った。もう――いいんだよ。辛つらくなってまで、戦う必要はないんだ」

　柔らかく、大丈夫、大丈夫だとレヴァンは繰り返す。アイリスが落ち着くように。怖い感情がどこかに行くようにと、まるで兄か父親のように優しい言葉を重ねていく。

　後は自分が頑張ると――そう固い決意をして、レヴァンは彼女を慰なぐさめる。

　けれどその後、レヴァンも昇進試験を受けて、不合格に終わる。

　さらに翌月、三度目の正直として挑んだ試験も、レヴァンはジュリの付き人である蒼そう竜りゆうと戦い、三時間に渡る戦いの末に敗北する。

　粘ねばっても粘っても、勝てない戦い。圧倒的な力を前にして、レヴァンの心が折れてしまうには、十分だった。

　そして彼らは分校の中で腐くさっているだけの日々を送るようになる。毎日が屈くつ辱じよくにまみれた生活。それが終わりを告つげるのは、狛はく也やが編入してきた後――。




　　　　　†　†




「ううん……？」

　心地よい感覚がして、アイリスは目を覚ます。

　優しく、気き遣づかうように頭を撫なでられて、意識が戻ってきた。

「おお、起こしてしまったか？」

　一瞬、かけられた声はレヴァンのものかと思ったが、違っていた。アイリスは朦もう朧ろうとする頭を振り、目を瞬かせ、相手の顔を見た。

「おはよう、黄谷アイリス」

　まず目に入ったのは、よく日焼けした肌だった。

　見事な赤しやく銅どう色いろの顔。頭には宝石をちりばめた冠かんむりを被かぶっていて、耳にはピアス。精せい悍かんな顔つきの男子で、学園の制服をアレンジし、二の腕が剝むき出だしになっている。

　首にぶら下げたいくつもの宝石類が眩まぶしく光っていた。蛍けい光こう灯とうの味気ない光源なのに、それらはきらきら輝き、彼に高貴さを与えている。

　それらを押しのけて鮮せん烈れつに映るのは、彼が座っているものだ。

　玉ぎよく座ざ。

　金と宝石と数々の装飾品で作られた豪ごう華かな椅い子す。部屋全体の空気を塗ぬり替かえてしまうほど強い輝きを持つそれが、強烈にアイリスの目に飛び込んでくる。

　まるで王というものはこういうものだという手本のような佇たたずまい。腰かけ、肘ひじ掛かけに腕を載せているだけなのに、今すぐ平服しなければならない『支配者』のような空気が目の前の男子から放たれていた。

「すまなかったな。散さん々ざん危害を加えておいて何だが、怪け我がはないか？」

「……ればん、たちは……？」

　状況がよくわからず、アイリスは瞬きして困こん惑わくの声を洩らした。

「ここにいるのはお前だけだ。他の者たちは、まだガルセイン神殿の中にいる」

　手足を動かそうとアイリスは思ったが、動かない。四し肢しを全て鎖くさりで繋つながれており、自分の顔にも触れられないのだ。彼女は囚とらわれの身となっていた。

　視線を動かせば、アイリスは棚がいくつも並べられた部屋にいることがわかった。部屋の隅すみには大きなテレビ。棚には多くのディスクが収められている。

　視聴覚室――という単語がアイリスの脳のう裏りに浮かぶ中、男子生徒は鎖に繋がれたアイリスへと身を乗り出した。

「お前の活躍を、ずっと見ていた」

　それは素晴らしい宝物でも見つけたような、嬉き々きとした声音だった。

「ガルセイン神殿でのお前の活躍を見て、余よは興奮が止まらない。軽々と跳躍して神殿の罠わなを弾く様が素晴らしかった。リジルを用もちいて核の在処ありかまで辿たどり着ついていたな。あれは驚きよう愕がくものだった。ハハハハっ！　誇ほこれ、アイリス。お前は素晴らしい才能の持ち主だ！」

　嬉々として彼はアイリスを褒ほめ称たたえる。肘掛けで手を叩たたき、身を震ふるわせて、綺き麗れいに並んだ歯を見せて、まるで童どう子じのようにはしゃいでいる。

　ぞくり、と悪お寒かんがアイリスの背を走り抜けた。

　何か強烈な危機感を目の前の生徒に抱いてしまう。

　アイリスが警戒心を抱いていることを知ってか知らずか、ラムセスは顔をほころばせて、少女の目を覗のぞきこんできた。

「お前は学園では高い評価を得られていないが、余にはわかる。お前は十分にジークフリートの才能を開花させている。生き残る上で重要な才能を持っている。……にもかかわらず、分校にいることが残念だ。教師どもはわかっていない。筆記試験など、我らには何の意味もないのに。ただ英雄の力があればそれで良いのに。人格、現代常識、学力など我らには必要ない。お前も、そうは思わないか？」

「それより、くさりをといて。あいあい、ればんたち、たすけにいく」

　アイリスは鎖に繋がれた手足をよじったが、びくともしない。それはただの鎖ではない。フォリスによって、元の数倍にまで強化されているのだ。

「聞いているぞ、アイリス。お前はクラスでは委員長なるものをやっているそうではないか。神殿では仲間に菓子を与えていたな。なるほど、仲間を想う気持ち――それがお前の才能を開花させているのか？」

　玉座の男子はアイリスの言葉を聞こうとしない。アイリスが身をよじり、鎖を引っ張り、なんとか脱出しようとする様子を楽しげに見ていた。

　そこへ、咎とがめるように声を発して部屋に入ってきた生徒がいた。

「――ラムセス。そんなものを鑑賞している余裕は、ありませんよ」

　冷然とした声音でやってきたのは、ザキュラスだった。

　昇進試験では狛也と戦い、試合の末に狛也に倒された生徒。陰いん湿しつな笑みを湛たたえた彼は、鎖に繋がれたアイリスを鼻で笑うと、真まっ直すぐに玉座の男子のところまでやってくる。

「……らむせす？」

　不思議そうに玉座の生徒を見るアイリスに対し、ザキュラスは冷たい口調で言う。

「なんだ、まだ名乗っていなかったのですか。才能者が現れたとまた興奮していたのだろう。困ったものだな、ラムセス。あなたの趣味には呆あきれてしまいます」

　言って、ザキュラスはアイリスに目を向けた。視線に軽けい蔑べつの色を含めながら、

「大体、おれはこの黄谷アイリスを評価していないのです。九九もろくにできない劣等生風ふ情ぜいが、我ら本校の校舎にいるばかりか、同じ空気を吸っている。魂たましいが汚けがれてしまいますよ」

　虫けらでも眺ながめるかのように、彼はアイリスを貶おとしめる。

「黄谷アイリス、お前はここにいてはいけない人間だ。いや、この学園に入ってもいけない存在。無人島で土と草と木々に囲まれているのがお似合いなのに、何な故ぜお前はここにいる？　未熟な肉体に、未熟な精神。足りない現代の常識とモラル。初めてお前を見たのは、箸はしもスプーンも使わず手づかみでカレーうどんを食べる様だった。優雅さの欠片かけらもない、野や蛮ばんを絵に描いた未開人め。今すぐ育った無人島に帰りなさ――」

　その言葉を、ザキュラスが最後まで続けることは叶かなわなかった。

　ラムセスが強烈な裏うら拳けんをザキュラスの顔面にぶち当て、吹き飛ばしたからだ。

　猛烈な勢いでザキュラスが壁にぶつかる。音を立てて、棚が崩壊した。ザキュラスはその中に埋もれ、受け身も取れずに倒れる。

　ラムセスの瞳ひとみは――冷れい酷こくだった。

　吹き飛んだザキュラスを見る目に、慈じ悲ひは微み塵じんもない。それは愚おろか者ものを見つめる眼。冷たく、凍こおるような視線が、ザキュラスの埋うまる棚へと注そそがれていた。

　しかし――。

「――はっ!?」

　我に返った様子で、体を震わせてラムセスは叫ぶ。

「す、済すまぬザキュラスよ。ついお前に向けて手を出してしまったっ！」

　途端に、氷のようだった視線が氷ひよう解かいした。ラムセスは玉座を浮かせ、心配そうな様子でザキュラスの方へと寄っていくと、残ざん骸がいとなった棚から彼を引き上げた。

「痛いですよ、ラムセス。あなたは時々周りが見えなくなるから困りものです」

「済まぬ。お前は余にとってかけがえのない友人だというのに！　アイリスの才能を馬鹿にされたせいで、つい殴なぐってしまった。許してくれっ」

「いや、不用心にあの野生児を貶めたおれも悪いですよ」

　ザキュラスは呆れ顔で、制服についた棚の破は片へんを払う。

「あなたの性格は知り尽くしていたのに、迂う闊かつでした」

「許して……くれるだろうか？」

「ええ、いいですよ。おれは、あなたに怒ってはいない」

　ラムセスは嬉々として両手を広げ喜んだ。

「ああ、ザキュラスよ！　ありがとう！　余の不ふ甲が斐いない行動を許してくれるとわっ。さすが我が親友だ！　余は嬉しいっ！」

　言って、たくましい腕でラムセスはザキュラスを抱き寄せた。赤銅色の引き締まった腕が万力のように彼を締め付ける。だが、ザキュラスは低く笑ったまま抗あらがわない。

　わかっているのだ。

　ラムセスがどのような人間なのか。

　この人間と接する上で最適な行動は何か、発するべき言葉は何か、熟じゆく知ちしているからこそ、彼はぎりぎりと親愛の抱ほう擁ようをするラムセスの成なすままにしている。

「おおっ、そうだ。ザキュラスで思い出したっ」

　ラムセスは急にザキュラスを解き放つと、アイリスへと振り向いた。玉座を浮遊移動させて彼女のそばまで寄ると、爛らん々らんと輝く瞳で叫ぶ。

「アイリスよ、余と友達にならないかっ！」

「……え？」

「余はお前を気に入った。身のこなし、反射神経、声を聞き分ける力、仲間への想い、どれもが素晴らしいものだった。余はお前が欲しい。共に行動したい。学園生活を実のあるものにするべく、一緒に過ごそうではないか。ぜひ、友達になろう！」

　予想もしていなかった言葉にアイリスは眼を白黒させる。

　ラムセスの眼には一いつ滴てきの冗じよう談だんも含まれていない。本気だった。心の底から彼は友人になりたいと言い、全身全霊でその気持ちを伝えていた。

　満面の笑みで。

　子供のように目をきらきらとさせて。

　あまりに無邪気で素晴らしい財宝でも見つけたかのような彼に、アイリスは凍りついた。ザキュラスですら、唖あ然ぜんと見つめている。

　ラムセスの、喜色に満ちた顔での誘さそいに――。

「やだ」

　アイリスは、短く自分の意思を伝えた。

「そ、そんな!?　なぜだアイリスよ！　お前の才能を正当に評価しているのは余だけだ。分校で腐ったままより余のそばにいてほしい。共に切せつ磋さ琢たく磨ましよう。なぜ、友達になってくれないっ」

「わるいことをするひと、きらい。あいあい、あなたがきらい」

「そ、そんな……」

　しょんぼりと、先ほどまでの様子が噓うそのようにラムセスは肩を落とす。うなだれて、「ああ、そんな……」と悲嘆の声を洩らしている。

　その有様は端はたで見ているザキュラスまでもが硬直するほどで、本当に悲しい声だった。断ったアイリスもどうしてよいかわからないほど、ラムセスの落らく胆たんは大きかった。

「せっかく、稀き代たいの大英雄の子孫と友達になれると思ったのに。自らの悪行で、ジークフリートの子孫に嫌われてしまうなんて。ああ、余はなんと愚かだ」

　自己嫌悪に陥おちいっているラムセスにアイリスもザキュラスも声が出ない。どうすればいいのかわからないと、敵同士であるのに二人は互いに目を合わせてしまう。

「――見つけた！　この部屋だ！」

　そのとき、何人かの足音と共に、甲かん高だかい声が響き渡った。

　どたどたと慌あわただしい様子で、乗り込んできたのは八人の黒い制服の生徒たちだ。

　彼らは分校生だった。部屋に入るなり散開して、彼らは鎖に繋がれたアイリスの姿を確認して――驚く。

「あいあい!?」

「そんな、捕まっていたのか!?」

「ら、ラムセスの他にザキュラスもいるぞ！」

「――ハッ、これはこれは」

　落胆のままのラムセスに代わって、立ちはだかったのはザキュラスだ。

「ぞろぞろと猿さるの群むれが招待もされていないのに来ましたよ。何の用だ？」

「用なんて決まっているだろう！　レヴァンたちを解放させるためだ！」

　怒りに満ちた生徒たちにザキュラスは動じない。鼻で笑い、目に侮ぶ蔑べつを込めると、

「ここはお前たちの来ていい場所ではありません。俊しゆん英えいなる本校生だけが、入れることを忘れたか？　さっさと帰るがいい、猿たちよ」

「ふざけるな！」

「お前たちがそもそもちょっかいを出したんだろっ！」

「あいあいを、離して！」

　口々に叫ぶ分校生を前に、低くおかしそうにザキュラスは笑ってみせる。ドブネズミが人語を話したことを嘲あざ笑わらうかのように、見下しの視線を寄越す。

「障しよう壁へきの配置が不十分だったのでしょうか。テテたちもいい加減だな。あれほど壁は厳げん重じゆうに張れと言ったのに。きいきいうるさい蛮族の声で鼓こ膜まくが汚れてしまうではないか」

　言って、ザキュラスは銀のブレスレットを掲かかげてみせる。

「アケローンＳＤ６６７」

　冷たく厳しい冬のような色の粒子が宙に舞う。拡散し、膨ぼう張ちようし、かつて勇者アキレスが愛用した冥めい界かいの水の剣のレプリカが――残ざん虐ぎやくな光を湛えて顕けん現げんした。

「まあいいか。ずっと神殿の中を覗いているのにも飽あきました。肩慣らしに欠けつ陥かん品ひんたちに何が足りないのか、教えてあげるのも一興だろう。なあ、ラムセス」

　しかし、声をかけても、玉座の彼は一向に振り返らなかった。

「……ラムセス？」

「どっちを向いてるんだ！」

「私たちに背中を向ける気!?」

　ザキュラスがラムセスの方を向いている間に、分校生の複製英装が次々と顕現する。

　剣、斧おの、弓、杖つえ――伝説を彩いろどった武具のレプリカが、次々とラムセスらに向けられた。

「ラムセス。いつまで気落ちしているのです。迎え撃ちなさい。お前が今見るべきもの。それはアイリスより、目の前の八人だ――」

「今だっ！　行くぞ！」

　分校生たちが突進する。剣が翻ひるがえり、槍やりが突き出され、棍こんが風を切って振り下ろされた。

　とっさにアケローンを振り上げ、ザキュラスが迎撃する。長剣が何人かの攻撃を弾き返すが、分校生たちは波状攻撃を行っていく。武器での攻撃だけではなく、猛もう火か、紫し電でん、氷の斧、多種多様なフォリスが幾いく度ども放たれた。

「無む駄だです」

　冷然とした笑みで、ザキュラスは断言する。

「お前たちの攻撃など、おれには何の痛つう痒ようにもならない。無様にひれ伏ふし、己の無力を後悔するのです」

　だが、そのときだった。分校生の放った毒の矢が、アケローンに弾かれて、落らく胆たんしたままうずくまるラムセスの肩に命中したのだ。

　一瞬、歓喜の声を上げた分校生だったが、ザキュラスが顔色を変えて飛とび退すさる。

「――あ？」

「なんでザキュラス、飛とび退のいてんの？」

「気にするな！　撃ちまくれ！」

　部屋の隅にザキュラスが退ひいたことで分校生の攻撃はラムセスに飛来する。火と氷と雷撃が、立て続けに彼を直撃した。

　防御どころか回避もしないラムセスは、的まともいいところだ。螺ら旋せんを描いて迫った火の玉が直撃する。棘とげつきの手甲が、真っ直ぐに突き刺さった。衝撃にラムセスが壁まで吹き飛ぶ。玉座に座ったまま、鎖に繋がれたアイリスのすぐ隣となりへ激突し、落下する。

「やった、手傷を負わせたぞ！」

　ラゾンの余よ波はと、確かな命中の手応え。分校生たちが歓喜の声を逬はしらせる。

　だが――。

「――ああ、痛い。なぜか痛い。余の体が、どうしてか痛いぞ？」

　ぎょっとして、分校生たちは硬直する。

「余はなぜ頭が痛いのだろう。胸に炎が当たった。肩には矢が当たった。腹には斧がぶつかってきたぞ？　これはどうしたことか。いかなる摩ま訶か不ふ思し議ぎが、余を襲ったのか」

　意味がわからず分校生たちは互いの顔を見合わせる。

　まったくの隙すきだらけのラムセスは、反撃もしなければ分校生たちを見もしない。

　不思議そうに、フォリスや武器を当てられた自分の体を、眺めるだけだった。

　まるで、蚊かに刺さされた体の様子を確認するかのように。ラムセスは首を傾かしげていた。

「なっ」

　分校生の一人が叫んだ。

「舐なめてんじゃないぞ！　あれか？　おれたちの攻撃なんて、蚊に刺されたようなもんだって、そう言いたいんだなっ」

「ふざけないでっ。私たちを何だと思ってるの？　このっ！」

　業ごうを煮やした一人の女子が、矢を放ちラムセスの額ひたいに命中させた。

　それは毒を含んだフォリスの矢だ。すでに肩に当たったものと相乗効果を発はつ揮きして、時間が経たてば経つほど、ラムセスの体力を奪うばっていくことになるだろう。

　しかし――異常だった。

　それでもラムセスは態度を変えなかった。それどころか不思議そうな顔を向け、

「声は聞こえど姿は視みえぬ」

　ぼんやりとした眼で、ラムセスはそんなことを言い始めたのだ。

「そこに誰だれかいるのか？　ははっ、済まないな。余は、『あまりに才能がない相手は、視ることができん』のだ。もしかしてこれまで必死に余に攻撃し、糾きゆう弾だんの言葉を吐いていたのか。……だとしたら済まなかったと言っておこう。余は、『お前たちを認識することすらできない』」

「――っ！」

　最大級の屈辱的な言葉に、分校生たちは顔色を失う。

　反撃してくるならまだいい。分校生を、対等な敵対者として扱っているのだから、悔しいけれど我慢できる。どんな侮蔑を吐かれようとも、辛しん辣らつな雑ぞう言ごんを浴あびせられようとも、その後で見返してやればいい。

　けれどラムセスの態度は違う。まったく違う。

　無視や静観より――ずっとひどい。

　ここにいることすら認めてもらえない態度に、分校生の頭が憤ふん怒ぬで燃え上がる。

「この……っ！　おれたちを馬鹿にするのも、いい加減にしろっ！」

　いきり立った分校生たちが突とつ貫かんした。

　分校生八人の手から、複製英装から、矢継ぎ早にフォリスが放たれる。紅ぐ蓮れんが飛び、氷塊が列を成して進む。岩の斧が空を裂き、怒ど濤とうの勢いでラムセスへと殺到する。

　彼らの出せるありとあらゆる技が放たれ、そのどれもが狙ねらい違たがわず、ラムセスの体へと命中する。

　だが、ラムセスは猛攻を見ることもしない。そもそも彼に感じられるのは、「なんだか体が痛いなあ」「冷たい氷がくるなあ」「斧が当たったなあ」という程度の感覚であり、攻撃を攻撃と認識していない。

　はじめは果か敢かんに攻め立てていた分校生たちも、その異常性に気づく。

　攻撃されているのに、反撃してこない。

　ラムセスからは敵意も害意も感じられない。

　そればかりかぼんやりとした顔で、余は痛いぞと呟つぶやいているだけのラムセスに対し、寒気に似た不ぶ気き味みさが湧わき上あがる。

　ここにきて、分校生たちはようやく悟さとりはじめていた。

　ラムセスは、本当に八人が『視えていない』のだ。

　怒りを込めた斬ざん撃げきも、憤いきどおりを乗せた打撃も、ラムセスには攻撃と思われない。

　迷惑な突風や冷たい雹ひよう雨うに見舞われたときのように、運悪く自然現象が襲おそってきたくらいにしか感じていないのだと分校生たちは悟っていく。

「ふざっ、けるな……っ！」

　分校生たちは頭に血が上りすぎて冷静さなど吹き飛んでいた。

　弱いなりにいつか見返してやると思っていた意地とプライドが、爆発的に膨ふくれ上あがる。

「……あっ」

　放たれたフォリスの矢のうち一本が、アイリスをかすった。

　ラムセスに向けて撃ったものが、分校生の怒りのために狙いが逸それ、わずかにアイリスの頰ほおをかすめたのだ。

　それは小さな矢だったが、アイリスが顔をしかめた。

　その直後――ラムセスの態度が一変する。

「おおおっ、アイリス――――っ!!」

　それまでのぼんやりとした声が噓のように、ラムセスは叫びを上げる。

「大丈夫か、アイリスっ。こんな……痛いだろう。鎖に繋がれたままでは、かわすこともできないのにっ」

　みるみる赤くなった顔つきで、ラムセスは分校生たちを振り返った。

「貴様らっ！　姿が視えないからといって、許さんぞっ！　よくも余の友達候補に、傷をつけたなっ！」













　直後――空間が、歪ゆがんだ。

　ラムセスの差し出した手の先に、球体が現れた。

　白と橙だいだいで彩られた一抱えほどの球体は、虚こ空くうから現れたとほぼ同時に――周囲へ膨大な熱量の閃せん光こうを放出した。

「うああ!?」

　たまらず分校生たちは吹き飛ばされる。

　かわすことはできなかった。全方位に放たれた灼しやく熱ねつの光は、瞬く間に拡散し、彼らを焼き払う。灼熱から逃れたのは防護の膜まくを張ったラムセスと、彼の加護に守られたアイリスと、水のカーテンを張るザキュラスのみ。

「くっ、……このっ」

　とっさに何人かがフォリスで障壁を作ったが、無駄だった。編あまれた壁は灼熱の閃光に焼かれて消え――ラムセスの作り出した球体は、第一波、第二波、第三波と、次々と閃光を放っていく。

　分校生たちの悲鳴は灼熱の光の中に消え去る。

　複製英装は吹き飛び、撃とうとしたフォリスは散さん逸いつし、せめて一撃だけでもと飛びかかろうとした生徒は武器ごと壁に叩きつけられた。

　膨大な熱を内包した閃光は、まさしく光と同等の速さで放出され、粛しゆく清せいの灼熱地獄を与え続ける。

　空間が歪む。室内の棚が溶とけて飴あめ状じように変質する。蛍光灯は割れ中身は蒸発し、分校生たちは熱に焼かれ吹き飛ばされて床を転げまわる。

　体を震わせながら、ラムセスは怒号を放つ。

「アイリスを傷つける者は誰であろうと許さん！　余は友達の候補を襲う者は嫌いだっ！　才能ある者に害を成す愚か者どもめ！　貴様らは余が魂の根源まで焼き尽くしてやる！　燃えるがいい！　後悔しろ！　その身に、己の犯した罪を刻み込めっ！」

　受け身が取れないほど痛手を負った分校生に、なおもラムセスは容よう赦しやをしない。

「アイリスに傷を負おわせた罪はこんなものではないぞっ！　余の太陽のフォリスが貴様らに聖罰を下す！　燃えろ、燃えろ、灼熱に焼かれてしまえ！」

　理性など吹き飛んだラムセスが、玉座の上で駄だ々だをこねる子供のように跳はねる。

　アイリスが制止の声を出すが彼には聞こえない。

　ラムセスの顔はもはや人間が浮かべるにはあまりに凶悪な、怒気の塊かたまりだった。情け容赦ない太陽のフォリスがより一層激しさを増す。

　分校生たちが熱にまみれて転がった。彼らの複製英装が耐え切れずに融ゆう解かいする。犬歯を剝むき出だしにして激怒するラムセスに、もはや彼らは太た刀ち打うち出来ない。

「ザキュラス、ザキュラスよ！　お前も加われ！　粛清の一撃を見舞うのだ！　ザキュラス！　ザキュラスゥゥぅゥ！」

「……馬鹿が、やり過ぎだ」

　ザキュラスの口から苦にが々にがしい声が洩れ出る。

　ラムセスの怒声が止まった。ザキュラスは水のカーテンを消して玉座へと歩み寄ると、ラムセスの肩へと手を載せた。その視線の先は、倒れた八人の分校生たちに向いている。

「……なんだと？」

「見てください。すでにぼろぼろではないですか。お前はやり過ぎだ。少しは相手の状態も考えろ。ここまでやってしまうと、先生方に説教をくらってしまう」

　言われて、ラムセスは灼熱の球体を消失させる。

「しかし、余は才能ない者は視えぬ。どこにいるかわからないから、全てを焼き尽くすしかない。痴しれ者は、すでに戦意を喪そう失しつしているのか？」

「とっくに戦意なんて消えていますよ。気配でそれくらい察してください。まったく、だからあなたは成績上位にはなれないのです。欠陥が多過ぎる。この考えなしがっ」

「ザ、ザキュラス……そんな、怒らないでくれ……」

　しゅんと、まるで親に叱しかられた子供のようにラムセスはうなだれる。数秒前の激怒など消し飛んでいた。もはや怒りの一滴も、彼の中には残っていない。うろたえ、意気消沈し、自らの所業を嘆なげいて天を仰あおぐのみだ。

「まったく、本当に加減を知らない男ですね、ラムセスは」

　ザキュラスは分校生たちのところまで行って、一つの複製英装を拾い上げる。

　熾し烈れつに過ぎるラムセスの太陽のフォリスに、拾った杖は八割以上が溶けて飴状になっていた。原形を失ったそれを投げ捨て、ザキュラスはラムセスを睨にらむ。

「試合以外のときはなるべく分校生を痛めつけてはならないと、ジュリさまに言われたでしょう。そんなことも忘れてしまったのか。お前は力だけはあるのに、その管理が幼よう稚ち過すぎる。未熟も甚はなはだしい」

「すまぬ……ザキュラスよ……」

　ますます落ち込んでしょげるラムセスに、ザキュラスは嘆たん息そくする。

「まあ、これで騒ぎは終わりだな。もう猿どもに戦う力はないでしょう。後はなんだ？　退場を願えばいいのでしょうか。仕方がないですからラムセス、お前が責任を持って、この八人を分校まで送り届けてくるべき――」




「――油断している奴やつを仕し留とめるのは、楽だな」




　そのとき、黒い稲いな妻ずまのごとき飛とび蹴げりが、ザキュラスの頭に命中した。

「ぐ……ああっ!?」

　驚愕の表情のままザキュラスが吹き飛ぶ。完かん璧ぺきな不意打ちで直撃した飛び蹴りは、彼を反対側の壁まで弾き飛ばした。

　黒い制服の裾すそが翻る。

　悪魔の羽のようにはためいている。

　強烈な一撃を叩き込んだゲルドは、皮肉げな表情を浮かべながら着地した。

「――やった、ゲルドが一発入れたぞ！」

　ワアア、と八人の分校生たちから、歓かん声せいが沸わき起おこる。

「つらつらと言葉を垂れ流して、余裕ぶってるからこういうことになる。ザキュラス、頭にもらった一発は、どうだ？」

「――痛いですね」

　吹き飛んだ先にあった棚を弾いて、ザキュラスが起き上がった。ゲルドを睨みつける。

「いいのをもらいました。あなた、覚悟はできているのでしょうね？」

「ハッ、覚悟なんてもんはねえよ！」

　床を踏み抜くような勢いで、ゲルドは突進する。ザキュラスはとっさにアケローンを構えた。流れるような動作で弧こを描き、刃を下ろそうとするが――。

「……っ」

　寸前で後ろに跳躍するゲルドに困惑する。

「なんだ……？　なぜ下がる――」

　後退したゲルドの代わりに、ザキュラスの目の前へいつの間にか飛んでいたもの――それは円筒型の器具だった。

「――っ、発はつ煙えん筒とうっ！」

　声と共に盛大な煙が室内を覆う。視界が死に、ザキュラスは思わず目を閉じた。

　瞬間――ザキュラスの腹にゲルドの蹴りが命中する。息がわずかに洩れ、態勢が崩くずれたところに膝ひざ蹴げりが彼の顔面を襲う。

　反射的にアケローンを振るが、切り裂いたのは灰色の煙のみ。

　そこへ再度の蹴りが放たれる。側頭部に直撃した上段回し蹴りに、ザキュラスが思わずよろめいた。だがゲルドは攻撃の手を緩ゆるめない。追い打ちの膝蹴りが、顔面に襲いかかる。

　ザキュラスが大きく仰のけ反ぞった。態勢を崩されながらも、彼はアケローンに力を込め、フォリスを解き放つ。

　氷色の剣身が爆発的に発光し、水の渦うずが現れる。それは煙を薙ぎ払い、視界を取り戻した。右側にいたゲルドに向かってザキュラスは、

「小こ癪しやくな真ま似ねですね！」

　その叫びにゲルドはせせら笑う。

「先制攻撃を当てるのは気分がいい。次は、脳天にかます！」

「やらせはしませんよ！」

　だが、ゲルドはまたも真っ向からの突撃は行わない。一瞬だけ前に出るフリをすると、素早く後退。制服の裏地から取り出した円筒器具を、宙へ放り投げた。

　灰色の煙が、再び室内を覆う。

「くっ、またですか……」

　アケローンでゲルドのいた場所を払うが、すでに彼はいない。

　直後にザキュラスの側頭部へゲルドのハイキックが直撃した。即座に長剣を叩き下ろすが、斬ったのはまたも煙だけだ。

　とっさに下がり、水円を周囲に叩き込むが命中した気配はない。

「分校生に相応ふさわしいクズの攻撃法ですね！」

　挑発してもゲルドは乗らなかった。煙が充満する。その中でザキュラスは周りを見回す。邪魔な灰色の煙を薙ぎ払うべく、アケローンを振りかぶる直前――立て続けに三度の蹴りが、ザキュラスの後頭部に直撃して彼の体をよろめかす。

「――っ、うっとうしい猿がっ！」

　アケローンの切っ先から放射状に撃たれた水の矢が、煙を貫つらぬく。

「ぐっ」というゲルドのくぐもった声が煙の中から聞こえた。命中を確認したザキュラスは、流れるような動作で長剣を振り回すと、猛回転する水の渦を周囲に撒まき散ちらす。

　煙が払われ、左腕を押さえて奥歯を嚙み締めながら後退するゲルドに向かって、ザキュラスが疾走する。残像すら置き去りにし、閃光めいた斬撃を見舞う。

「ぐ、があ……っ」

　ゲルドが弾け飛んだ。制服の一部が切り裂かれ、壁へと激突する。脇わき腹ばらを裂かれて崩れ落ちるように床へと落下した彼に、ザキュラスは哄笑して近づいていった。

「視界をくらまして攻めるのは、分校生にしては良い考えだ。しかしおれには通じない。本校生は絶技の体得者。お前のような弱者の策で倒せるとは、思わないことです。その憎たらしい顔を、おれが、」

「うぜえ」

　ゲルドは無事な右手で、円筒の器具を放り投げた。三度目の灰色の煙が、周囲を覆い尽くす。

「――また、発煙筒！」

　苛いら立だちを募つのらせたザキュラスはゲルドのいた方向に剣を叩き付けるが、またも床を砕くだくだけ。同じ場所にゲルドはもういない。

「――何度も小細工をっ！」

　ザキュラスが両手でピアノを弾くように方陣を描くと、そこから雨のような水の弾丸が幾百も射出された。周囲を埋め尽くすような弾丸の嵐あらしは、倒れていた分校生たちに命中する。

　だが肝心のゲルドに当たった気配がない。訝いぶかしげに眉まゆをひそめたザキュラスが、アケローンを掲げた瞬間、

「――馬鹿が、どこを見ている」

　脳天に振り下ろされた踵かかと落おとしに、ザキュラスが大きく傾ぐ。

　アケローンを持つ手が緩んだ。ゲルドはそれを見逃さずに蹴飛ばすと、剣は放物線を描き部屋の隅へと飛んでいく。ラッシュとばかりにゲルドは膝蹴り、肘打ち、ザキュラスの顔面に猛打を叩き込む。

　ザキュラスは怖いくらいに口を三日月形に開き笑っていた。打ちのめされ、ぐらつきながらも、鋭い貫ぬき手てをゲルドの顔へ放つ。

　ゲルドの放った回し蹴りと、ザキュラスの貫手が激突した。

　かろうじて勝利したのは、ゲルドの方だ。ザキュラスはよろめき、さらにゲルドの追い打ちの後ろ回し蹴りをくらい、背後のラムセスに衝突する。勢い余って、二人は部屋の隅へと吹き飛んでいった。

　分校生たちから歓声が上がった。

　あのザキュラスを相手に善戦だ。いける、いけるぞ！

　ゲルドもまんざらではない。息を荒くしてはいたが、「ククッ」と喉のどの奥から笑いを上げた。

「格下だと思って油断したな。いい感触だった。強者の地位にふんぞり返っている阿あ呆ほうを蹴る快感は、何物にも勝る。あんまり、ゲルド・ゲーゼを舐めんじゃねえ」

「ハハっ、ハハハ……っ」

　だが、それでもザキュラスはおかしそうに笑ってみせる。ラムセスと一緒に倒れこみ、殴られた痕あとを晒さらしながら、高笑いをする様は不気味の一言だ。

　ゲルドは顔をしかめて思考する。

　――ちっ、やっぱ、まだまだ余裕がありやがる。

　それならばここで追撃か。今ならまだ、押せるはず。

　ゲルドがそう思って、またも発煙筒を取り出そうとした、その時だった。

「――素晴らしいっ！」

　狂おしいほどのラムセスの歓喜の声が、ゲルドの動きを止めた。

「……あ？」

　硬直するゲルドの前でラムセスは、顔を恍こう惚こつに染め、身を震わせると、ゲルドへ熱っぽい目を向けた。

「なんという妙みよう技ぎ！　なんという美麗な蹴り技よ！　お前、ゲルドと言ったな！　余は、感激に満たされたっ！」

「……あ？　んだと……？」

　わけがわからずにゲルドは片眉を上げる。

「これほどまでに卓たく越えつした技を持つ者がいるとは知らなかった。余の痛つう恨こんのミスだ。今日はギルガメッシュの子孫とジークフリートの子孫に加え、かの勇ゆう猛もうなウッフェの子孫の武勇まで見られるとはっ！　何と良き日なのだろう！　ああっ、余は感激に震えておかしくなりそうだっ！」

　そしてラムセスは言った。その場に似つかわしくない一言を。けれど、彼にとっては当たり前である一言を。

「ゲルドよ。余と――友達にならないか？」

「……はあ!?」

　驚きの声を発したのはゲルドだけではない。八人の分校生も、ザキュラスも、アイリスも同じだった。その場にいる全ての者がラムセスの言葉に目を見開き、あんぐりと口を開けている。

「余はぜひともお前と一緒にいたい！　勉強や鍛錬を共に行わないか!?　宿題があれば一緒に解き明かそう。訓練で難しいところがあれば協力しよう。お前が困ったとき、余は全身全霊をかけて、お前を助けよう！　ゲルドよ、余の友達になってくれ！」

「な、ば……あァ!?」

　なにを言ってやがるこいつはとゲルドは硬直する。その言葉は噓でもなければ戯たわむれでもなく、本気でゲルドを誘っているとしか思えない。

「……馬鹿かてめえは。俺おれがそんなもん受けるわけねえだろが」

　戸と惑まどいつつもゲルドはラムセスを睨みつける。

「俺は本校生を見ると胸むな糞くそが悪くなる。同じ空気を吸うのも御ご免めんだってのに、なんでてめえのダチになるんだ。消え失せろボケがっ」

「な、に……!?」

　ラムセスは途端にうろたえる。

「そんな……今日はアイリスばかりか、ゲルドにまで拒否されるなんて……余は、ああ、なんて悲しい……」

　高こう揚ようは一瞬で消失していた。興奮しすぎて湯ゆ気げすら出ているのではないかと思われたラムセスの顔から、見る見るうちに笑顔がしぼんでいった。

「何なんだ、てめえは……」

　あまりに高低差の激しいラムセスの様子に、ゲルドは心底呆れてしまう。

　だが、ラムセスは必死に声を振り絞った。

「そ、そうだ。それならば太陽のフォリスだ、太陽のフォリスを使えば、許してくれるだろうか？」

「――っ！」

　ゲルドはとっさに飛び退った。あの灼熱の閃光を、また使う気かと思ったからだ。

　しかし違う。

　予想は外れる。ラムセスは、全員が思いもよらぬ行動を起こしたのだ。

「太陽のフォリスよっ！」

　高らかにラムセスが宣言すると、先と同じ白と橙色の球体が、ゲルドの頭上に現れた。

　そして次の瞬間、小こ春はる日和びよりを思わせる光が放出される。

　野に咲く小さな花々に捧ささげるような、淡あわいふんわりとした光。それがゲルドの体に、ゆっくりと染み渡っていく。

　変化は数秒で現れた。先ほどザキュラスから受けた傷が、時間を逆再生するかのように回復していく。痛みは和やわらぎ、傷は塞ふさがり、見る間に回復していく。

「な……」

　愕がく然ぜんとゲルドは呟いた。

　彼ばかりではない。溢あふれた光は八人の分校生までも癒いやし、完全に回復させていた。

「ゲルドよ、これでお前は万全だ。視えないがお前の仲間たちの傷も治ったろう。頼む、これで余の友人となってくれないか!?」

「な、何なんだ、マジでてめえは――」

　あまりに常じよう軌きを逸いつした行動にゲルドは動けない。

　――作戦？　いや違う。こいつは本気で友人が欲しくて、それで頼み込んでいる。

　噓や偽いつわりはない。ラムセスは、心からゲルドの承諾を欲しがっている。

　ゲルドも、アイリスも、ザキュラスも、八人の分校生たちも、誰もが唖然として――。

「――戯たわ言ごとはそこで終わりだ、ラムセスよ」

　そこへ、神速で侵入してきた影があった。

　狛也だった。

　彼はラムセスの後方にあった窓から姿を表すと、ラムセスの首に、手刀を落とした。「ぐおっ」と声を上げる彼の頭を摑つかむ。次いで部屋から逃げ出そうとするザキュラスを視界の端に捉とらえると、ラムセスを摑んだまま、旋せん風ぷうのように身を躍らせた。

　右と左それぞれの手で、ラムセスとザキュラスの頭を床に叩きつける。

　視認するのも不可能な早業だった。

　あっという間に意識を刈り取られ、ラムセスとザキュラスは沈黙する。

「――ぎりぎりまでタイミングを計はかっていたのだが、まさか、こんなことになるとは」

　気絶したラムセスとザキュラスを見て、狛也が息をつく。ゲルドや八人の分校生たちも、一いつ斉せいに緊張を解いた。

「時間が掛かってすまない、あいあい。もう少し、早く救出できれば良かったのだが」

　言って、狛也はアイリスを拘束していた鎖を摑むと、力任せに引き千ち切ぎった。その鎖の片方を用いてザキュラスを拘束する。次いでラムセスも玉座から引きずり下ろし、残った鎖で、あっという間に手足を縛しばった。

　ずっと鎖で繋がれていて手首を少し痛めたのか、アイリスは少しさすっていたが、ううん、と小さな頭を動かし否定する。

「だいじょうぶ。たすけてくれてありがとう。あいあい、うれしい」

「本当……あいあいちゃん、良かった……。無事でいてくれて……」

　やや遅れて窓から入ってきたくらみが、アイリスに真まっ先さきに駆け寄った。手を握りしめ、本当に心配だったと、心からの言葉をかける。

　狛也はその様子を眺めた後に周囲を見回す。

　部屋は太陽のフォリスの熱波で荒れに荒れている。本校の校舎は内外を問わずフォリスへの対策がなされているため、壁や天てん井じようは焼けてはいないが、調度品は全て燃えて溶けていた。ラムセスの力の凄すさまじさが窺うかがえる。

　とはいえ、騒動は収拾した。八人の分校生たちへと、狛也は眼を向ける。

「キミたちも、すまない。こんな囮おとりの役をさせてしまって」

　それは、狛也が最初反対していた、ラムセス捕縛作戦に対する謝罪だった。

　普通に向かったのでは逃げるであろうラムセスの注意を引きつけるため、まず八人の分校生を向かわせる。さらにゲルドも向かわせ、完全にラムセスの注意が目の前のゲルドや八人に集中したところで、狛也が素早く突入して捕らえる。

　作戦自体は成功したが、八人には一番手痛い傷を負わせてしまった。ラムセスが太陽のフォリスを使ったことにより傷は回復しているが、それでも謝らねばならなかった。

「肉を切らせて骨を断たつ、さ」

　八人の分校生のうちの一人が朗ほがらかに笑う。

「狛也は確かに最高の力を持つ生徒だ。けれど、分校は君だけじゃない。僕たちだっているんだ。何かの脅きよう威いに見舞われたとき、できることがあるなら、僕たちだって戦う」

　その言葉に、狛也は胸を打たれる。

「……そうか。ありがとう。ならば、ボクに言うべきことはないのかもしれないな」

　彼らも、戦おうと決意したのだ。分校システムが緩くなり、本校と競合できるようになったときから。虐しいたげられていた鬱うつ屈くつを晴らし、前を向き、未来へ向かうと心に決めて立ち上がった。

「ゲルド、キミもありがとう。素晴らしい戦い方だった。ラムセスが興奮するのもわかるな。ボクも、友達になってくれと言いたいものだ」

「やめろ馬鹿、縁えん起ぎでもねえ」

　そっけない返事をして、ゲルドは顔をそむけた。

　けれど狛也は気づいていた。いつもは仏ぶつ頂ちよう面づらばかり浮かべているゲルドの顔が、ほんの一瞬、和らいだことに。

　周りから、柔らかな笑いが生じていく。

　狛也は思った。もし自分が編入しなければ、多少は時間が掛かったかもしれないが、彼らが中心となって本校に反旗を翻したのかもしれない。そう狛也が思うくらい、彼らには強さを感じていた。

「――さて」

　それまでの柔和な表情を引き締めて、狛也は拘こう束そくした二人を見下ろす。

「捕らえたは良いものの――この二人をどうするべきか」

　彼らの目は、自然と床で横になるラムセスとザキュラスへ注がれる。

　すぐにでも神殿から出す方法を聴きたいが、本校にいるままでは危険だと判断する。

　狛也たちは相談の上、分校の寮に運び込んで、それからレヴァンたちの救出に専念することにした。
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　薄い篝かがり火びの明かりの中で、レヴァンは膝を抱えていた。

　顔色は良いとは言えず、表情にも覇は気きがない。行動する意思を、すっかりなくしてしまっていた。アイリスがさらわれてから、ほとんどそんな調子が続いている。

「レヴァンくん、そう落ち込まないでください」

　アイリスがさらわれた後、レヴァンとユーリは再び核の球体の破壊に挑戦したが、成功しなかった。戦力も減って、気力もない。二人は神殿の自力での脱出を諦あきらめ、内部で待機することにした。

「あいあい、連れていかれちまった……。おれが弱いせいで……」

「いや、そうではないですよ。僕も役に立たなかったですし、仕方ないです」

　同じような会話を何度かしてきたのだが、レヴァンは依い然ぜんとして暗い表情のまま。

「ちくしょう、不甲斐ないぜ……」

「そんなしょげた顔をしないでください。ほら、見てくださいよ。なんと、僕は、あやとりができるのです。何か作りましょうか。どんなものがいいです？」

　ユーリは一本の紐ひもを取り出して掲げていた。レヴァンは、力なく答える。

「じゃあ……飛行機」

「いきなり難しい課題ですね。いいでしょう。やってみますね。……ふふふ、ふふふ。じゃーん。できました！」

「……お前、すげえな。適当に言ったのに。似合わない趣味があるもんだ」

「レヴァンくんもやってみます？　楽しいですよ」

「そうだな……」

　緩かん慢まんな動作で、レヴァンは紐を受け取った。ユーリがあれこれとコツを教えてくる。

「そうそう。あ、いや、そこはそうではなくて。もっと強めに」

「……難しい。ちょっとおれにはできない。ユーリ、何か見せてくれ」

「ならばとっておきの技を。じゃーん、グラマラスな美女！」

　得意顔でセクシーな女性を作るユーリにレヴァンは苦笑する。

　せめてもの幸運は、自分一人だけではないことだ。こういうとき、誰かがいるだけでありがたい。もしも一人だけだったならば、寒さむ々ざむしい空間と、寂さびしい篝火の中で押おし潰つぶされていただろう。

「ユーリ」

「なんです？」

「対抗戦、始まったら必ず本校生を見返してやろうぜ……」

「当然ですよ。僕だって悔しいのですから。――まあその前に、狛也くんに出してもらわなければなりませんが」

「できるさ。あいつなら。おれより、ずっとすごいんだから」

　本当は、自分の力だけで脱出したい。

　けれどレヴァンには本当の英雄のように困難を打破できる力はなくて、だからこそ膝を抱えて待つことしかできない。

　悔しくて、歯がゆくて。レヴァンはユーリのあやとりを見ながら、自分の不甲斐なさに、唇を嚙んでいた。




　　　　　†　†




「え……そ、そんな……」

　気絶したラムセスとザキュラスを、分校の寮に運び込んで十数分後。狛也は自分とくらみの部屋にラムセスを連れてきた。

　ザキュラスは、別の部屋だ。神殿の召喚を行ったのはラムセスだったため、話の邪魔にならないよう、八人の分校生たちが連れて行った。ゲルドも、傷をつけられた礼をすると言って、ザキュラスの方に行っている。

　そして目覚めたラムセスに、狛也がレヴァンとユーリを神殿から出すよう言った直後。ラムセスが、それは不可能だと言ったのだ。

「レヴァン・シルベスたちを閉じ込めたガルセイン神殿は、すでに余の支配にない。召喚した後はしばらく干かん渉しようできる状態だったが、アイリスを連れ去った後に支配を放ほう棄きした。あの神殿は一度消失させ再召喚しない限り、もう操あやつれない」

　一度黙った後に、ラムセスは続ける。

「現状で閉じ込められた者が出るには、神殿が消えるしかない。条件は二つ。召喚して七十五時間が経つか、中にある核を破壊することだけだ。それ以外の方法は、ない」

　明かされた厳しい現実に、くらみの顔が不安でいっぱいになる。

「そんな……レヴァンくん、ユーリくん……」

「ガルセイン神殿は――」

　ラムセス五十三世は、縛られた手足をかすかに動かしながら続ける。

「内部と外部を問わず、神殿を傷つけた際に、閉じ込められた者へ同じだけの苦痛を与える。ゆえに破壊すれば内部の者は壮絶な痛みに襲われる。……まあ、内部の者がどうなっても良いのなら、すぐにでも外へ出してやれるがな」

「それはダメだ」狛也が瞬時に却きやつ下かした。

「ボクは誰かを傷つけることで救うなど、絶対にしたくない。それではキミたちに屈くつしたも同じだ」

　それにその場合、レヴァンとユーリはひどい手傷を負ってしまい、対抗戦に出ることも叶わなくなる。ラムセスたちにとって有利な結末となる。

「……だろうな、それでこそギルガメッシュの子孫。友を決して見捨てない、崇すう高こうな魂の持ち主だ。だが、このままでは対抗戦は余たちの勝ちだな。フフハハ……」

　意地悪そうに、ラムセスが笑う。

「狛也くん、どうしよう……」

　くらみだって、レヴァンたちが大怪我を負うのは避けたかった。しかし、手段がない。召喚したラムセスですらどうにもできない現状に、彼女の表情は曇くもってしまう。

「それなら、ればんとゆーりが、なかからかくをこわせばいい？」

　傍らで話を聞いていたアイリスが言った。

「不可能だ」ラムセスが即座に断言する。

「ガルセイン神殿は今の余で可能な限りの機能を引き出せるようにしておいた。本校生の上位陣ならともかく、分校生二人ごときでは、絶対に核は破壊できない」

　その言葉は、自分の力と神殿の力、どちらにも誇りを持っている響きだった。

「彼らが『才能ある者』ならば脱出は可能だ。しかし無理だ。時間経過か、破壊するしか手段はないぞ」

　フフ、とラムセスは狛也たちを笑いながら言う。無理か、それしか方法はないのだろうか。今すぐレヴァンたちを救うことはできなくて、時間だけが彼らを助けることができる。

　待つことしかできない。

　もどかしい気持ちばかりが、狛也たちに募っていく。

「――ラムセス、キミは、七十五時間経てば神殿は消えると言ったな？」

「言った。しかしそれでは対抗戦はとっくに終わり、余たちの勝利で学園が湧いた後になるだろう」

「それは特に関係ない」

「……え、狛也くん？」

　狛也がスッと窓際に向かった。怪け訝げんな表情のくらみやアイリス、黙って見つめるラムセスの前で窓を開けると、軽くその縁ふちから身を乗り出した。

　何をするのかと一同が息を呑のんだ直後、彼は両手からフォリスを発した。やや薄めの黒い尾を引いて飛んでいった光は、不思議な軌道を経て寮の周りの木々を越えると、神殿の方へと向かっていった。

　ばちり、と静電気が弾けたような音が、かすかに聞こえてくる。

「――やはり、無理か」

「な、何をしようとしたの……？」

　何が何だかわからないといった様子で、くらみはぎこちなく問いかけた。

「神殿の時間を進ませようと思ったのだが、ダメなようだ」

「え……？」

「時間のフォリスを用いて、神殿の時を少しでも先に進ませようとしたのだ。しかし、ガルセイン神殿とやらは様々なフォリスへの耐たい性せいを備そなえているようだ。まさかここまで堅けん牢ろうとはな」

「そ、そんな……」

　くらみが、うろたえて翼つばさを揺らめかせる。

「狛也くんでも駄目なんて……。それじゃあ、どうすればいいの……？」

「いや、もしかすると苦手な種類に入るフォリスだから、失敗したのかもしれない」

　言って、くらみのそばに、近づく。

「くらみ。ちょっとバンザイしてみてくれ」

「え……？」

「いいから、ちょっと確かめたいことがあるのだ」

「う、うん。わかった……」

　まだ驚きも冷めやらぬうち、くらみは言われたとおりに両手を上げてみた。

「ハアッ！」

　無駄に気合の入った掛け声と共に狛也は手を突き出した。薄い黒の光――時間のフォリスが、逬ほとばしった次の瞬間――。

　くらみの胸が、一回り大きくなった。

「え、ええ……!?」

　特大の驚愕が彼女を襲う。端で見ていたアイリスが、

「わあ、くらみ、むねがおおきくなった」

　と少し羨うらやましそうに呟いた。

「ま、待って狛也くん……っ、と、止めてっ！　な、なにこれ……！」

「おお？　思ったより、くらみは成長の余地があるな。どれ、もう少し時間を進めてみよう」

「や、やめて……っ、ダメだってこんなの……っ、わ、わああっ……、下着がっ、中で外れて……っ」

　その後はアイリスが「すごい、どこまでくらみ、せいちょうするの」と期待の声を向けたので、調子に乗って狛也は時間のフォリスを使い続けた。

　仕し舞まいにはくらみが翼を広げて、涙目になりながら外に飛んでいってしまったので、二人で学園内を捜そう索さくした。

　何とかくらみを上空で見つけて、連れ戻したときには、十分ほど経っていた。

「すまんくらみ。つい調子に乗ってしまった。人生最大の過あやまちだったと反省している」

「うぅ……もう今日は散々だよ……水みず浸びたしになったり、体を小さくされたり、胸を大きくされたり……」

「あ、ちなみにだが、ボクは複製英装なしだと三年分ほどしか時間を操れないが、それで少なくともくらみは十八歳まで胸部が成長することが確定した」

「おー、すごい」

　とアイリスがぱちぱち手を鳴らす。

「くらみ、おおきいむね、うらやましい。はくや、あいあいにもできる？」

「無論だ。ちょっと待ってみるのだ。ハアッ！」

　しかし時間を進めても、アイリスの胸はちっとも大きくならなかった。

「あいあい、かなしい。これが、うんめい……？」

「だ、大丈夫だよ、あいあいちゃん……！　牛乳飲めば、きっと大きくなるよ……っ」

　くらみが慌てて慰めた。

　狛也の時間のフォリスは一時的に時間を進めるものなので、しばらくするとくらみの胸は元に戻った。アイリスの胸も、見た目は変わらないがフォリスを使う前に戻った。

「やはり、時間のフォリスが失敗したわけではないか」

　狛也は改めてガルセイン神殿にフォリスを試みた。だが結果は同じ。時を進ませようとしても神殿に効果を打ち消されてしまい、さらに寮からくらみのクッキーを取り出した時に使った、空間のフォリスや、その他様々なフォリスを用いても、脱出に繋がる結果は得られなかった。

　成り行きを見守っていたラムセスがあざ笑う。

「ククハハっ、古いにしえのラムセス二世が造った神殿は完璧だ。外部からはどうすることもできない。それがたとえ伊集院狛也、お前であってもだ。あの神殿に閉じ込められた者は、対抗戦に出られず、無む益えきに時を過ごすことになる」

「じゃあ、やっぱり、レヴァンくんたちは、あのままなの……？」

　胸元でぎゅっと手を握りながら、くらみが声を洩らした。

　何も、彼らを救う手段はないのだろうか。胸が痛むだけの時間が過ぎていく。

「……いや、待てよ。手段はある」

　ふと狛也がそう言うと、くらみは小さく「え……」と振り向いた。

「ボクの村雨ＡＤ４３０は、大気や自分の中のラゾンを水に変換して放出させる機能があるが、それとは別に弾丸を発射する機能もある」

　言って、待機状態の水色のカードをかざしてみせる。

「まず村雨に弾丸を込める。そして発射と同時に、空間のフォリスを神殿にぶつけ、小さなトンネルを作り出す。もちろん、その先の狙いは神殿の核だ。それで核を破壊し、レヴァンたちを救出する」

「ハハハハっ！　無理だなっ！」

　ラムセスは高らかに哄こう笑しようする。

「いま試ためしただろう。ガルセイン神殿は数多あまたのフォリスを退しりぞける！　狛也、お前でもあれは貫けない！　あの神殿の刑罰を阻はばめる者はどこにもいない。世界の、どこにも！」

「いや、ボクには可能だ。というより、しなければならない」

　ラムセスの自信満々の大声を、狛也はばっさりと切り捨てる。

「たしかに万全のガルセイン神殿ならばボクでも厳しいだろう。だが、あれは複製英装で召喚されたものだ。おそらくは百パーセントの機能を有しているわけではない。そうだろう？　ラムセス」

　無言のまま、ラムセスは答えない。その反応こそが、真実を示していた。

「さっきいくつかフォリスを撃ったが、空間のフォリスにはやや甘い防御を見せた。もっと出力を上げ、極ごく小しようでもいいからトンネルを開けば、そこから核は貫けるだろう」

「それは不可能だ！」ラムセスは猛然と反論した。

「なぜなら核の周囲には、六つの守護の獅し子しが待機している。撃った弾丸は跳ね返される！」

　今度は、狛也が黙りこむ番だった。

「そ、そんな、狛也くん……」

　くらみがか細い声を洩らす。

　一同は懸命に頭を巡らせ手段を模索した。だが、すぐには浮かばない。狛也ですらこじ開けることの難しいガルセイン神殿は、まさに鉄壁の守りだった。

　妙みよう案あんは浮かばず、無益に時は過ぎ、ラムセスの哄笑だけが高らかに彼らの間に響いていく。

「あ……それなら、小人になって、入る、とか……」

　しばらくして、くらみがふと、ささやくように言った。

「ん？」

「だから、あの……本校でわたしを小さくした、フォリスがあったよね……？　あれを使って、狛也くんがどこかの隙間から入って、助けにいくことは、できないかな……」

「それは、無理だろうな」狛也が首を横に振った。

「神殿には隙間はなかったのだ。あれば気づいている。仮に、空間のフォリスで穴を空けてから入ろうとしても、あの耐性の高さではすぐに塞がってしまうと思われる」

「そ、そうなんだ……無理なんだね……」

　顔を伏せるくらみをよそに、ラムセスが高笑いする。

「ハハ、ハハハ、悩め、苦しめ。才能を振り絞り苦悩する様を見るのも、余の悦えつ楽らくである！」

　ラムセスの笑いは喜き悦えつに溢れんばかりだった。そればかりか、

「――ところで狛也。ここにはお前とアイリスしかいないと思っていたが、他にも誰かいるのか？　先ほどから、何もないところで声が聴こえてくるのだが」

　くらみがうろたえた。

「え、わたしのこと、視えないの……？」

「声は聞こえど姿はまったく視えぬ。いかにも弱そうな女子の声だ。才能など絶無であるに違いないっ！」

「ひ、ひどい……」

　翼をへなへなにして、くらみがしょげた。目にちょっと涙が溜たまっている。

　そのやり取りの間、黙って考え事をしていた狛也がふと呟く。

「……小人、小人か。ふーむ、もしかしたらくらみ、さっきの話、名案かもしれん」

「……え？」

「小人のフォリスのことだ。キミの言う通りに、小さくして、それで神殿へ人手を送り、内部からレヴァンたちへの助けになるかもしれない」

「でも、さっき入り込める隙間はないって……」

　狛也は頷いた。

「それはそうだ。だが空間のフォリスを使い、トンネルを作る際、弾丸の中に、小さくした人を込めて射出すれば、問題ない」

「……ええ!?」

「な、に……!?」

　あまりの発想にラムセスもうろたえる。皆が唖然とする中、狛也だけが滔とう々とうと考えを述べていく。

「整理しよう。まずは空間のフォリスを使って、トンネルを作るのだ。しかし直接核を破壊するために弾を撃つのではない。小人のフォリスで小さくした者を、あらかじめ弾丸に込め、その上で救援のための人手を送る。それなら穴が塞がる前に入れる。核の破壊も、ラムセスは分校生二人では無理だと言ったが……人が増えれば解決するはずだ」

　くらみとアイリスの表情に希望の光が満ちた。二人して軽く手を握り、見えた幸先の良い光景に、自然と顔がほころぶ。

「だが、それでも問題がある」

　狛也から洩れたやや硬い声が、彼女らの歓喜の表情を固まらせる。

「何度も穴を開けられるほど、あの神殿は甘くない。それに、村雨はまだボクの本気のフォリスに耐えられない。一晩中調整を行って村雨の耐久を上げても、ぎりぎりだろう。よって救出に向かわせられるのは――」

　くらみとアイリスが、表情を曇らせる。ラムセスが呵か呵かと笑った。

「おそらく一人だけだ。それ以上は厳しい。誰が神殿内に行くのか、決める必要がある。無論、村雨を撃ち出すのはボクしかできないから、ボク以外の誰かだ。それを決めなければならないな……」




　　　　　†　†




　分校の校舎のそばで数人の生徒たちが集まっている。

　神殿と寮の方を何度か見回しながら、不安げな声が洩れていく。

「なあ、大丈夫かな。レヴァンとユーリ……」

「わからない。これじゃあ対抗戦、間に合わないんじゃないのか？」

「狛也が首謀者のラムセスを捕まえたって話だぞ」

「でもレヴァンたちは出られていないわ。なにかあったのかしら……」

　一人の生徒が、言った。

「代わりにお前が出ろよ」

「無理だって。さっきも何人か登録しに行って、本校生に邪魔された。怖いよ」

「勝って欲しいな、対抗戦……でも、いくらなんでも狛也と羽撫崎だけじゃ、厳しいよな……」

「くそ、間に合ってくれ……レヴァン、ユーリ。おれたちじゃ、無理だよ」

　声はその後も続いていく。日が暮れ、夜の帳とばりが降りた後にも、似たような会話は分校のそこかしこでかわされていた。




　　　　　†　†




　フクロウが森のどこかで鳴いている。夜風が梢こずえを揺らしている。風呂から上がったくらみが、村雨の調整をする狛也のところへ戻ってきた。

「あいあいちゃんも、ゲルドくんも、大丈夫かな……」

　くらみが、心配そうに天井――屋上の方を見た。

　時刻はすでに十時を回っている。あの後、ゲルドや他の分校生も集まって話し合いが行われた。狛也の村雨によって誰が神殿に加勢に行くのか――その話し合いの結果、内部の構造に詳しいアイリス、もしくは狛也以外で一番強いゲルドということになった。

「どちらが行くとしても、ボクのやることは変わらない」

　カード状の村雨にいくつものラゾンの光を注ぎ、強化を施ほどこしながら、狛也は呟く。

「村雨をボクのフォリスに耐えられるようにし、無事に神殿内に送り届ける。それだけだ。今は余計なことを考えるべきではないのだ、くらみ。彼らの決意を、信じよう」

「うん……」

　現在、アイリスとゲルドは屋上で、どちらが神殿に行くのか相談している。

　二人だけで話し始めて、そろそろ三時間だ。

　アイリスは自分が助けに行くと強く言ったが、他の分校生はゲルドを推おした。できるだけ強い方がいいと、そう判断したのだ。ゲルドもどうせやるならアイリスより自分だと主張した。彼も本校生を見返すために、行動を望んでいる。

「でも、あいあいちゃんは、残念だったね……」

　体育座りをしたくらみが、ぽつりと言った。

「何がだ？」

「三年たっても、その、胸が大きくならないって、困った顔してた」

　狛也は小さく笑った。

「ボクは今のままで彼女は十分可か愛わいいと思う。むしろボクはああいう娘こがいいかもしれない」

「そ、そうなの……？」

　目をぱちくりとさせて、くらみは聞き返す。

「うむ。なんというか、妹が欲しかったのだ。ボクは父子家庭で育ったからな。ちっこくて可愛い妹と遊んだり、はしゃいだりして、和気あいあいと過ごしたかった」

　ほんの少しの間だけ、くらみは黙った。たまに狛也はふざけることがあるが、もしかしたらその反動なのかな、と考える。

「あ、でも……それ、ちょっとわかるよ」

　髪の白い房を少しだけいじって、くらみは続ける。

「わたしも村の小さい子に『おねえちゃん』って呼ばれて、くすぐったかったの。本当の兄妹が遊んでるのを見て、いいなあって思った……。羨ましいな」

「いっそあいあいに頼んでみるか。『一日だけ妹になってくれ！』」

「だ、ダメだよそんなこと。いけないよ……」

　そう言いつつも、くらみの目はちょっと泳いでいる。言葉とは裏腹に、やってほしいらしかった。

「何を言っているのだ、くらみ。頼めばやってくれそうではないか」

「だ、ダメだよそんなの。せめて一時間くらい……ううん、三十分くらい、ええと、十分、くらい？」

「なにをたくらんでるの、おにいちゃん、おねえちゃん」

　後ろから聞こえたその声に、くらみがビクついた。

「わ、あいあいちゃん」

　びっくりしてくらみが飛び上がる。いきなり声をかけてきたアイリスを前にバランスを崩して転倒する。

「ち、違うよあいあいちゃん、悪いこと企たくらんでいたんじゃないよ。その……そうだっ、絵本の話……っ、ちょっとこの前図書館で見た童話の絵本について、話してたんだよっ。そうだよね、狛也くん！」

　言って慌てて振り返ったその先では、

「――バカな、今あいあいが言った、『おにいちゃん』が、よもやこれほどの破壊力だとは。むう!?　まさかボクは、この瞬間のために千せん英えい学園へ入ったと言うのか……!?　これほどまでに、ボクの胸を掻かき乱みだす手段がこの世にあるとはっ、おぉ、むおぉっ!?」

「は、狛也くん、虚空見ながらくるくる踊っちゃダメだよ……っ、変な人に見えちゃうよ……！」

「変でいい……っ、ボクは変でいいのだ、この鼓こ動どうが味わえるのなら、ボクは何度でもおかしくなる……っ！」

「ふたりとも、たいへんなことになった。あいあい、おさまるまで、そとにいく」

　その騒動の中、縛られたままのラムセスが興味深そうに狛也を眺めていた。




「相談は終わったのか」

「うん。おわった」

　騒ぎが終わって数分後。改めて狛也とくらみの部屋に戻ってきたアイリスは、そう返事をする。頷うなずいて、小さな足を動かして、アイリスは部屋の真ん中へちょこんと座った。

　長い髪が上下に揺れた。心なし、残念そうな顔をしている。

「げるどが、ればんたちをたすけにいく」

　短く言って、彼女は小さな手を握りしめた。

「では、キミは外で待機ということになるのか」

「うん。ればんたちのこと、げるどにまかせる」

　平坦な口調に、くらみが心配そうな顔を向ける。狛也も気持ちは同じだ。小さな少女に、声をかけようとしたとき、

「はなしあいだと、きまらない。だからたたかって、つよいほうが、いくことになった」

　ぽつりと、そんなことを言う。

「ぜんりょくでたたかったけど、まけた。くやしい」

「あいあいちゃん……」

　それは、本当に自分がレヴァンたちを助けに向かいたいという気持ち。偽りのない心。けれど勝てなかった少女は、涙こそ見せないが、何度も瞬きし、何かをこらえるようにくらみを見上げた。

　スッと身を寄せて、くらみがアイリスの手を握った。そして、小さな少女の手がわずかに震えているのに気づく。

　神殿内がどれほど危険かを知っているアイリスは、誰よりも救出に向かいたかったはずだ。けれど、自分よりもっと適てき任にんな者がいる。より強く、レヴァンとユーリを救える可能性の高いゲルドが。

　だからアイリスはぐっと堪こらえ、くらみの手を握り返す。

「あいあいは、よわい。しんでんにいっても、きびしい。げるどのほうがあんしん」

　言葉だけは淡々としていたが、その声音はどこか無理をしているような響きだった。

　くらみはより優しく手を握ってやった。アイリスはその手を握り返し、

「あいあい、むじんとうで、くらしてた。それは、ながいじかんだった。だから、こういうとき、どんなかおをすればいいか、わからない」

「あいあいちゃん……」

「まわり、うみだった。どこをみても、あおかった。はなも、きも、たくさんあったけど、あいあいは、あおにかこまれてた。そらも、あおですごかった」

　さざなみと潮の風の中で育った少女は、けれど簡単には泣かない。そんなことをしても誰も助けてはくれなかったし、頼れるのは自分の身体能力だけ。

「むじんとうのときのちからをつかって、がんばれば、げるどにかてるとおもった。でも、むりだった。げるど、つよい。あいあいよりずっと、たたかえる」

「あいあい。しかしそれは――」

　狛也は、戦う者として意見しようとした。けれど、それは意味のないことだと悟った。

　なぜならアイリスが身に付けてきたのは『狩り』の能力であり、『戦闘』ではないのだ。動物を捕まえる勘かんや身のこなしは持っていても、相手を倒すことになるとズレが生じてくる。

　動きは速い。力の使い方も上う手まい。しかし、それらはあくまでも文明のないところで生きるための技術。それを言おうとしたが、たぶん、アイリスはすでにわかっている。

「あいあい、『かり』はとくいだった。でも、たたかい、にがて。ぶきも、にがて。ふぉりす、さいきんすこしつかえるようになっただけ。だからよわくて、くやしい」

「あいあいちゃん……」

　そして、力を上手に使えない悔しさを一番わかっているのは、くらみだ。速く飛ぶ能力しかない翼の少女は、柔らかく、アイリスに声をかける。

「大丈夫……きっと狛也くんやゲルドくんが助けてくれるから。大丈夫だよ、あいあいちゃん」

　しかし、そこでアイリスは以外なことを口走った。

「ありがとう、くらみ。……ちょっとだけ、くらみはればんとにてる」

「え……？」

「まえに、あいあい、しょうしんしけんおちた。そのとき、ればんは、かたに、てをのせてくれた。だいじょうぶ。だいじょうぶ。そういって、ずっとそばにいた。あれは、うれしかった」

　それが、アイリスが神殿に向かうと言った根源的な理由。自分が辛くても、どんなときでも、かつて励はげましてくれた彼を助けたい。

　小さな体の中には、大きな想いがある。

「そのとき、あいあい、おもった。こまってるひとは、たすける。ひとは、ひとりだとつらい。あいあい、むじんとうで、くるしかった。だから、たすける」

　初めてアイリスが狛也とくらみの前に現れたのは、ザキュラスに苦しめられていたレヴァンを助けるためだった。

　本校生の悪意の視線を向けられても、一人、立ち向かった。

　本試験に落ちたくらみに声をかけた。神殿内に向かうことを躊ちゆう躇ちよなく決意した。それらは全て、アイリスの中では当たり前のことだった。

「ひとは、ひととひとが、ささえあっていきてる」

　何も言わずに、狛也が微かすかに頷く。くらみは、ぎゅっとアイリスを抱き締めた。

「ればん、まえに、あいあいをたすけてくれた。でも、あいあい、いちどもおんがえし、できてない。いつも、しっぱいばかり。こんかいも、できなかった。でも――」

　アイリスは、真っ直ぐに狛也を見た。

「はくやと、げるどは、ればんをたすけられる。あいあい、しんじてる」

「――その気持ち、受け取った。ボクらは必ず神殿からレヴァンたちを救ってみせる」

「あいあい、ればんともっといたい。ればんは、かっこいい。いつも、いっしょうけんめい」

　言って、アイリスは目をしぱしぱと瞬かせた。

　アイリスの体から、力が抜け、床にへたり込む。

　疲労が小さな少女を蝕むしばんでいたのは明らかだ。ガルセイン神殿で戦い、ラムセスに捕まり、ゲルドとも戦った彼女は、限界に来ていた。

　けれども眠りにつく寸前。アイリスはゆっくりと呟いた。信頼を、小さな唇くちびるに乗せて。

「あいあいにとって、ればんは、ひーろー。たよりになる、ひと」

　言って、まどろみの世界にアイリスは入る。瞼まぶたを閉じ、すうすうと、小さな吐息が安らかに洩れていく。

「あとは、任せろ。あいあい」狛也は力強く言った。

「くらみ、ボクのベッドで寝かせるのだ。今夜は村雨の調整で徹てつ夜や。どうせ眠れない」

「あ、うん。じゃあ……運ぶね」

　言って、くらみはアイリスを支えた。彼女一人で大丈夫かと思ったが、アイリスはずいぶんと軽いようだった。くらみはゆっくりと、彼女を狛也のベッドに横たわらせる。

　アイリスが、きゅっとくらみの手を握っていた。くらみはその小さな手を、握り返す。

　しばらく少女が眠りにつく様子を眺めていて。くらみが彼女から離れた後。

「――その才能、さすがだ、伊集院狛也」

　急に響いた声に、くらみがびくりとして翼をざわめかせる。狛也の背中に隠れるよう、急いで身を翻す。

「なんだ、起きていたのか。ラムセス」

　視線を投じた先、ラムセス五十三世は、手足を縛られたままおかしそうに笑っていた。

「お前が千英学園に来てから、余は毎日が楽しくなった。なぜだかわかるか」

「知らん。ボクはキミと話すのは今日が初めてなのだ。そんなこと、知る由よしもない」

　狛也にしてはやや冷たい声音に、しかしラムセスは村雨に注がれる狛也のフォリスを見て、どこか嬉うれしそうに言う。

「そのフォリスの強さ、感じるぞ。とてつもない技能が、それには込められている。クフフ。複製英装を、自分で調整する？　それは他のどんな英雄の子孫でも、できないことだぞ。九く鳳ほう院いんをはじめとする専門家の大集団に頼み、成すべきこと。ラゾンとは世界を構成する小さな粒子。一つ一つが世界の欠片。お前はそれを自在に操っている。何十ものラゾンを操り、途と方ほうも無い数のフォリスを行使している。余にはわかる。その村雨ＡＤ４３０は、数多のフォリスによって最強の複製英装へと変じようとしている。それは、世界を操っているに等しい！」

「ボクは調整で忙しいのだ。話をするなら端たん的てきに、要点のみを述べてくれ」

「お前は、世界を操る神だ！」

　ラムセスは、嬉々として断言する。

「誰がお前のように無数のフォリスを操ることができる？　余にはできない。我が親友ザキュラスにも不可能！　ジュリさまですらお前には及およばない。祖先の英雄の力を極限まで引き出し、行使することができるのは、お前だけなのだよ」

「光栄だ。しかしボクは昇進試験でジュリに苦戦している。良い言葉があるではないか。『上には上がいる』。まさしくそうだろう。ボクなどより、ジュリを褒めるのだ」

　ラムセスは、笑いながら大きく首を振った。

「謙けん遜そんするな。余にはわかっている。あの試験、冷静になって考えてみれば、お前は十全の力を発揮できていなかったのは明らかだ。それはお前自身がわかっているはず」

「くらみ。ちょっとボクの鞄かばんから、歯磨き粉っぽいチューブを取り出してくれ」

「う、うん……」

　身を縮ちぢこまらせて二人のやり取りを聞いていたくらみは、おっかなびっくり、狛也の鞄からチューブを取り出した。それを狛也に渡す。

　その様子を楽しそうに眺めていたラムセスは、ぺろりと舌した舐なめずりをした。

「伊集院狛也よ。お前は昇進試験のとき、何度も自分の手の内を見せてからジュリさまと戦った。アーロン、五十三人の本校生、蒼竜。そして、第四位ら成績上位陣たち。彼らを倒すために、お前は己の力を見せた。ジュリ様の観る前で！」

　気分が高まってきたのか、彼の顔は赤く染まってきている。

「あの本試験、ジュリさまとお前は対等ではなかった。お前は散々ジュリさまに技を見せてから戦った。アンフェアだっ！　お前に不利すぎる。そのことを余は悔しく思う」

「……何が言いたいのだ？」

「お前とジュリさまが対等の条件で戦う様を、余は見たかった！」

　ラムセスは、もどかしそうに悶もだえる。

「悔しい、ああ、なんて悔しい。運命が、お前とジュリさまを対等に戦わせる機会を失わせてしまった。お前は試験に挑む者としてジュリさまに相対した。だが、ジュリさまは勝たなければならない立場にあった。仮試験での観察に加え――本試験では第四位、第五位、第六位、第七位までも捨て石に使ってお前の能力を把は握あくした。そうだ、ジュリさまはお前という人間を倒すため、策さくを用いてしまった。本来なら、互角の勝負の光景もあったはずなのに。お前より優位に立ち、お前をぎりぎりまで追い詰めた。ああ、口惜しい。もしもお前とジュリさまが何の前情報もなしに戦ったら、最高の戦いが観られたのに。それが運命の悪戯いたずらで、ジュリさまのつまらないお遊びへと転落してしまった。ああ、余は悲しい。狛也が何の制限もなく、全力で戦う姿が観たかったのにっ！」

　ラムセスの興奮は止まらない。縛られながらも熱に浮かされたように、まくし立てる。

「狛也、お前はジュリさまより強い。ジュリさまが対等の条件では不利だとして、散々お前に力を使わせたことからも、それは明らかだ。……誇るがいい、狛也。お前は誰よりも才能を開花させている！」

「よく回る舌だ。王の血を受け継ぐ者は、しゃべるのが大好きと見た。考察、妄もう想そう、結構なことではないか。夜のＢＧＭにしては少々うるさいが、悪くはない」

　ラムセスの口元が、嬉しそうに歪んだ。

「だが、それでもお前のような才能を極限まで高めた『英雄』に会えて、余は幸せだ」

「どうだろうか。ボクはまだ誰かからそう呼ばれるほど立派ではない」

「否いな。それは否だ！　余にとって英雄とは才能を極限まで高めた者。それ自体が他者を魅了する者だ。余は、お前の才能を見たくて見たくて仕方がない。魂の底から、お前の全てを見てみたいと思っているっ！」

　そのとき、狛也の動きが止まった。

「もしかしてラムセス――」

　それまでより、硬い口調に変わっていく。

「今回の騒動を起こした理由は、それだとでも言うのか？」

「その通りだ、狛也よ！　余はお前の力が見たかった！　どのようにしてお前が本校の障害を乗り越え、余を捕まえ、仲間を助けるか――お前の技術と才能をこの目で！　この肌で感じるために余は行動を起こしたっ！　準備の期間は眠れなかった。前日はわくわくして胸がはちきれそうだった。白状しよう。余は、自分が無様に捕まろうとも、どうでもいい。お前の活躍を見たかった！　それだけだっ！」

　何人もの分校生を巻き込んで、傷つけて、けれどその理由はそんなことだとラムセスは言う。

「なぜ余にはもっと力がないのか？　あればお前の才能をもっと見ることができるのに！　なぜ余はあんなにあっけなく捕まってしまったのか？　もっと楽しみたかったのにっ！　余は、余は、余はっ！　究極の才能が見たくてたまらない。狛也よ、余にもっと力を見せてくれ！　余が興奮で倒れてしまうくらいに至高の才能を見せてくれ。フフハハ、フハハハハハハっ！」

　楽しさを抑えきれないといったように、ラムセスは身をよじる。声を高くし、頰を緩め、ぎらぎらとした眼で狛也の手元のカード状の村雨ＡＤ４３０を見つめる。

「生まれ変われるならば、余はその村雨になりたい。お前の数多のフォリスを満まん遍べんなく注がれてみたい。どんな気分なのだろう。想像しただけで我が身が震えてくる。ああ、だがそれはできぬ。だから余は、ガルセイン神殿を召喚した」

　くらみが、狛也の陰へ隠れて、がたがた震えている。

「は、狛也くん、この人、怖いよ……」

「ボクも怖い。ラムセスよ。キミは少し、外がい聞ぶんを気にした方がいい」

　狛也はくらみの方へ一瞬だけ振り向いた後に忠告する。

「キミはそれなりに武力を持っているのだろう。しかし学園の八つの評価のうち、おそらく『人格』はかなり難ありだな。総合成績は上位に届いていないのではないか？」

「然しかり。余は戦闘力の評価ではＳを授かった。だが人格ではＤを授かった。あと一歩で分校行きの酷ひどさだと。フフハハハハっ！　人格っ！　人格だと!?　もしも今の会話をジュリさまが聞いていたら、分校生の烙らく印いんを押されてしまうかもしれないな！」

「それは勘かん弁べん願いたい」

　小さく首を横に振って狛也は言う。

「ボクは今の分校が好きなのだ。そこへキミが来るのは、平穏を考えると好ましくないな。キミは、ずっと本校生でいてくれ」

　ラムセスは小さく微笑を浮かべると、最後に言った。

「その才能の全てを引き出したいものだ。お前を倒そうと本校の強者は躍やつ起きとなり、弱者はお前に憧あこがれて強さを望んでいる。数多の人間の注目を集めるお前の才能を、余は引き出したい。お前が全力で戦う姿を、余は見てみたいものだ……」

　そして、どさりと床に頭を転がし、彼はそのまま黙った。

　言いたいことは言い終えた。あとは、もう体力の回復のため眠るだけだと言わんばかりに、ごろんと横になり、目を瞑つむってしまった。すぐに、寝息が聴こえてくる。

　あまりに自由な言動に、くらみは怯おびえつつも困ったような顔をする。

「こ、こんな人が、本校にいたなんて……」

　よりにもよって神ときた。つまりは、狛也のファンということになるのだろう。昇進試験での狛也の戦いぶりに心を奪われた生徒。それが、ラムセス五十三世。

「まったくだな。しかし彼は強い。かなり強い。自分の中に、揺るがぬものがあるからこそ、そんな強さへと繋がるのかもしれんな。ジュリは英雄推進プロジェクトの成功のため。ラムセスは、絶対的な才能を見たいがため」

「で、でもラムセスくんは……ちょっと、極きよく端たんだね……」

　微苦笑して、しかし狛也は首を横に振った。

「ボクだって似たようなものだ。幼なじみの少女のために、この強さを身に付けた。『好きなもの』や『夢』がある人間は、力を得やすいのだと思う」

「好きなもの……夢……」

　ぼんやりと、くらみは口ずさむ。

「そうだ。くらみも何かそういったものを見つければ、変わるかもしれないな」

「狛也くんみたいに……？」

「あるいは、ラムセスのように」

「そ、それは嫌だけど……」

　言って、くらみはそわそわと翼を揺らす。

「わたし、いくつもフォリスがあればいいと思うときがあるよ。ここに来てから、何度も、そうだった」

「ならば、なおのことキミには目標が必要だな。早く見つかるといいな」

「うん……そうだね」

　少しばかり視線を逸らし、髪を触さわってくらみは言う。

　部屋の外で、虫がかすかに鳴いている。風で小さく木々の揺れる音がした。

「ん……？」

　ふと、狛也はくらみのスカートのポケットが、淡く光っていることに気付いた。

「くらみ、何だか、スカートが光ってるぞ」

「……え？　あ、本当だ」

　気づいた後に、くらみがポケットから取り出したのは、トライアングルだ。テトラオルナＵＡ１０２は、橙色の光を放っていた。

「録音の容量がなくなりかけている合図だな」狛也は少しして言った。

「容量……？」

「ボクも前のテトラオルナＢＢ２５８のときに似たようなことがあった。自動録音させていると、そのうちそうなるのだ」

「あ、じゃあ設定変えて、自動で録音しないようにしないと……」

「ちょっと貸してみるのだ」

　狛也はくらみが剣の状態にしたテトラオルナＵＡ１０２を受け取った。ボタンの操作をし、任意で録音するモードに切り替える。

「もしかして、ずっとこのままだったのか？」

「うん、買ったときのまま……」

「では昨日からキミのそばで発せられた音声を、全て拾っていたろうな。例えば……」

　狛也は試しにテトラオルナＵＡ１０２のボタンをいじってみた。

《ふ、ふれー、ふれー、狛也くん、ゲルドくん》

「な、なんでよりによってそういう声を再生するの……？　は、恥ずかしい……っ」

　くらみは赤くなって、慌てた様子で、狛也からテトラオルナを取り返した。

「むう……いい応援ではないか。これをもっと聞いて、明日の対抗戦に挑みたい」

「そ、そんなのダメだよ、恥ずかしいよ……」

　さらに頰を赤らめたくらみは、武器を待機状態にして、ポケットにしまってしまう。

　狛也は少し惜しむ表情をしていたが、やがて村雨の調整を再開した。

　淡く煌きらめく光が、注ぎ込まれていく。

「――あの、狛也くん」

「うん？」

「明日の対抗戦……がんばろう」

　まだ少しもじもじしながらも、くらみはそうささやく。

「レヴァンくんとユーリくんを助けて、みんなで一緒に、対抗戦に出ようよ」

「そうだな。もちろん、そのつもりだ」

　そのために苦心して本校で戦い、ラムセスを捕らえたのだから。本校生に、全力で戦いを挑み、そして勝利する。

　ラムセスには負けられない――そう力強く頷いた狛也は、ふと時計を見上げる。

「そろそろくらみは寝た方がいいのではないか。もう少しで日付が変わるぞ」

「……ううん、起きてる」

　くらみはゆっくりと首を振った。

「何か飲み物とか欲しかったら、言って。わたし、持ってくる」

「……わかった。辛くなったら無理せず寝て良いからな」

「うん……」

　それで、部屋は静寂に包まれる。

　狛也はフォリスを村雨に使い続け、くらみは少し離れた位置から、ぼんやりとその様子を見つめていた。

　時折、彼女はあくびをこらえきれず、我慢してみたり、ほっぺをつねったり、本を広げてその陰でこっそりとあくびをしていた。

　それに狛也は気づいていたが、何も言わず、作業を続けた。

　窓の外から、また小さくフクロウの鳴き声が聞こえてくる。

　波は瀾らんに満ちた日中とは裏腹に――。

　静かな夜の時が、ゆっくりと流れていくのだった。











　　　　第四章　決戦の光







　分校の寮りようの屋上に上がり、狛はく也やは目標を確認する。

　早朝の曇どん天てんの下、不吉な色の雲よりなお不吉な印象を振りまいて、ガルセイン神殿は依い然ぜんとして分校の校舎裏にあった。

　昨晩のうちにレヴァンたちが自力で神殿を脱出できるかと思ったが、やはりそれは無理だったようだ。刑けい罰ばつの神殿は強固で、一刻も早く中にいる彼らを救出しなくてはならないという気持ちが狛也たちの中で強くなる。

「ゲルド、準備はいいか？」

「ああ、いつでも」

　傍かたわらにはアイリスとゲルド。そして、何人かの分校生たち。彼らは静かに、狛也に向けて切実な視線を向けていた。

　ラムセスはこの場にはいない。起きたときに「やはり友達にならないか」とうるさかったので、ゲルドが縛しばったまま本校の片かた隅すみに捨ててきた。別の部屋にいたザキュラスも同じ場所に捨てた。本校生の誰だれかが気づけば、そのうち拾ってもらえるだろう。

「げるど。ぜったい、ればんたちたすけて。あいあい、おねがいする」

　小さな体で近寄り、そう言って見上げるアイリスの瞳ひとみは不安に揺ゆれていた。

「……ふん。期待されるってのもたまにはいいもんだ。それに、俺おれが助けにいくことでレヴァンがどんな顔をするか、興味もある。まあ失敗はねえ。楽にしているんだな」

　アイリスに目を向けることはなかったが、彼なりに本気なのだろう、それ以降は真顔で神殿の方へと顔を向けていた。狛也が、そんな彼に話しかける。

「ではいくぞ、ゲルド」

「その前に、伊い集じゆう院いん、一つ言い忘れていたことがある」

「なんだ？」

「俺は昨晩のうちに、対抗戦のメンバーとして登録しておいた。これが終わったら、てめえらに混まじって本校生をぶっ飛ばす」

　意外な言葉に、狛也は顔を向ける。くらみたちも同様だった。視線を受けゲルドは、

「勘かん違ちがいするんじゃねえぞ。あくまで俺がむかついてるからだ。焼きを入れねえと、本校生のクソどもはどこまでもつけあがる。たまには思い知らせてやらねえとな」

「――ありがとう、ゲルド」

「だから礼を言われる筋合いはねえ。俺は勝手に戦うだけだ」

　それでも、狛也は嬉うれしく思う。以前の彼ならそんなことを言うこともなかっただろう。

　彼だって本校生に、自分の実力をぶつけたいのだ。レヴァンやアイリス同様、彼も前に向かって、歩き始めた。

　狛也はかすかに頷うなずいた後、神しん妙みような顔つきで全員へと告つげる。

「では、作戦を開始しよう」

　両手に光をまとわりつかせると、狛也は小人のフォリスを準備した。練ねり上あげられたラゾンを茜あかね色いろの粒子へと変換し、ゲルドへ向けて解き放つ。

「……妙みような気分だ」

　みるみるうちに、ゲルドが小さくなっていく。人の背の半分に、さらに半分に。そのまたさらに半分に――。

　最後には親指の第一関節よりも小さくなった彼に、周まわりから感かん嘆たんの声があがる。

「す、すごいわさ……っ」

「げるど、まめみたい」

「……どうでもいいが、羽う撫ぶ崎さき、お前もっとマシな物をスカートの中に穿はけよ。安っぽいアンダースコートだな」

「きゃあ……！　そ、そんなとこ、見ちゃダメ……！」

　すかさずスカートを押さえるくらみの横で、ゲルドが、「見たんじゃねえ、見えたんだ」と否定する。

　その横で、狛也はポケットからカードを取り出した。

　皆が注目する。息が呑まれる。狛也は毅き然ぜんとした声音を作ると、

「――村むら雨さめＡＤ４３０」

　ささやかれた武器名に応じて、狛也の手にあったカードが淡あわい光を帯び始める。

　それは細かな粒子となり、螺ら旋せんを描いて無ぶ骨こつなシルエットを顕けん現げんさせる。

　現れた対戦車ライフル型の複製英装を抱かかえ、狛也は銃じゆう口こうをガルセイン神殿へと向けた。

　銃身に備そなわっている二脚が、屋上の縁ふちにゴトリと置かれる。腹ばいになり、狙そ撃げきの態勢になりつつ、狛也は試ためし撃うちを行った。

　衝撃音と共に高速で弾丸が射出される。分校のそばの木の小枝が吹き飛んだのを確認。

　作動に問題はなし。徹てつ夜やで施ほどこした村雨の調整はうまく浸しん透とうしていた。これで、全力での戦闘はともかく、神殿内に弾丸を送り込める。

　準備が整ったことを確認すると、狛也は小さくなったゲルドを摘つまみ上あげた。

　少し強く摘んでしまったのか喚わめく彼に謝り、村雨の弾丸の弾だん芯しんをこじ開ける。そして、その中に彼を入れた。

　銀と金に彩いろどられた弾丸だ。それを装そう塡てん口こうに入れ、ボルトを操作した。

　頼もしい装塡音が、鳴り響く。

　狛也は照準をガルセイン神殿へと向け、深呼吸する。そして、注意を喚かん起きした。

「みんな、離れているのだ。余よ波はで吹き飛ぶかもしれない」

　その言葉にくらみや数人の分校生たちが一いつ斉せいに退しりぞいた。

　アイリスだけが狛也のそばから離れずに立ったまま、語りかける。

「はくや」

「うん？」

「あいあい、むじんとうでくらして、ひとりでさびしかった。がくえんはいっても、ことばで、ばかにされた。でも、さいしょにしんせつにしてくれたのが、ればんだった」

　強い口調でもなく、弱い口調でもない。ただそれに込められたのは、純粋な願い。

　成功してほしいという――想い。

　丸い瞳を神殿に向けて、アイリスは静かな声で口にする。

「ればんは、あいあいにとって、ひーろー。だから……」

　それは信頼だった。どんな目に遭あっていても、それは変わらない。アイリスにとってレヴァンは自分を助けてくれた恩おん人じんで、気安く話せる英雄の子孫の、仲間だから。

「あいあいは、できるかぎりのことをする」

　言って、彼女は武器名を唱となえた。

「――フロッティＫＢ６６６」

　光が降こう臨りんし姿を現したのは、ジークフリートが使っていたという第二の剣。

　幸運をもたらす剣つるぎ。細ささやかな幸せを呼ぶという優しい輝きの剣を携たずさえ、アイリスは射撃の余波に耐えるべく、しゃがみこむ。

「うって。はくや。あいあいが、こううんをよびよせる」

「――了解した。これで万に一つの不具合も村雨には起こらない。レヴァンとユーリを助け、一緒に対抗戦で勝利を飾ろう、あいあい」

「うんっ」

　人にはできることと、できないことがある。

　いつだって状況は自分の力より上を欲するように動き、回り、時には不幸を呼ぶ。

　けれどそんな理り不ふ尽じんも、皆が力を合わせれば打破できるのだと、狛也は強く思う。

　アイリスが願い、くらみが気づき、ゲルドが体を張って、この状況まで来た。

　これで成功しないなんて、あり得ない。

「発射っ！」

　アイリスは、狛也の掛け声が聞こえた瞬間――確信した。

　レヴァンたちは必ず救出できる。

　そう、フロッティの剣の柄えを強く、握にぎりしめながら。
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　ねずみ色の雲が速く流れている。

　時とき折おり太陽の光が差し込み、観客席や本校の校舎を照らすが安定しない。途と切ぎれ途切れに注そそぐ陽光は観客席の分校生をなんとなく不安にさせ、憶おく測そくや懸け念ねんの声を助長していた。

「おい、もう少しで始まってしまうぞ」

　観客席で、一人の分校生が呟つぶやいた。それを期に、次々と似たような声が響ひびき渡わたる。

「もうあと十分もないぞ」「伊集院くん、間に合わなかったの？」「レヴァンたちは、どうしたんだっ」

　焦しよう燥そうの声が飛とび交かうが狛也たちは現れない。本校に設置された観客席からでは、分校の敷地にあるガルセイン神殿の様子は見えなかった。必ず成功させると信じ、分校生たちは不安ながらも観客席までやってきたが、未いまだ彼らは姿を現さない。

　試合開始五分前までに、チーム全員がグラウンドに立っていなければ失格となる。分校生たちの間で、焦あせりの声が交差する。

　そのとき、観客席の最上部にジュリの姿が現れた。

《もうすぐチーム対抗戦を始めるよ》

　長い緋ひ色いろの髪を振り、彼女はマイクで宣言した。

　本校生から歓声が上がる。グラウンドに現れたのは、ラムセス五十三世と、ザキュラスと、小柄な女子、巌いわおのような巨きよ軀くの男子、そして妖よう艶えんな雰ふん囲い気きの女子だった。

　本校生はチームを六人ではなく、一人減らした五人で戦うとのことだった。ジュリが理由を問い詰めれば、ラムセスが「狛也への敬意を表するためだ」と返答した。本校に侵入して自分を捕らえた彼に、感かん銘めいを受けたのだと言う。ジュリは生徒同士に尊そん敬けいの念が生まれるのは良いことだとして、これを了りよう承しようした。

　本校生チーム五人が、諸もろ手てを上げて歓声に応えている。

《ルール説明をするっす》

　和わ田だが観客席の最も下、教師陣が集まる一角で伝達事項を述のべる。

《今日の対抗戦はチーム同士の対決っす。双方に『キング』と呼ばれる生徒を設定し、『キング』が戦闘不能となった側を負けとします。他のメンバーは気絶、降参、審判の教師により戦闘続行が不可能と判断した時点で退場っす》

　グラウンドの隅にある法陣から茜色の光が逬ほとばしった。燐りん光こうに包まれたグラウンドと観客席、どちらもが陽かげ炎ろうのようにぼやけていく。

　次の瞬間、グラウンドが何倍にも引き伸ばされた。

　空間に干かん渉しようするフォリスを利用し、特殊なフィールドを形成したのだ。複数の英雄の子孫が存分に戦えるよう、外界とは異なる広さや理ことわりを備えた場所を作り上げた。

　昇進試験の時より、遙はるかに広いフィールドだった。南北八百四十キロ、東西三百五十キロに及ぶ広大な戦いの場。加えて対抗戦仕様のために地表は岩の柱が無数に並べられ、障害物や壁となるよう配置されている。

　対抗戦の生徒たちはこの広いフィールドを駆け抜けて、相手チームの『キング』を探し出し、倒さなければならない。

　一人の力だけではなく、様々な個性や技術が不可欠な戦い。

《対抗戦開始、五分二十秒前。このまま分校生チームが来なければ、失格になるっす》

　刻限が迫る。本校生たちが、ほくそ笑む。彼らが不戦勝を確信した、そのとき――。

　ワアア、と大きな歓声が、分校側の観客席から響き渡った。

　観客席の入り口にまず狛也が現れた。次ついでくらみ、レヴァン、アイリス。やや遅れてゲルドとユーリもやってきた。次々と、観客席の中腹から跳ちよう躍やくし、岩柱だらけとなったグラウンドに着地する。

《分校生チームの入場を確認。各自、戦闘の準備をしてくださいっす》

　和田のアナウンスを聞き、振り返りながら、狛也が問いかける。

「戻ってすぐの対抗戦だ。……大丈夫か？　レヴァン、ユーリ」

「……まあな。昨日の夜は体力の温おん存ぞんに使ってた。核かくを破壊するのはゲルドがほとんど一人でやったようなもんだし……体力的には、それほど問題ない」

「ぼくも同じです。ふふ、対抗戦、出られて嬉しいです」

「で、でも、わたしたちで、本校生に勝てるかな……」

　そわそわと、くらみが翼つばさを揺り動かす。

「確かに、戦力的には不利ですねえ」

　ユーリが視線を狛也の手に向けて発言する。

「伊集院くん、村雨の調整は、まだ戦闘用には完かん璧ぺきではないという話ですが」

「……そうだ。昨夜は空間のフォリスを極限まで高めて撃つ調整までしかできなかった。テトラオルナＢＢ２５８のように、莫ばく大だいな数のフォリスを合成し、何度も攻撃を可能とするには、もう少し時間が掛かかる」

「それじゃあ……どうするの？」くらみが問う。

「対抗戦の中で調整を終わらせるしかあるまい。――そういうわけで、ボクは『キング』だ。初めは攻めず、村雨で戦える状態になったら、参戦する」

　それは、最大の戦力が序盤や中盤では活躍できないということだ。村雨が狛也の『武器』として完成するまで、他の五人で時間を稼かせぐ必要がある。

「――ふん。それならさっきの言葉通り、俺は勝手にやらせてもらう」

　言うと、ゲルドはポケットに手を突っ込んだまま、飛び出してしまった。慌あわててレヴァンが「待てっ！」と叫さけぶが、彼は見向きもしない。

　土つち煙けむりを上げ、跳躍を重ねると、ゲルドの姿はもう見えなくなってしまった。

「独断で行動を！　あの野郎、チームの意味わかってんのか！」

「まあ待てレヴァン、構わない。彼は自分のやり方でやらせてみよう」

　狛也の言葉に訝いぶかしげな様子で振り向き、ぐっと何かを堪こらえる仕草をするも、レヴァンはそれ以上拘こだわらなかった。少なくとも、表面上は。

「ちっ。わかったよ。――それで、マジでどうする？　狛也がそう言うならゲルドはもういいけど、おれらは協力しないと。本校生には勝てないぜ」

「まず相手の位置を特定しなければなりませんね」

　話を繋つないで、ユーリはブラシの柄を用もちいて、地面に略図を描きだした。

「フィールドは長方形に整えられているようです。しかし広さがだいぶありますねえ。これは索さく敵てきの能力が高くないと、延えん々えんと岩ばかりの景色を眺ながめることになりそうです」

「はくや、てきのすがた、みつけられる？」

　アイリスの問いかけに、狛也は微妙な顔をした。

「通常なら可能だが、本校生側はフォリスでジャミングめいたことをしている。強い妨害の気配を感じるぞ。探知のフォリスを使って彼らの位置を割るのは骨が折れそうだ」

「それじゃあ、どうするの……？」

　くらみの言葉に全員で考えるが、いい案はなかなか浮かんでこない。

　それぞれが難しい顔をして考えを巡めぐらせる中、

《対抗戦開始三分前。参加生徒たちは、南北それぞれで光る三ヶ所の地面のうち、いずれかまで移動してくださいっす》

　開始時間が、押おし迫せまっていた。狛也たちは仕方なく、数キロ離れた、最も近い燐光の地点まで駆けていく。開始地点は、分校生は南端、本校生は北端とのことだった。ゲルドも、別の燐光地点で待機しているだろう。

「……索敵なんだけどよ、おれに考えがある」

　開始地点に着き、まず口を出したのは、レヴァンだった。

「じつは、神殿で核を発見するとき、アイリスが大活躍したんだ。それで――」

　レヴァンはリジルの効力によって、アイリスが核の場所を見み出いだした経けい緯いを話した。

「わさ、それって……」

「うむ、いける。それができるのならばだいぶ楽になる。あいあい、どうだ？」

「うん。やってみる。――リジルＫＤ６６６」

　アイリスがスカートのポケットから取り出した液体金属製の定規から、光が溢あふれる。螺旋を成し、宙に舞う粒子が集まり、小振りの剣を形作っていく。

　剣が現れると、アイリスは髪を掻かき上あげ、しばらく耳をそばだてる。

「……きこえた。じゅういちじのほうこう。ずっとさき。ごにん、おなじばしょ」

「す、すごいよ、あいあいちゃん……」

　びっくりして、くらみが口元を覆おおった。

　広大なフィールド上にある途と方ほうもない数の岩柱。そのいくつかから放たれる、声なき声を、アイリスは確かに聞き取っていた。

「ラムセスが友達になりたがるのも頷けるな」

　狛也の賛さん辞じに、アイリスがリボンを揺らしてはにかむ。

「あいあい、みんなのやくにたって、うれしい」

　仮にＭＶＰを決めるのならば、早くも候補に挙がるアイリスの功こう績せきに、皆が沸わき立たつ。

「では……戦闘中も互いに意思疎そ通つうができるよう、ボクがフォリスで道具を創る」

　言って、光の粒子と共に狛也の手のひらに現れたのは、小型のバッジだ。

「それに声をかければ、同じ物を持つ者同士、声を届けることができる。……あいあい、対抗戦の間、相手の位置を探知したら、その都つ度どそのバッジに声をかけ、みんなに敵の居場所を教えるのだ」

「うん、あいあい、おぺれーたー？」

　その通りだと、狛也が頷く。

　皆に同じフォリス製のバッジを配った。それぞれ襟えりの部分に取り付けていく。

　そのとき、フィールドの上空に、気配を感じて狛也たちは視線を投じる。

　天てん道とう虫むし、蜜みつ蜂ばち、蝉せみ、兜かぶと虫むし……虫の形をした光の物体が、上空を飛び回っていた。

　教師たちが戦いの推すい移いを把は握あくするために作り出したフォリスの虫たちだ。その眼で映したものは、審判席の教師にも映り、対抗戦の推移や生徒の戦闘不能を判断する。

　観客席の頭上のモニターにも、その映像は届けられる。普通ではとても把握できない茫ぼう漠ばくとしたフィールドに、次々とフォリスの虫たちが散っていく。

　それを見上げた後、改めて狛也はみんなへ声をかけた。

「さて。あとはどうやって村雨の調整終了まで時間を稼ぐかだ。いい案は、ないものか」

「……一つだけだが、策さくがある」

　またもレヴァンが口を開く。

「鍵かぎは羽撫崎だ。おれが羽撫崎に摑つかまって、本校生のところまで運んでもらって、それで爆撃する。序じよ盤ばんの流れは、それでなんとか作れると思う」

「え……わたし？」

　目を丸くして翼を揺らすくらみに、レヴァンは頷く。

「そうだ。狛也が全力を出せない以上、一番速くあいつらのところへいけるのは羽撫崎だ。あいあいは索敵しなきゃならないし、ユーリは複製英装をメンテナンスに出してて全力は無理。ということは、羽撫崎が運んで、おれが攻めるしかない」

「で、でもわたし、レヴァンくんを連れて飛べる自信、ないよ……」

「……それなら、ボクがフォリスで補強しよう」

　狛也は断言した。淡く小さな光を放ち、レヴァンの体を包み込む。灰色の粒子。砂粒のように細かいそれらが、彼の全身にまとわりつく。

「重力減のフォリスだ。以前に、これを自分にかけてボクはくらみに空へと連れて行ってもらったことがある。くらみの運うん搬ぱん能のう力りよくの不足は、これで補おぎなえるだろう」

「……あいあいもすごいけどよ、狛也、お前もほとんど万ばん能のうの英雄だよな……」

　さすがにこうも立て続けにぽんぽんと色々なフォリスを使われると、レヴァンとしてはもう呆あきれるしかない。

「……ありがとう。ボクにとっては、最高の褒ほめ言葉だ。ボクはそういう風になんでもできて、みんなを導みちびける人になりたいのだ」

　照れるでもなく、威い張ばるでもなく、ただ単純に、嬉しそうに狛也は言う。レヴァンは苦笑した後、「頼りにしてるぜっ」と手を差し出した。パァンッ、と小こ気き味み良よい音が二人の間で鳴り響く。

　そして狛也は、腰こしの位置くらいに手を差し出した。

「本校生は強敵だ。だがボクらは負けん。分校のため、みんなのため、勝利しよう！」

　レヴァンが、まず手を重ねた。

　その上にアイリスが、ややあってユーリがそれに続き、最後にくらみが「頑張るわさ……っ」と手を載のせていき、全員で掛け声を上げていった。

《ただいまより、チーム対抗戦を開始するっす》

　対抗戦開始の笛が鳴り響く。フィールドの縁の色が変わる。戦いの余波を遮しや断だんする障壁のフォリスが展開される。空気が、戦いの熱気と興奮に染まっていく。

「――村雨ＡＤ４３０」

「ソーグラスＵＣ３６２」

「フロッティＫＢ６６６」

　狛也が、レヴァンが、アイリスが次々と複製英装を顕現させる。彼らは互いに頷き合うと、レヴァンが大きく声を張り上げた。

「よし、いくぜ羽撫崎！　先手必勝だっ！　本校生に、目に物見せてやろうぜ！」

「うん、がんばるよ……っ」

　大きく翼を広げ、くらみの左手をレヴァンが握る。

　風が起こった。

　白く輝く羽根が、いくつも散っていった。

　茫ぼう漠ばくとしたフィールドの果てに向けて、くらみとレヴァンが往ゆく。




　風を振り切り、重力を断ち切り、放たれた矢のようにくらみは飛ぶ。

　その速度は、傍はた目めから見ると――もはや雷光だった。砂肌や岩柱があっという間に後ろに流れ、雲が近づいては、視界の後ろへ消えていく。

　広大なはずのフィールドの反対側が、見えてきた。

　本校生五人は未だ最北端である初期位置から動いていない。彼らを視認すると、くらみは繋いだ手の先へと声をかける。

「レヴァンくん……！」

「おっしゃあ！　ぶっ放すっ！」

　ソーグラスＵＣ３６２から飛び出た幾いく本ほんもの針が、地上へ向けて放たれた。

　突とつ如じよ空から飛来した襲撃に、完全に本校生は出遅れた。鉄板すら貫通する針の雨が次々と降り注ぎ、確実に本校生に衝撃をもたらしていく。

「第二撃ぃ！」

　緑の光を備えて振られたソーグラスの剣身から、一抱えほどの果実が落とされる。

　くらみが大きく旋せん回かいする間に放たれたそれは、内部にたっぷりと茨いばらを含んだフォリスの果実だ。合計六個、ソーグラスが振られるたびに一つずつ生まれた球体が、針の猛もう威いで耕たがやされた地表へ落ちていく。

　接地と同時に、果実が破は裂れつする。

　中にぎゅうぎゅう詰めにされた茨が、瞬間的に内部から前後左右に向かって、射出された。麻ま痺ひ毒どくでぬらぬら光る茨が容よう赦しやなく本校生へと絡からみついていく。

　攻撃はそれで終わらない。

「くらえっ、第三撃っ！」

　針と茨の織おりなす混乱の中、レヴァンが降ろしたソーグラスからいくつもの雫しずくが生み出された。

　見た目だけなら針や茨より平和的な光景だったが、効果は最も激げき烈れつだった。それは酸性の雫。触れたものを溶とかしてしまうフォリス。滴したたった先の岩は溶け、砂は黒く染まり、石や草も見る間に溶けていく。

「最後に、とっておきだっ！」

　ノコギリめいた凶悪なフォルムに変形したソーグラスから、翠みどり色いろの光刃が放たれた。空に登ろうとしていた土煙がずたずたに裂かれる。上空よりギロチンの残ざん虐ぎやくさを思わせる光の刃やいばが放たれた先――爆発が起こった。

　岩と土の眼下で破壊のエネルギーがぶつかり、地上は土煙が吹き荒れる。

　――いける！

　レヴァンは確信した。本校生にだって、不意打ちは通用する。

　あいつらだって無敵じゃない。策を練り、皆と協力すれば、戦える。

　このときレヴァンは、粉ふん塵じんの上がる地表を見て手応えを感じていた。

　しかし――。

　地上から、太く激しい勢いの水すい蛇じやが解き放たれた。水のフォリスで編あまれたそれは滞たい空くうするくらみの翼のすぐ横を奔はしり、衝撃波を発生させる。

「きゃあっ……！」

　翼を広げ、必死にくらみはバランスを保たもとうとするが、焦りでうまくいかない。

　そこへ、土煙の下から、炎や氷の塊かたまりや毒々しい闇やみの礫つぶてが立て続けに放たれた。

「――よ、避よけろ！　羽撫崎っ！」

　レヴァンがソーグラスを振り必死になってそのいくつかを迎撃するが、防ぎきれない。数発がくらみの羽根に当たり、さらに態勢が崩くずれ、飛行能力が失われていく。

　そして――。

　くらみとレヴァンの眼前に、白と橙だいだいの球体が現れた。

「しまっ――」

「きゃあ……っ」

　太陽のフォリスの灼しやく熱ねつが直撃する。

　全方位に放たれた熱波は、元々態勢を崩していたくらみから完全に飛行能力を奪った。

　紅ぐ蓮れんの光に焼かれて上昇することも旋回することもできず、くらみはバランスを失って激しくよろめいてしまう。

「羽撫崎！　――ぐあっ！」

　もはやくらみに飛行する余裕はない。

　熱と光にもまれて蛇だ行こうしながら、彼女とレヴァンは、真まっ逆さかさまに岩場へと墜つい落らくした。
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「さて、それでは皆さん、用意はいいですか？」

　ザキュラスの冷れい然ぜんとした声が響き渡る。

　空から放たれたレヴァンの攻撃は大したことはない。むしろ彼らの奇襲は、本校生にとってほとんどウォーミングアップだ。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくたる表情の五人のうち、最も背の低い少女が口を開いた。

「そういえばザキュラスとラムセス。分校生に捕まった影響は、残ってるのにゃん？」

　風変わりな語尾の少女だった。髪をツインテールに結び、リボンで飾った彼女に、振り向いたザキュラスは、

「問題はありません、テテ。むしろ戦意が高こう揚ようして気持ちが良いくらいですよ。これで彼らを徹底的に痛めつけられる」

「あはは。ザキュラスは怖い人だなぁ」

　テテと呼ばれた少女は、次に玉ぎよく座ざに座る生徒へと視線を移す。

「ラムセスは？　元気かにゃん？」

「余よは今までで最高に胸が躍っている。狛也と直じかに戦える以上の幸福が、この世にあるか？　否いな、あり得ない。この戦いが終われば、余はもう死んでもいい」

　ザキュラスが喉のどの奥で笑った。

「いや、死んでしまっては困りますよ。――では後詰めは任まかせたぞ、ラムセス」

「わかっている。役割は理解している。存分に遊んでくるがいい、ザキュラス、テテ、イカリア、カデナよ。お前たちが適当に遊んだ後は、余が全てを終わらせてやろう」

　その言葉に、テテたち他の本校生はそれぞれに笑みを浮かべた。勝利という結果をすでに確信した嘲あざけりの笑み。

　狛也がいようといまいと関係ない。分校生をどうやって料理するか、それだけだ。

「――アケローンＳＤ６６７」

「ダイダロスＫＣ４９４」

「プルーリーヤＫＤ６１３」

「アヴァロンＡＣ５０６」

　本校生たちの口から、力強く武器名が唱えられていく。粒子が螺旋を描き、名だたる複製英装が次々と光こう臨りんする。

　ラムセスを除のぞいた四人の本校生は、風となり、その場から即座に消え失せる。

　戦場を駆け抜ける、強大な気配。

　くらみとレヴァンが墜落した地点まで、五分とかからない。
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　迎撃された場所から数キロメートル離れた地上。岩柱と砂ばかりの場所に、くらみとレヴァンは不時着していた。

　体の節ふし々ぶしが痛いたむ。まだレヴァンは戦闘を行うことが可能だが、くらみは戦いどころではなかった。火傷やけどはレヴァンの回復のフォリスで治したが、ぶるぶると、震ふるえてしまっている。

「羽撫崎、大丈夫か？」

「あの、ごめん、レヴァンくん。わたしが、避さけきれなかったから……」

　謝る気力があるだけでもマシだったが、彼女の表情は曇くもっていた。せっかく役に立てると思ったのに、あっさりと迎撃された現実。自らの体を抱き締め、恐こわ々ごわとくらみは攻撃された光景を思い出している。

「でも、もう一度、飛ばなくちゃ。これじゃ、わたし、役立たずだもの」

「いや、無理すんな」

　健けな気げに飛ぼうとするくらみは立派だったが、やはり相手が悪かった。本校生は奇襲では倒せない。彼らに油断はあっただろう、これほど短時間に索敵を終わらせ、攻撃をしかけてくるなんて、思ってもいなかったはずだ。

　それでも本校生は――やはり強い。

《――ればん。きをつけて》

　そのとき、襟につけていた、狛也から渡された遠話用のバッジから声が聞こえた。

　アイリスからの注意の声が届く。

《ほんこうせい、さんにん、そこにむかってる》

　ハッとして振り返ってみれば、恐ろしい勢いで、強い気配がこちらに向かってくる。

「レヴァンくん……？」

「羽撫崎は下がってろっ」

　突如暴力的なまでの速度で、岩石が襲いかかってきた。

　横っ飛びで回避したレヴァンは、くらみを守るために茨で彼女の周りを囲って壁を形成する。

　即席の上に、本来レヴァンは回復のフォリスほど防御系のフォリスが得意ではないが、そうも言っていられない。数発ぐらいなら攻撃に耐たえられるとは思うが――。

　そう思っていた矢先に、岩の塊と、鎖くさりと、五本のナイフが、風を切り裂き襲いかかる。

「レヴァンくん、右……っ！」

　とっさにかわして難なんを逃れたレヴァンだったが、くらみが叫んだ瞬間――三つの影が、音速に近い速度で迫ってきた。

「くっ……っ!?」

　地面が、爆裂する。

　レヴァンに向かってきた三つの影の右――最も巨体の本校生が、岩柱をすり抜けて、砲弾のような拳こぶしを叩たたきつけてきた。

　とっさにレヴァンは避けることには成功したが、木こっ端ぱ微み塵じんとなった地面の欠片かけらがレヴァンの手を傷つけ、頰ほおをかすめ、風圧で吹き飛ばされる。レヴァンはごろごろと地面を転がり反動で立ち上がった。その目の前に、本校生の一人が着地する。

　巨体だった。

　まるで岩をくり貫ぬいたような無骨な顔。隆りゆう々りゆうとした四し肢しの筋肉、白い本校の制服が、あまりに鍛きたえ上げられた肉体のために、盛り上がっている。

「脆ぜい弱じやく。戦うにも値あたいしない。無様に我の拳を受け、眠っていろ」

　太く威圧的な声と共に合わされた両の拳が、断罪の鎌かまのように振り下ろされた。

　レヴァンは必死に横に避けた。直後に反撃しようと飛びかかるが、簡単にかわされる。その生徒はただ巨体なだけでなく、身のこなしも軽かった。巌のような彼の背中には、岩でできた翼を生やしていたのだ。

　――豪ごう腕わんに、岩でできた翼だと!?

「まさか勇者イカロス――その、末まつ裔えいか!?」

「いかにも」

　突き出された拳が、ソーグラスで受けようとしたレヴァンを簡単に弾き飛ばした。背後の岩柱に激突する。土煙が濛もう々もうと立ちのぼる。巨体の生徒は、轟ごう然ぜんと名乗りを上げる。

「刮かつ目もく。その目に刻きざめ。その耳に刻め。我が名はイカリア。翼の勇者、イカロスの子孫である」

　奴ど隷れいである母のために出陣し、暴走した超獣を食い止めるために戦い、自分より遙かに巨大なその敵と死闘を演じた勇者。その果てに、翼をむしり取られて重傷を負いながらも、最後には討とう滅めつを果たした英雄の末裔。

　その拳は、それだけで凶器。岩の翼は頑がん強きようであり、俊しゆん敏びんな飛行を可能とする。

　握りしめられた豪拳が、レヴァンの腹へ放たれた。

「くそ……っ」

　かろうじて後ろに退き、距離を取るレヴァンだが、その体に突如、鎖が巻き付く。死角から襲ってきた暗黒色の鎖は、レヴァンの自由を奪い、空高く掲かかげ、次の瞬間――猛烈な勢いで振り下ろした。

「うああっ！」

　盛せい大だいに亀き裂れつが走った地面の上で、レヴァンは苦痛に声を上げる。さらに拘こう束そくされるのかと思ったが、鎖はその叩き下ろしだけで離れていった。けれど、頭上にはすでにイカリアがいた。組まれた鋼の両拳。それが、うつ伏せのレヴァンへ叩きつけられる。

「断だん罪ざい。弱き者に、裁さばきの鉄てつ槌ついを与えよう」

　レヴァンの背中が、くの字に折れ曲がった。顔面から凄すさまじい勢いで地面に激突し、イカリアの追い打ちのラリアットをくらい、何度もバウンドして転がる。

「くそ……っ」

　起き上がり、睨にらみつけ、振り向きざまソーグラスを下から上へ大きく掬すくい上あげた。

　レヴァン最大の威力を誇ほこる光の刃が、地面を削けずりながらイカリアへと迫っていく。刃は真正面に直撃し、大きな土煙をまき散らす。

　だが――濛々と立ち込める土煙が晴れた先で、イカリアは平然としていた。制服に刃の傷はある。けれど顔色すら変えずに首を傾け、こきり、こきりと動かしている。

「くそ……ダメか」

　顔を歪ゆがめて悔くやしがるレヴァンの前に、新たな本校生が着地した。

　髪をツインテールに結んだ小柄な少女だった。手には傘かさ。桃色のやたらと派手な防雨具が春の陽光を思わせる燐光をまとっており、傘の縁にはたくさんのアクセサリーが取り付けられていた。傘をくるくると回すと、デフォルメされた馬や羊や熊のアクセサリーが、まるでメリーゴーランドのように優雅に回転する。

「はーい、テテの参上だにゃーんっ！」

　少女が軽やかに叫んだ直後、傘から水色と白のコントラストを描く光が、イカリアの元へと逬った。すると次の瞬間、レヴァンが当てた光刃の跡が、何事もなかったように消え失せる。

「な――っ!?」

　愕がく然ぜんとするレヴァンに、八や重え歯ばを覗のぞかせて少女は言う。

「残念だにゃん。きみのフォリスはいくら当てても意味がないよ。なぜならテテが即座に治療して、治しちゃうもん」

「回復の、フォリスかっ？」

「違う違う。テテの複製英装、アヴァロンＡＣ５０６は、周囲数メートルの味方の傷を癒いやすんだにゃん。――即座に癒やしの効力を与えるラブリーな傘。きみの攻撃は元々イカリアには大して効果がないけど、これで完全に無意味だぜい」

　特徴的な語尾で己おのれの武器を誇示する少女に、レヴァンは歯ぎしりする。

　本校生の、圧倒的で巨大な力。ぶるり、と体が震えていく。

　――そのときレヴァンの体に、またも鎖がまとわりつく。イカリアでもテテでもない三人目が放った暗黒色の鎖は、容易たやすくレヴァンを宙へ振りかざすと、盛大に地面へ叩きつけた。放射状に地面が割れ、肺の中の空気が全て吐はき出だされ、苦く悶もんに歪むレヴァンの視界に、轟然と放たれるイカリアの回まわし蹴げり。

「レヴァンくん、避けて……！」

　言葉は間に合わない。叫んだくらみの前で、レヴァンは腹に一撃もらい毬まりのように吹き飛んだ。凄まじい勢いで岩柱に激突し、轟音と共に岩の欠片が周囲へ飛散する。

「注意。カデナよ、我の獲え物ものだ。鎖で縛るなど、余計なことをするな」

　イカリアにぞんざいな声を投げられた三人目の本校生は、肩をすくめた。妖艶な雰囲気の女子生徒だった。歩くだけで異性を誘ゆう惑わくし、邪よこしまな心を抱かせるような雰囲気を持つ彼女は、身長よりも長い鎖をじゃらりと鳴らしながら、よく通る声で言った。

「あら。でもあたしも楽しみたいのよ。イカリアとテテだけじゃずるいわ。それに、なかなかイイ男の子じゃない。あたしは好みだわ」

「嘆たん息そく。カデナよ、お前のお遊びに付き合っている暇ひまはない。分校生は粉ふん砕さいする。それだけだ」

「もっと楽しんでから地面に伏ふせさせたいわ。ねえイカリア、三分だけ時間をくれないかしら？　ちょっとその子にイロイロしてみたいのよ」

「あははは！　やっちゃえ、イカリア、カデナっ！」

　笑うテテがくるくる傘を回して陽気にステップを踏む。

　レヴァンが土煙を風で払い、歯は軋ぎしりして三人を睨みつけるが、彼らは玩具おもちやを眺めるような目つきで見返すだけだ。

　残るほとんどの気力を乗せて、レヴァンはフォリスを放った。弓矢に変形させたソーグラスで立て続けに矢を発射。しかしイカリアに命中したそれは次の瞬間、傘型の複製英装アヴァロンの効力によって完全に治療され、無意味と化す。

　――ダメだ。

「羽撫崎！　逃げろ！　こいつらはおれが足止めする！　お前は狛也と合流して――」

　たん、とテテはカデナのそばに跳躍して、アヴァロンを発動させる。

　戦いの余波でカデナの制服にわずかに付着した土が、完全に払われていた。テテの複製英装は傷だけでなく、見み栄ばえすら完全に元通りにする。

「あら、ありがとうテテ。たまには役に立つのね？　戦闘力は低いのに。あたしの美び貌ぼうを取り戻させるくらいには意味があるわ」

　鎖をジャラジャラ鳴らす妖艶な彼女に向けて、テテは邪気のない笑みで返した。

「あー、ひどいなカデナは。いつかイカリアやカデナと同じ戦闘力は身に付けるもん。アーサーの子孫でもないのに頑がん張ばってアヴァロン使ってるし。いつまでも弱いままなんて言われたくないにゃん」

「逃げろ羽撫崎！　早く！」

　余裕で雑談すら交わす本校生を前に、レヴァンは必死に叫んだ。

　壁となっていた茨の覆いのうち、イカリアたちとは反対の方面が開いていった。雄お叫たけびを上げながらレヴァンが剣技を繰り出していく。

　けれど、彼では敵かなわない。斬り下ろしたソーグラスの一撃は弾かれ、あるいはかわされ、当たったとしてもテテのアヴァロンの力で本校生たちに決定打は与えられない。

　くらみは悔しさに顔を歪めて、茨の覆いから出る。

　それに気づいたカデナが暗黒色の鎖をくらみに向けた。レヴァンが必死で光刃のフォリスを放ち、鎖の先端を逸そらす。巨岩を持ち上げて、イカリアがくらみに投とう擲てきする。

「羽撫崎――っ」

　巨岩が来るぎりぎりの瞬間、くらみは翼を広げて飛んだ。

　イカリアの投げた巨岩は、くらみに当たらず墜落したが、本校生三人は逃げたくらみよりレヴァンを痛めつけるほうが面おも白しろいとして、意識を彼だけに向ける。

　レヴァンは奥の手として、草でできた五人の人形を渾こん身しんの力で生み出していく。

　棘とげだらけの剣、槍やり、斧おのをそれぞれの人形に持たせ、彼は果か敢かんに攻めていく。

　それでも劣勢は、誰の目にも明らかだ。

　くらみは悔しさで目に涙を溜めながら、飛翔するしかない。奇襲は――失敗した。
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「はくや、むらさめ、まだつかえない？」

「あと十二分かかる」

　レヴァンたちから遙か後方、分校チームの初期位置で。

　不安の滲にじみ出でるアイリスの声に、狛也はそう答えるしかなかった。

　調整は行っている。一刻も早く戦線に出るべく、同時にいくつものフォリスを用いて、村雨ＡＤ４３０を戦闘用として、最適化する力を注ぎ込んでいるのだ。

　けれど、それはやはり時間が掛かっていた。

　本来ならもっと腰を入れて行うべき繊せん細さいな作業を、無理やり行おうとしているのだ。その調整は難しく、狛也に多大な負ふ担たんを強しいていた。

「もう少しだけ待ってくれ。レヴァンの足止めを無む駄だにはできない。彼が頑張っているからこそ、ボクたちは無事なのだ。あいあい、今は耐える時だ」

「あいあいは、あいあいは……」

　切なそうな声を、アイリスは洩もらした。

　レヴァンを助けにいきたい。

　けれど、それをやったら彼のしたことが無駄になる。バッジからレヴァンの奮戦の様子が聞こえてきた。彼は戦っている。今、この瞬間も。

　そこにアイリスが向かうことは、必死になって本校生を足止めしている彼の努力を水泡に帰させてしまう。レヴァンのためには、レヴァンを助けに行かないという矛む盾じゆんした現状に、アイリスは苦しそうに胸を摑む。

　そのとき空の彼方かなたを見ていたユーリが、凄まじい勢いで飛んでくる影を見つけた。

「あれは、くらみさんではないですか？」

　しかし彼女の進路はでたらめで、このままでは不時着で大おお怪け我がのコースだった。

　ユーリはとっさに風のフォリスでくらみの進路に大きな風の渦うずを作った。そうしてくらみの飛行速度を落とさせ、安全に着地できるようにする。

　飛ぶ勢いを減じてもらったくらみは、それでも危なっかしい飛行で、三人のところへ降りてくる。泣きそうな表情のまま、皆のもとへと駆け込んできた。

「ご、ごめんなさい……。みんな。わたし、レヴァンくんを置いて、自分だけ……」

「くらみ、気にするな」

　狛也が声をかけるそばで、ユーリも語りかけていく。

「そうです羽撫崎さん。あなたは見事に先制攻撃へ貢献しました」

「でも、わたし……」

　心配そうにレヴァンのいる方向を振り返るくらみに、アイリスが柔やわらかな声をかける。

「だいじょうぶ。くらみ、がんばった。いまはやすんで。まだ、はじまったばかり」

　その声を聞いて、狛也は胸が痛んだ。アイリスもレヴァンが心配だろうに、それでもくらみには辛つらそうな顔を見せず、優しく彼女の手を握った。

「みんな……」

　くらみは少し涙ぐんで、翼をもぞもぞとさせ、感かん極きわまったような声を出す。

「ありがとう……」

　狛也は、小さく体を震わせている彼女の肩にゆっくりと左手を添そえた。

　そして、まだ不安そうな顔をしつつも、しっかりと地面に立つ翼の少女へ向けて、回復のフォリスを施した。淡い光がくらみの体を覆っていく。

「ラムセスたちにやられた傷を、回復しておかねばな」

「うん。ありがとう、狛也くん。いつも、こんな……頼りっきりで……」

　青い光がくらみの体を癒やしていく。その様子を見守った狛也は、

「貸しにしておこう。いつかボクがピンチに陥おちいったとき、返してくれればいい。期限は――まあ、適当に半年の間といったところか」

「あの、それを過ぎても返せなかった場合、どうなるの……？」

「ふっふっふ……。それを聞くのか？　健全な男子であるボクは、普段から女の子に対し、色々と妄もう想そうをしているのだぞ？」

「わ、わたし頑張らないと狛也くんに弄もてあそばれちゃうよ……！」

「わあ、くらみ、がんばれ。あいあい、おうえんしてる」

「くらみさんがどうなろうと、僕も見守りますよ」

　わさー!?　と翼を広げて慌てるくらみに、一同は笑う。

　束つかの間ま、和なごやかな空気が流れた。

　張り詰めていた緊張がほころび、皆に笑顔が戻った直後――。

《――あたしから、大事な報告があるんだよ》

　冷水を浴びせられたかのように、一同は振り返る。

　視線を声のする方へと向けると、上空、百メートルほどの位置に、巨大なジュリの全身像が浮かび上がっていた。

《みんなが日頃から鍛きたえた技を競って、フィールドを駆かけ巡めぐる様子を見ていたよ。特にレヴァン・シルベスの奮闘は、伝説になるかもしれないね。思わず、あたしもそこに行きたいって思っちゃった》

　声は対抗戦の会場全域とその外にまで及およんでいる。椅い子すへ腰掛けたジュリが優雅に足を組み替えた。髪に巻かれた儀礼槍が、軽く音を立てる。ジュリの映る映像の左右にはフィールドを見守る生徒たちの映像も映しだされた。彼らの表情は、緊張でぴたりと彫像のように止まっている。

《それでね、あたしは思ったの。この対抗戦を、もっと実のあるものにしたい。血湧わき肉躍る、最高の舞台へと昇しよう華かさせたいの。だからね、あたしはね――》

　凍こおりついた時の中で、ジュリの声はよく通る。

《――対抗戦のフィールドに、Hasturハスターを投入するよ》

　言葉の意味が行き渡るまでに数秒。

　やがてどよめきが響く中、ジュリは黒い五角柱を手にし、薄く笑みを作る。

《本校生のみんなには、すでにお馴な染じみのものだね。自律兵器Hasturは、近くの敵を襲い、多大なダメージを受けるまで襲い掛かっていくよ。強さのレベルは最高に設定しておいたから、狛也も注意して。油断すれば、あなたも大怪我をすることになる》

　絶句したまま誰もが動かない。ジュリの映像が出ている隣となり、観客席を映す映像で分校生たちも、本校生たちも、ジュリの一いつ挙きよ一いち動どうに目を奪うばわれている。

　次いでジュリが胸のポケットから取り出したのは、三つのダイスだ。何の変へん哲てつもないそれを、巨大な映像の中でジュリは高く掲げる。

《Hasturを投入する数は、この三つを振って出た目を、かけた数にするよ。さあ！　祈って？　一から六まである数字、三つかけると最小は一で最大は二百十六だね。投入されるHasturはたったの一個か？　それとも申し分ない二百十六個か。みんなの祈りで、対抗戦の熾し烈れつさが決まるよ》

　そして何の溜ためもなく、ジュリはダイスを放り投げた。

　彼女の横に映っていたテーブルに、それは落ちる。何度か跳ねて転がっていく。

　そうして、出たダイスの目は――。

《さて。みんなに算数の問題だよ。６×６×５は――なーんだ？》

　ざわり、ざわりと観客席の方から声がする。「噓うそだ、そんな」「あんな物騒なものを、百八十個も!?」「いくらなんでも、厳しすぎる！」

《変更はしないよ。じゃあじゃあ、伊集院狛也とラムセスたち。頑張って。英雄の子孫に最も必要なもの。それはどんな事態にも対処し、苦難を跳はね除のける力なんだ。やる気があるだけではいけないの。才能だけでも駄だ目め。時に理不尽とされる状況に対応できる者だけが、栄光の未来に突き進める》

　それで、映像は消えた。観客席の映像も消え、フィールドは静せい寂じやくに満たされた。

　このとき学園中の誰もが思った。ジュリは支配者なのだと。同時に、試練を課す者なのだと。可能な限り生徒の才能を引き出し、試し、技術を磨みがかせようとする。

「――伊集院くん」

　黙って視みていたユーリが、狛也に問いかける。

「村雨の調整が終わるまで、急いだとして、あと何分ですか？」

「最短でおよそ五分だ」

　極限まで短縮された数字を狛也は即答する。

「だが、それはぎりぎりの調整をした場合での時間だ。それだと全力射撃を行った場合、数回撃っただけで村雨が爆散するだろう。ボクとしては、最低でも八分は欲しい」

「やはり時間稼ぎが必要ですか……」

　ユーリは微苦笑して、肩をすくめてみせる。

　普通ならば大したことのない時間が、ひどく長く感じてしまう。本校生はそれだけの時間があれば索敵を終えて向かってくるだろうし、Hasturも襲いかかってくるだろう。

　見上げれば百八十個の五角柱が、戦場へとばら撒まかれ、広大なフィールドへ落ちていく。そのうち九つは狛也たちの方へと向かってきていた。

　もう間もなく、ここも戦いの場になる。

「複製英装なしで、どこまでやれますか？」

「本校生五人を倒すことはできる」

「それは、噓ですね」

　即答した狛也に、ユーリはゆっくりと首を振る。

「いま、伊集院くんの眼にほんの一瞬、躊躇ためらいが過よぎったのを僕は見逃しませんよ。伊集院くんはラムセス五十三世を含んだ五人全員を追い詰めることはできる。けれど、倒すのは容よう易いではないでしょう。彼らもこの時のために、入念な準備をしてきたはずです。本校へと侵入し、行く手を阻はばむ壁を壊し、ラムセスとザキュラスすら捕らえたあなたに対し、油断なんてするわけがないです。……ゆえに、僕も時間稼ぎする必要がある」

　そう言いながら、ユーリの姿は徐じよ々じよに薄くなっていった。

「あ……」

　と、くらみとアイリスが声を出した直後には、ユーリはもういなかった。

　風が過ぎ去ったかのように、道化師めいた姿は、忽こつ然ぜんと視界から消えていた。

　透明化かそれに近いフォリスを用いて、移動したのだろう。

　狛也に万全の状態で戦わせるために。彼も戦地へ赴おもむいた。

「ユーリ……すまない。頼んだぞ。ボクは、村雨に全力を注ぐ」

　対抗戦はより熾烈と化した。

　狛也はより一層、村雨ＡＤ４３０にフォリスを注ぐことに神経を集中させる。

　みんなと共に、勝つために――。
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「それにしても、惜おしかったねえ」

　大地を駆け抜けながら、長い二房の髪をなびかせテテが残念そうに言う。

「あと少しでレヴァンを倒せたのに。あの男、ジュリさまがしゃべって私たちが注目してる間に、逃げやがったのにゃんっ」

　イカリアが岩の翼を羽ばたかせて、不満の声を洩らす。

「同意。すぐには潰つぶさずに、わざわざ相手をしてやった我らの立たつ瀬せがない。羽の女が逃げたとわかれば、とんずらか。情けない」

　艶つやめいた微笑ほほえみを浮かべながら言ったのは、カデナだ。

「あら。別にいいじゃないの。あんなザコがいくらいてもあたしには脅きよう威いにはならないわ。本当に危険なのは伊集院狛也なのよ？　彼だけは、あたしたちが全力で挑いどんでも絶対に勝てない相手」

「同意。認めたくないが化け物は存在する。敵前逃亡を図ったザコとは、雲うん泥でいの差さである化け物が」

　彼らはただ単純に駆け抜けているわけではなかった。全力疾走ではないが、三人はそれぞれ索敵のためのフォリスを放ちつつ駆け抜けていた。

　狼おおかみや豹ひよう、ハイエナなどを模もした光の猛獣が生み出されては散らばっていく。

　猛獣の形を模した索敵のフォリスはそれぞれが目であり、耳であり、鼻の機能を持っている。猛獣たちが知覚したものは全て後方で待機するラムセスへと渡り、数百キロ離れた位置からでも『攻撃』することが可能になる。

　同時にそれはHasturに対する囮おとりにもなり、強い光を放つことで、本校生から遠ざけることに成功してもいた。

「それにしても、イカリアのその翼、便利だにゃん」

　テテがイカリアの岩の翼を羨うらやましそうに見つめる。

「あたしも翼ほしいな。羽撫崎くらみだっけ？　あたしたちから逃げた女の子。彼女が飛んでいったときも思ったけど、飛ぶのって気持ちよさそう。空を駆けるとき、どんな気持ちなのかにゃん。やっぱり、風を切る感じ？」

「返答。地を這はう者が虫けらのように感じる。一度味わえば、やみつきになる」

「あ、その目、飛べないテテたちのこと、見下してる？　イカリアはひどいなあ」

「肯定。我は自分より弱い女と共に戦うなど、反へ吐どが出そうだ」

　イカリアの暴言に、甘い笑みを湛たたえてカデナがたしなめる。

「あら、そんなこと言ったら駄目よ。テテはものすごく弱いのよ？　そこは役割としてもあなたが盾たてになり、剣になってあげなくちゃ、あっという間に負けちゃうわ？」

　そして付け加える。

「今回の対抗戦でどれだけポイントが稼げるかしらね。今のところ、一番活躍したのはあたしよね。散々レヴァンを翻ほん弄ろうしたもの」

「いやいや、それは違うにゃん」

　テテが可か愛わいらしく首を横に振る。

「あたしが一番稼いだよ？　だって治療係だもの。ろくに攻撃をかわさないイカリアとカデナの世話をしたのは、誰だと思ってるのかなー。……ねえねえ見てるー？　審判の先生たち！　テテのかわいー勇姿。いっぱいポイント頂ちよう戴だいねっ」

「否定。我こそが最も高い評価を得るべき。ダイダロスＫＣ４９４は周囲の物質を取り込み翼とする複製英装。並の翼の数倍は制御に手間取る。たかが回復や鎖で威張る女どもより、我は遙かに高位である」

　険悪な視線が三人の間で飛び交った。

「イカリアは筋肉しか取り柄がない肉にく達だる磨まだからなあ」

「本当だわ。あたしこそが最も高いポイントを得ているのよ？　それなのにあなたたちは何を言っているのかしら。頭が足りないのね？　ああ、かわいそうだわ」

「失笑。誰が高位かは明白のはず。教師は我を正しく評価する。勘違いも度が過ぎると、哀あわれな結果に――」

　そこでイカリアが途中で言葉を止めたが、テテもカデナも同時に口をつぐんだ。

　おかしい。

　いま駆けている場所に、違和感がある。

　彼らが駆け抜けていたのは、岩柱のない更さら地ちだ。本来なら今回の対抗戦のために大量の岩柱が並んでいるはずなのに、いつの間にか何もない空白地帯を走っていた。

　まるで、誰かが故意に切り開いたような不自然な光景だった。三人の脳のう裏りに、警報が鳴り響く。

「まずい。散っ――」

　テテの声は間に合わなかった。

　イカリアが顔面に強烈な衝撃を受けてぐらつく。驚きに目を見張るテテの眼前で、隣のカデナが、顎あごに視えない攻撃を受けて吹き飛んだ。

「なに、くは!?」

　テテも腹に強烈な一撃をくらって大きく弾かれる。

　受け身を取って立ち上がりかけるが、さらに顔へ視えぬ一撃を受けて大きく仰のけ反ぞる。

　――なに、狙そ撃げき？　どこから、誰が!?

　驚きよう愕がくしつつもテテは攻撃を受けた方向から、冷静に相手の位置を算出する。大きく指差して、叫ぶように声を張り上げる。

「イカリア！　十時の方向っ！」

　テテの叫びにイカリアが猛然と岩翼を広げ滑かつ空くうする。

　だが一直線に飛んでいたことが仇あだとなった。軌き道どうを読まれ、イカリアは再び放たれた不可視の一撃によって盛大に飛ばされる。とっさにカデナが援護のため鎖を伸ばし、一瞬だけ視えた影に向かって叩きつけるが、それすらかわされた。

　カデナの鎖によって濛々と立ち上る土煙を切り裂いて、黒い影が高く躍り出た。

　何かぶれた――テテの目にはそうとしか認識できない速い動作の後、彼女は顔面に視えない一撃を受けて吹き飛ばされる。

　それは、蹴りから生まれる衝撃波だった。鋭く、まるで槍のように細い衝撃波が、何者かによって放たれ、テテたちを襲ったのだ。

「女の子の顔に撃つなんて、いけないにゃんっ！」

　怒り気味に叫んでみたが相手に容赦はなかった。三人の中ではテテが一番弱いと判断した黒い影は、長い制服の裾すそを翻ひるがえし、二度、三度、視えない連続攻撃を放ってくる。

「――格下だと思っていた相手に、一方的にやられる気分はどうだ？」

　声と同時に、さらに凄まじい不可視の猛攻が、上空からテテを襲う。

　重く、鋭い攻撃を頭に何度も受け、テテは意識を刈り取られてどさりと倒れた。

　アヴァロンが、彼女の無念を現すかのように傍らへ転がる。

「――っ!!」

　味方がやられる光景を愕然と目にしたイカリアとカデナは、着地した襲撃者と、その黒い複製英装に目を奪われる。

　鋭利なフォルムの脚きやつ甲こう。猛獣の牙きばのようないくつもの棘。脚全体を覆い尽くす闇色の脚甲には、要所要所に灰色のラインが走っている。

　獰どう猛もうな笑みを口元に浮かべ、脚甲の主――ゲルドは皮肉げに語る。

「不自然に開けた場所があるならそこに突入する前に気づけよ。遮しや蔽へい物ぶつをなくすために岩柱が壊されてるってな。まったく、余計なおしゃべりなんてしてるから、そういうことになる」













「――分析。衝撃波を飛ばす複製英装か。連射も可能と我は判断する」

「しょぼい。何度も攻撃されてその程度の分析なのか？　てめえら、本校生では下から数えた方が早い半はん端ぱ者ものだろ。狩るのは楽勝だな」

「無ぶ礼れいな分校生ね！」

　叫ぶカデナの横を、イカリアが高速で抜けた。岩の翼が唸うなりを上げて翻る。邪悪に笑うゲルドの顔に向かって放たれた剛ごう拳けんは、しかし彼が後退したことにより回避される。

　ゲルドは黒い制服を翻し、岩柱が乱立する方へ逃げた。すかさず追撃に向かおうとするイカリアだが、背筋に悪お寒かんを覚えたカデナが叫ぶ。

「駄目よっ、罠わなだわ！」

　その通りだった。岩柱群に飛び込んだゲルドは、地面を蹴り土煙を形成。そこに突っ込んだイカリアが彼の姿を探すうちに、ゲルドは跳躍。彼の背中を踏み、高く跳躍した。

「覚えておくんだな！　これが俺の複製英装、スクレップＫＣ４７１だ！」

　蹴りと共に脚甲から生まれた衝撃波が奔り、イカリアへと突き刺さる。

　まず後頭部へ一発、傾かしいだ胴体に二発、次いで側頭部に三発目の攻撃を決め、イカリアの巨体を吹き飛ばす。

「ぐっ、が……っ！」

「さすがに頑がん丈じようか。これだけじゃ倒れねえようだ」

　入れ替わるように鎖を伸ばしてくるカデナの一撃に、ゲルドは膝ひざ蹴げりで応じ、着地するとあっさり後退した。再び岩柱群に入り込む。そして円筒形の器具を放り投げる。

「発煙筒っ!?」

　カデナとイカリアの視界をくらますために放った発煙筒は、一つだけではなかった。ゲルドは次々と発煙筒を投げつけると、周囲一帯へ巨大な煙を発生させる。

　イカリアやカデナのいる地点から、もうゲルドの姿は見ることができない。

　立ち上る灰色の煙の柱を前に、彼らの間を緊張が走り抜ける。

　じっと気配を探り、攻撃の瞬間を見極めようとして――。

「イカリアっ、左よっ！」

　だが、カデナが叫んだときにはもう遅かった。イカリアは視界を確保しようと上空へ飛んでいた。しかしそれは、ゲルドからすれば大きな的まとだった。

　脚甲から放たれた衝撃波が、三発放たれる。イカリアの右の翼は、真ん中をぶち抜かれ粉砕された。

　コントロールを失ったイカリアはそれでもなんとか飛ぼうと、残った左の翼を羽ばたかせた。フォリスによって光の障しよう壁へきを作り出し、ゲルドの追撃を防御しようとしたが、

「そんな守りは俺には通じねえ」

　壁は意味がなかった。そこに何もないかのように、激烈な三発の衝撃波がイカリアの光の障壁を素通りし、翼を襲う。

　直撃――左の翼まで破壊されて、イカリアは大きくバランスを崩し、きりもみ状態のまま墜落するが、立て直す術すべはない。彼は力なく岩柱へと激突した。

　ゲルドが再び岩柱群へと隠れ、新たな発煙筒を投げて煙を上らせた。

　岩柱のはざまで声が反響する。勝ち誇った言葉が、カデナへと注がれる。

「最後は――お前だ」

　だが、不利だと判断したのだろう。カデナはその場で一回転し、鎖を振り回すと、全方位に雷撃のフォリスを放った。蛇へびのようにのたうつ雷が辺りを疾しつ走そうする。岩柱を盾にしてゲルドはそれを凌しのぐ。その間に、カデナはその場から離脱した。

　さすがに本校生の全力疾走だ。あっという間に遮蔽物のない範囲から離脱したため、スクレップによる衝撃波は当たらない。

「ちっ」

　仲間を置いてためらいもなく逃げる思い切りの良さに、ゲルドは舌打ちする。

　しかし一番厄やつ介かいな回復役の生徒は戦闘不能にさせた。

　墜落したイカリアも追い打ちは容易だろう。煙が晴れた後、ゲルドはポケットから左手を出し、腕時計を確認すると、忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「……使用時間は五十八秒か。ちっ、相変わらず使い勝手の悪い複製英装だ。誰か時間制限のないスクレップを作ってくれよ。これだからマイナーは肩身が狭せまい」

　空白地帯の中央で、意識を失って転がるテテに、ゲルドは目を向けもしない。

　彼がその場を立ち去った後、《テテ・アップリー、戦闘不能っす。スタッフは担たん架かを！》という和田の声が、フィールド中に響いていった。
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　何だ、あいつは一体何なんだ。

　イカリアは巨体を滑すべらし、困こん惑わくの表情で飛び続ける。

　岩の翼はすでに修復されている。複製英装ダイダロスは周囲の物質を集め、翼を作るものだ。イカリアにとって翼はいくら破壊されようがまったく問題はなかった。

　だが予想外のゲルドの強さに、イカリアは完全に戦意を削そがれていた。

　あの攻撃、生なま半はん可かなものではない。正面からでは狙ねらい撃うちにされる。ひとまず距離をとり、ラムセスのいる後陣まで退くべきだ。そこで彼から太陽のフォリスで回復してもらい、改めて奴やつと戦う。イカリアは混乱する一方で、すでに結論を導き出していた。

「こんにちは～」

　その時、真上から突如聞こえてきた声に、イカリアは驚愕する。軽い調子で、イカリアの背中に誰かが乗ってきたのだ。

　――いつの間に!?

　背中に乗った者が、フォリスで烈風を生み出し、イカリアの頭と翼に直撃させた。

　まるでハンマーのように打ち下ろされた風の攻撃は、イカリアから飛行のバランスを奪った。地面に激突し、何メートルもの土煙を巻き上げてイカリアが弾け飛ぶ。

　その風を撃つ直前、宙に跳躍していた影――ユーリはふわりと、優雅に着地する。

「おや、思ったよりも注意が散さん漫まんですねえ。もしかして誰かと戦った後でしたか？」

　削さく岩がんドリルのような形の髪を撫なで付つけてユーリは微笑む。口元には、怪しい笑み。

「ああ、ゲルドくんにやられたのですか。……痛いですよねえ。時間制限はありますが、彼は分校生の中ではとっても強いのです。しばらく痛みは残りますよ」

　イカリアが太い拳を地面に叩きつけ、土つち埃ぼこりを一瞬で吹き飛ばした。

　その一撃に畏い怖ふすることもなく、ユーリは頼まれてもいないのに淡々と講こう釈しやくする。

「ゲルドくんはケチなのでたぶん教えてくれなかったでしょうから、僕が代わりに秘密を暴露しましょう。彼の複製英装スクレップＫＣ４７１は、防御を貫通する効果を持っているのです。あなたがフォリスで壁を張っても、素通りされてしまったでしょう？　びっくりしたと思います。フフ……これは僕にとってはチャンスですねえ。本校生とはいえ、手負いの生徒なら、僕だって倒せます」

　イカリアの表情に余裕の色はない。

　ダイダロスＫＣ４９４を発動させ、周囲の岩柱を取り込み、ユーリの風の直撃で削れてしまった岩の翼を再生させる。ユーリは、くすくすと笑いを見せつける。

「焦っていますね。でも逃がしませんよ。あなたは風と雨と雪と雷――どれが一番お好きですか？　選んだものを、プレゼントいたしましょう」

　ユーリの広げられた両手から、風や電撃が一瞬ごとに切り替わる。

　妖しい笑みが、イカリアへと向けられる。

　道化のような愉ゆ快かいなステップのままに。

　くすりと笑って、ユーリはイカリアへと近づいていく。
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　戦っている。

　狛也や、ゲルド、ユーリまでもが自分の力を出し、本校生に勝つべく戦っている。

　テテたちと戦った場所から数十キロ離れた場所。レヴァンは岩柱に背中を預け、戦闘の光や音を感じ取っていた。

「くそ……っ！」

　レヴァンの口から、悔しさの滲む声が洩れる。

　先制攻撃には成功した。だが、あっさり撃ち落とされた。さらには三対一とはいえ逃げるしかなかった事実に、屈くつ辱じよくが湧き上がる。

　回復のフォリスを施し、とりあえずの応急処置はした。一応、周囲に強化のフォリスである翠の果実を地中に植うえ、本校生の来襲にも備えている。

　ガルセイン神殿で蔦つたを強化したあのフォリスを使えば、本校生がまた現れても短時間なら、倍加した力で互ご角かくに持ち込めるかもしれない。

　だが果実が効力を発揮するにはまだ数分の時間がかかるし、何より倍加した力でも本校生たちに勝てる気がしない。

　生まれ持った素質も劣おとっていれば、蓄ちく積せきさせた技能も及ばない。

　それが――情けなくて、もどかしくて。

　狛也の昇進試験の時のように、また途中で脱落してしまうのかと、レヴァンの心に弱気が芽め生ばえてしまう。

　自然と体が震え、弱気の言葉がさらに口をついて出かけたとき。

「――どこにいるのかと思っていたら、こんなところで休憩中とはな。だからお前は欠けつ陥かん品ひんなのですよ」

「――っ！」

　水でできた大蛇が、うねりながら上空より襲い来る。

　猛烈な勢いで地面を直撃したそれは、レヴァンを大きく弾き飛ばす。

「うああっ！」

「戦いにおいて最も情けないことは、敵から逃げ、味方とも合流せず、ただ自分の身を安全にしておくことです。それ以上に無様なことがあるのか？　レヴァン・シルベス」

「くっ……こんなときに！」

　ザキュラスが、岩柱の陰から顔を出し、アケローンＳＤ６６７の剣身を凶悪に光らせていた。嘲りの笑みを湛えながら、彼はゆったりとした歩みで寄ってくる。

「なぜ狛也たちと合流しない？　……そうだな、できるわけがないだろう。お前は勇いさんで我らを攻めておきながら、迎撃され、テテたちごときに敗やぶれ、何の成果も出せないままここにいる。同情や励はげましの言葉を狛也からかけられるのが目に見えるようですよ」

「黙れよ！　ザキュラスっ！」

　怒声と共に、五本の蔦がソーグラスから放たれた。けれどザキュラスは顔色も変えない。アケローンを華麗に躍らせ、蔦を斬り裂き、その残ざん滓しを振り払って、冴さえ冴ざえとした剣身を見せつける。

「お前の攻撃は、そよ風にも劣る」

　虫けらを眺めるような視線で、ザキュラスは言う。

「俺には勝てません。何年かかってもお前は俺の半分にも届かない。だから今すぐ仲間のもとへ戻りなさい。そして言うのです。『狛也、仕返しをしてくれ。俺じゃ無理だ。無理なんだよおおお』と哀あわれに請こい、彼の同情を駆り立て、羽撫崎くらみや黄き谷たにアイリスの乙女おとめの腕の中で安らかに眠っているがいい」













　嘲笑い、口を歪め、楽しくて仕方がない様子で、ザキュラスは毒を吐き続ける。

「害虫なら嬉き々きとして潰すがお前は害にすらならない路ろ傍ぼうの雑草だ。名前を呼ばれることすら光栄だと思うべき雑草が、どうして栄はえある英雄の子孫の戦場に出てきている？　危ないから戻るがいい。優しいザキュラス・ユベールは、弱者だからといって虐いじめる趣しゆ味みはない」

「うるっさいんだよっ！　ザキュラァァスっ！」

　ソーグラスがレヴァンの怒りを得て白熱する。緑の光が、剣の周囲を覆っていく。それに呼応するかのように、ザキュラスのアケローンが冷厳な光を帯びていく。

　直後、両者のフォリスが、それぞれの剣から解き放たれた。

　周囲を破は砕さいしながら――レヴァンの光刃と、ザキュラスの水蛇が激突する。

　結果は一瞬で訪れた。

　巨大な口を開いた水蛇が、レヴァンの光刃を食い破り、彼をボロ布のように吹き飛ばした。大きく放物線を描いた末に、レヴァンは岩柱にぶつかる。

「うああ……っ」

「弱い者虐めにすらならない。虚むなしいものです。英雄の資質は、誰にもあったはずなのに。我ら本校生だけが選ばれし者というのは、申し訳なくて胸が痛い」

　空を仰あおぎ、両腕を広げてザキュラスは叫ぶ。

「さあ！　お待たせしました！　存分に力を振るうといい！　愚ぐ鈍どんな英雄の成なり損そこないたちに、真なる強者の力を教えてあげるのです！　ラムセス五十三世よっ！」
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「良いっ！　良いっ！　良いっ！　心躍る攻防だったぞ、ザキュラスっ！　テテ！　イカリア！　カデナよっ！　あとは余が、全てを終わらせてやろうっ！」

　本校生の初期位置。フィールドの最北端で、高らかに声を張り上げながらラムセスは両腕を振り上げる。

　直後、周囲の地面が――発光した。

　ラムセスが己の象徴たる王冠を高く掲げると、玉座の周囲の地面が燐光を放ち、過去と現代を繋ぐ巨大な紋様となる。

　飢うえた狼の牙のごとき輪りん郭かくの黄金光が、燦さん然ぜんと天と地に伸びていく。

【――神殿よ】

　ただ短く力強き言葉が吐かれ、ラムセスは召喚の光の中で吠ほえるように唱える。

【――少年と青年と壮年と老年を司つかさどりし破滅の神殿よ】

　詠唱の声が重く響く。赤しやく銅どう色いろの腕が優雅に振られて滑らかな軌跡が描かれる。その先、巨大な紋様から、地の底より四つの巨大な人影が、光と風を撒き散らし悠ゆう然ぜんと現れた。

【熱ねつ砂さの覇王が貴様の力を欲する。世界の狭はざ間まに楔くさびを入れる。共に紅蓮の宴うたげを興じよう。過ぎた古いにしえの景色に縛られる必要はない。喪者を喰らうディヤウスの契約は、現世の太陽王たる我が受け入れる】

　四体の巨像と共に巨大な建物が出現する。旋風がその建物と巨像の周囲で荒れ狂い、光に抱かれながら、仕上げとばかりにラムセスは雄々しく声を張り上げる。

【来たれ、破滅の神殿よ。我は第五世界の授印を以もつて、『アブ・シンベル神殿』を召喚す】

　喚よび出だされたのは太古の神殿。かつてラムセス二世と呼ばれた王を模した、四つの巨像を持つ大神殿が、稲いな光びかりと共に現世に現れる。

　ラムセスが緩ゆるやかに前方へ腕を差し向けると、四つの巨像のうち、最も若い時期のラムセス二世を模した巨像が、激し烈れつな光を帯びていく。

「さあ！　思い知るがいい。これこそかつて人々を導いた、神なる光だ！」

　巨像の頭上に、おびただしいほどの熱と光が集中する。

　そして次の瞬間――巨大な光線が、フィールドの一角に向かって放たれた。
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「……おや？」

　岩の翼を砕くだき、イカリアの背中を踏みつけていたユーリは、違和感に振り向いた。

　何か巨大な力が遠くに現れた。それは自分には到とう底てい太た刀ち打うちできない強い力であり、この場から一刻も速く離れ、難を逃れるべきだと本能が告つげていた。

「もしやラムセスが、召喚のフォリスを使ったのでしょうか――」

　しかし呟いた瞬間に、ユーリは硬直する。突如、背後から鎖が襲いかかり、ユーリの手と足を拘束したのだ。

「――っ、これは……っ」

「あらあら、イカリア。分校生相手にみっともないわ。これだからテテに筋肉達磨なんて言われてしまうのよ？」

　妖艶な笑みを浮かべたカデナが、暗黒色の鎖を鳴らしながら岩柱の上に着地した。

「――別の本校生ですか！」

「迂う闊かつ。目の前の相手に気を取られ、忍び寄る影に気づいていない」

　腕を動かそうとするがユーリは抜けられない。イカリアはダイダロスで周囲の岩を集め、新たな岩の翼を作り出すと、ユーリを跳ね除けた。踏みつけから脱し、カデナを背に乗せると、滞空して勝ち誇った笑みを見せつける。

「宣言。貴様たちは地獄を見ることになる。虫けらがいかに奮起しようとも、越えられない壁があることを、痛感せよ」

「――旋風のフォリスで鎖を切って脱出をっ」

　だが、それは間に合わない。

　勝利の笑みを浮かべて飛び去ったイカリアたちとは正反対――。

　百数十キロ以上も離れた場所から、極太の光線が迫り、ユーリを呑のみ込こんでいった。




　　　　　†　†




《ユーリ・ピコーダ、戦闘不能っす。スタッフは担架を！》

「……あ？」

　思わぬ名前とアナウンスが響き、ゲルドは訝しげに首を傾げる。

　――あのバカ、しくじったか？　へらへらしているが、それなりに自己保身には長たけていたはずなのに、油断したのか？

　ゲルドの思考は冷静に働いている。油断の欠片も、そこには生じていなかった。そもそも今、目の前では何体ものHasturが取り囲んでいて、余裕を構えていられるような状況ではない。

　風の刃が立て続けに放たれる。水の円陣が背後から襲い、幾条にも重なった真空の渦が頭上より迫り来る。

　いくつも発煙筒を消費したが逃げ切ることはできていなかった。ゲルドを取り囲む六つのHasturの攻撃はどれもが凄まじい破壊力であり、彼を徐々に追い詰めていた。

　跳躍しても振りきれない。迎撃しても攻撃が途切れない。黒の五角柱から放たれる水や風のフォリスはその範囲が広すぎて、ゲルドは容易には捌さばき切きれないでいた。

「――っ！」

　ゲルドの体に、悪寒が走る。とっさにHasturの猛撃をかいくぐり、大きく跳躍。悪寒の源から少しでも遠くへ、避難しようとする。

　だが――ゲルドの跳躍した距離と、彼方から放たれた光線の太さでは、後者の方が断然広かった。

　アブ・シンベル神殿から放たれた光線が、歯軋りするゲルドを呑み込んでいく――。
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　一瞬で彼方の空を白く染め上げた光の柱に、狛也は横目を向ける。

《ゲルド・ゲーゼ、戦闘不能っす！　スタッフは担架をっ！》

　――ユーリに続き、ゲルドもやられた。

　焦燥感が胸を突き抜ける。けれどそちらに、長く意識を割さける暇はない。前方では十二のHasturが縦横無尽に宙を駆けていて、猛攻を続けていた。

　うねる風の鞭むちが狛也の頰をかすめ、真空の槍が幾重にも降り注ぎ、触手のように伸ばされた水が鋭利な槍となり周囲を薙なぎ払はらう。

　村雨ＡＤ４３０を調整しつつ、くらみとアイリスを守り、フォリスでの牽けん制せいを挟みながら、三十五のHasturの攻撃を凌ぐのは至し難なんの業わざだった。

　襲ってくるHasturは最初の九つだけならまだ余裕をもって凌げていた。だがその後に増援が現れ、狛也に攻撃を撃ち続け、一層激しい猛攻を加えていた。なお悪いことに、アイリスの報告によれば、さらに数十体のHasturがこちらに向かっているという。

　狛也の後ろではくらみとアイリスが寄り添っている。狛也が村雨の銃口で円を描き、その中を『安全圏』だとしてHasturの猛攻から守っているが、いつまで守り切れるかはわからない。

　五角柱の自律兵器は巧たくみに宙を舞い、風や水を用いた攻撃を操り、狛也の体力を削り取っていく。

「――人気者は、辛いものがあるなっ」

　狛也の声にはまだ余裕があるが、劣勢は明らかだ。

　村雨の調整は未だ終わらず、満足には戦えず、迎撃は叶かなわない。狛也の顎から汗が、雫となって垂れていく。

「だめ。ればん。あぶない。ざきゅらすはきけん。もうにげてっ」

　そして――傍らではアイリスがリジルの柄を握り、襟のバッジに必死に叫んでいた。

　レヴァンは、ザキュラスを退けられないままだ。奮戦どころか、まともな戦いにもなっていない。レヴァンの危機に、先程からアイリスの口から出るのは、「にげて」という懇こん願がんだけであり、彼女の声には徐々に涙声に似たものが混じり始める。

　友人なのに。アイリスにとって、レヴァンは一番のかけがいのない友達なのに。何にもできない彼女は心配や不安だけを募つのらせ、それは徐々に強くなっていく。

「ればんっ、ればん」とアイリスが声を重ねていくその様子が痛ましくて、見ていられない。けれど狛也はHasturに牽制の攻撃をしつつ、胸を痛めるしかできない。

「ればんっ」

　そして、いよいよリジルで戦況を聞くだけでは我慢できなくなってしまったアイリスは、狛也の描いた円の縁に立つと、そのまま飛び出していってしまった。

「あいあいちゃん！　待って、そっちは危ない……きゃあ……！」

　くらみの声を引き裂くように、Hasturが真空の鞭で地面を砕く。狛也は空あいている左手からフォリスで砂すな嵐あらしを生み出し、視えない鞭を千ち切ぎるが、それに対抗して三十五全てのHasturが凄まじい勢いで水渦を解き放つ。

　砂嵐が食い破られる。吹き上がった水と岩塊と土埃で、アイリスの姿が見えなくなる。

　Hasturの無言の攻撃が、一層の激しさで狛也に襲いかかってきた。

　そして――。

　狛也たちがいる位置から十数キロメートル離れた先に、巨大な光の柱が突き刺さった。

　爆散して地面がめくり上がり、衝撃波が荒れ狂う。天地が逆さまになったような激烈な衝撃が、離れた位置にいるはずの狛也やくらみたちのところまでやってきた。

　アブ・シンベル神殿の光線を察知して、Hasturは即座に何重層もの風の盾を展開。ほぼ同時に狛也も、自分とくらみを守るべく、フォリスで光の障壁を作り上げる。

　猛烈な勢いで、爆光と豪風と岩の欠片が飛びかかってきた。視界が完全に消え失せる。轟ごう音おんと地響きの二重奏で、聴覚がおかしくなる。

　被害がひどすぎて何がどうなっているのかほとんど確認できない。

　狛也が旋風のフォリスを放って周囲の煙を吹き飛ばすと、その先に見えるもの――光の柱が突き刺さった場所に立ち上るのは、大きなキノコ雲だ。

　その直後、和田のアナウンスが走り抜ける。

《――黄谷アイリス、戦闘不能っす！　スタッフは担架の用意を！》

「そ、そんな……あいあいちゃん……」

　アイリスすら脱落してしまったことに、くらみはショックを受ける。

　彼女だけではない。みんな戦った。ゲルドは一人倒したし、ユーリも健闘。レヴァンは今まさに、ザキュラスを相手に頑張っている。

　それなのに――くらみは自分の無力さに、表情を曇くもらせる。

「くらみ……円から出るなっ」

　爆風と光が収まり、再び狛也に猛攻を仕掛けるHasturを相手に、狛也はなんとか声をかける。

　だがくらみは呆ぼう然ぜんとキノコ雲を見つめるだけで、自分が円を出ようとしていることにも気づかない。

「くらみっ！」

　Hasturが真空の鞭を用いて狛也の側頭部を狙う。顔を逸らして避ける狛也だがその直後に水でできた刃が幾重も襲いかかり、空いた左手の手刀で弾くので精一杯だった。

「くらみ、聞くのだ。くらみ！」

　声を大にして、狛也は翼の少女の意識を呼び覚ます。

「キミは、逃げるのだ。飛行すればHasturとて追いつけん。ここは一いつ旦たん、退ひくべきだ」

「で、できないよ……！」

　振り返った少女の声の大きさに、狛也は束の間、黙り込む。

「だって……さっき、レヴァンくんを置いて逃げてきたもの。ここで狛也くんも置いて飛んだら、わたし本当に役立たずだよ。そ、そんなの、わたし嫌だよ……！　何かわたしも、やりたいよ……っ」

「しかしHasturの攻撃はなかなかに激しい。キミを守り、村雨を調整し、なおかつボクの身も無傷のまま済ますのは困難だ。キミだけでも、安全圏に行くべきだ」

「狛也くんは――」

　菱ひし形がたに並んだHasturたちが、一斉に真空波を放った。それを狛也が手刀の風圧で迎撃し、防ぎ切るのを傍はた目めで見ながら、くらみは切実な表情で語る。

「狛也くんは、この対抗戦の王様だもの。守らなくちゃいけない、キングだもの。それなのに、わたしが逃げるのはおかしいよ……」

「だが……それではどうする？　敵はHasturだけではない。おそらくラムセスの攻撃であろうあの光の柱は、そのうちボクたちを襲うだろう。すぐに攻撃してこないのは、連射できないためか、射程が足りないからか、わからないが危険には違いない。キミはすでにレヴァンと共に先制攻撃に貢献した。それで十分だ。ボクは――」

　Hasturが撃った水円と、狛也の砂嵐のフォリスが激突した。その直後に、くらみは声を張り上げる。

「何か、わたしにできることはないかな。何でもする。わたし、もう逃げたくないよ……っ、ここで狛也くんを見捨るなんて、したくない！」

　切実だった。本当に、心の底からの言葉だった。足手まといにだけはなりたくない。最後まで対抗戦のメンバーとして戦いたい。でも――その手段がわからない。フォリスもろくに使えないくらみは、だからこそ苦しみ、勝利のための力になりたいと、懸けん命めいに声を上げている。

「くらみ――」

「狛也くん……カッコ良かった」

　ぽつりと、くらみはうつむきがちに呟く。その目元から零こぼれたのは、小さな涙。

「狛也くんだけじゃない。ゲルドくんも、他の分校生の人たちも、今回のラムセスさんが起こした騒ぎの中で、すごく眩まぶしかった。わたしも、あんな風になりたいと思った。でも、このまま狛也くんの言うとおりにしたら、それができなくなる気がする。わたし、ずっと逃げる選択肢を、取ると思う。――だから狛也くん、教えて。わたし、どうすればいいの……？　今のわたしでもできること、何にもないのかな。わたし、わからないよ……」

　ああ――と狛也は切ない気持ちになる。

　誰かのために行動したくて、でも手段が見つからなくて、もがいたことは狛也にだってある。

　まだ、ギルガメッシュの血を完全には呼び覚ましていないとき。幼なじみの少女を守れなくて、悔しさが胸を焦こがしたとき。昇進試験でジュリに負けそうになったときだって、もがいていた。心が挫くじけかけて目の前が真っ暗な自分を救ったのは――親しい人の言葉と、自分の中の、素直な気持ちだった。

　狛也は、目元に小さな水を溜め込んだ少女に、優しく声をかける。

「――くらみ。わかった。もう逃げろとは言わない。その代わりボクを、Hasturから遠ざけてくれ」

　うつむきがちだった少女は、小さく、「え……？」と声を洩らす。

「一度、ボクを連れてHasturのいないフィールドの端に飛ぶのだ。時間稼ぎだな。そこでボクは村雨の最後の調整をしたいと思う。……一緒に、飛べるな？」

　Hasturが狛也を打ちのめそうと真空波を放ってくる。同等の真空波を狛也は撃ち返し、彼は手を自分に向けると、重力減のフォリスをかける。狛也の重さがゼロになる。

「う、うん。それくらいなら、できるよ……っ」

　言葉を返した少女に、狛也はニヤリと不敵な笑みを作って、彼女の手を握る。

「よし。それでは今すぐボクを運ぶのだ。……まさか、Hasturを振りきれないなんて言わないだろうな。キミから飛ぶ速さを取ったら、後には『わさ』しか残らないぞ」

　悪戯いたずらっぽく笑う狛也を前にして、くらみの表情が、みるみる明るくなった。

「そ、そんなことないよ。クッキーだって作れるわさ……っ」

「……あれは、うむ。いつかまた食べてみたいものだな……」

　遠くに視線を投じる狛也。くらみは声を張り、決然とした表情で翼を広げていく。

「行くよ、狛也くん……っ」

「応っ！」

　白い羽根を散らしながらくらみが飛ぶ。何体ものHasturが風の刃や水の鞭を放つが、狛也が即座に手をかざし、フォリスの障壁を作って防ぎきる。その隙すきにくらみは狛也を連れて飛んだ。凄まじい飛翔で、空を突っ切って行く。

　流石のHasturも、くらみの飛行には追いつけない。

　やがて、二人はフィールドの最南東部に辿たどり着つく。

「狛也くん……ありがとう」

　くらみが、地面に降り立ち、振り返りながら狛也の手を放した。

「わたし、飛ぶことしかできないもの。だったら、それをとことん活いかしてみる……っ」

「そうだな。キミのその翼――仲間を助け、困った人を救うために羽ばたかせるべきだ」

　狛也は、また不敵な笑みを浮かべる。くらみが頰をほのかに上気させ、はにかんだ。

　柔らかな時間が、流れていく。

　だが――その直後、フィールドの北方面に巨大な影が天へと伸びていった。

「あれは――」

　九つの蛇の頭を持つ竜が、彼方で地上を睥へい睨げいしていた。大きく、禍まが々まがしい。方角と距離からするとそれはレヴァンのいる場所で、ザキュラスが彼にとどめを刺す前なのだと理解する。

「狛也くん……」

「ああ」

　レヴァンの本当の危機に、二人は頷いた。先ほどまでならくらみは怖おじ気けづき、狛也はくらみを案じるだけだっただろうが、もう違う。

　いま、自分にできること。他でもない自分にしかできないこと。くらみは勇気を振り絞り、自分を守ってくれた人のために決意する。

「わたし、レヴァンくんを、助けにいく……！」

　アイリスはもう脱落してしまった。狛也は村雨の調整。だからレヴァンを救うことができるのは、くらみしかいない。

　本当は怖いけど。とてつもなく恐ろしいけど。

　それでも、いつまでも逃げるわけにはいかないから。

　その、まだ英雄として羽ばたこうとする少女の決意を感じ取った狛也は。

「――わかった。キミのその選択を、ボクは祝福する。飛べ、くらみ。レヴァンを助けるために」

　くらみが唇くちびるを引き結び、毅然として空を見上げる。

「うん。あとは、頼んだよ、狛也くん……！」

　羽根が、舞った。

　決意と共に、大きく羽ばたき、くらみは再び飛翔する。

　白い羽根をひらひらと散り広がらせ、一直線に、彼女は彼方へと飛んでいった。




　　　　　†　†




「いい顔だ、最高ですよ、レヴァン」

　石化したように、レヴァンの体は動かない。もはや立ち上がる気力さえ失せたレヴァンの前で、ザキュラスは楽しそうに哄こう笑しようする。

「力のない者が強者に挑み敗れる。いつ見てもそういうときの顔は格別だ。そこからどんな攻撃をし、痛めつけ、踏みにじれば良いのか、考えるだけでぞくぞくする。お前はどんな侮ぶ辱じよくが一番屈辱ですか？　自分を貶けなされること？　仲間を馬鹿にされること？　もしくは祖先たる無能な英雄をこき下ろされたときに、怒りが沸き立つのか？　いや、もしかしてもうそんな気力すらない？　――駄目ですよ、レヴァン・シルベス。あなたは英雄の子孫。いかなる時も状況を打破する強い心がなければ、明日へは進めない」

　憤いきどおりは感じている。

　けれど諦あきらめはそれより大きくて、どんなに力を込めようとしても、体は動いてくれない。反撃の意志は飲み込まれ、じわり、じわりと侵食するように脱力感に支配される。

　無理か、勝てないのか――。

　記憶の中で浮上するのは、アイリスと結んだかつての約束。一緒に本校へ上がろうと誓った。でも果たせなかった。失意の底のまま分校の中で落ちぶれて、鬱うつ屈くつとした気持ちを抱いて耐える日々。もうずっと、それが続くと思っていた。けれどその矢先――狛也と出会い、英雄の子孫の未来のために、再び立ち上がろうと熱意を燃やしたのに。

　ザキュラスは、そんな決意を容易く破やぶってくる。

　嫌だ、このままリタイアしたくないとレヴァンの魂たましいは叫ぶ。ソーグラスを握り、フォリスを放ち、ザキュラスに一矢報いるのだと――懸命に心の中で叫んでみても、体は動いてはくれない。

「おれは……」

　悪魔のような囁ささやきが頭の中を這いずりまわる。

　無理だ、もう諦めろと、脱力感と共に暗い囁きが脳裏で反響する。

「さて。名残なごり惜しいですが、狛也の武器の調整が完了してしまってはこちらが不利だ。お前には、そろそろ退場してもらおうか」

　ザキュラスが、哄笑のままにアケローンの剣身を光らせた。

　爆発的に膨れ上がった光が、太く巨大な影へと変じていく。

　雲にすら届きそうな、水でできた巨大な九く頭ず竜りゆうが、九つの首をうねらせ、禍々しき気配を放ち、血のような赤い眼でレヴァンを見下ろしている。

　レヴァンに反撃なんてもうできない。ありとあらゆる負の鎖が彼の自由を奪い、四肢は重くなり、片腕すら上げることも叶わない。

　レヴァンの目め尻じりから、悔しさの涙が溢れ出る。

　ああ――負けるのかと、もう、本当に終わりなのだと――レヴァンの心が完全に折れそうになった寸前。




　白い羽根が、舞い落ちる。




　砂さ塵じんが舞い上がった。凄まじい勢いで、華きや奢しやな影が落ちてきた。ふわり、ふわりと、夢のように羽根が降り散る中、くらみは健けな気げな声を響かせる。

「まだだよ、レヴァンくん……っ！」

　すぐに態勢を整え、少女はやってくる。白い翼を揺らめかせ、強こわ張ばった表情ながらも、くらみは懸命にレヴァンの方へと、駆け寄ってきた。

「まだできることが、あるよ……！」

　倒れるレヴァンを庇かばうように、くらみはザキュラスと対たい峙じする。

　思わぬ闖ちん入にゆう者しやに――ザキュラスが三日月の形に口を広げ、楽しそうに笑いを上げた。

「誰かと思えば、あのときのお嬢じようさんですか。それでどうするのです？　あなたではおれを倒せない。レヴァンでも同じこと。それは、とっくにわかっているはずでしょう」

　アケローンの切っ先が、くらみへと向けられる。

「それとも、レヴァンが逃げる時間稼ぎに来たというのですか？　だったら喜んで受け入れよう。昇進試験での屈辱を、おれは忘れない。レヴァン・シルベスの代わりにお前を痛めつける。これはなかなかに、面白い余よ興きようになりますよ」

「よせ……何をしに来たんだ、羽撫崎……」

　かすれる声を出すレヴァンの前で、くらみは懸命にザキュラスと向かい合う。

　顔は強張っている。体は小刻みに震えているし、足はすくんでいる。けれど彼女は、引かなかった。

　それどころかその場の誰も予想しなかった行動に、彼女は打って出る。

「――テトラオルナ、ＵＡ１０２……っ！」

　眩まばゆい光が、くらみの取り出したトライアングルから立ち上った。

　光る粒子が宙に躍り出る。微細な粒子の渦の形を取り、一際輝く燐光を放ったとき――くらみの手に、撫子なでしこ色いろの刃を持つ剣が現れた。

「なに……!?」

　予想外の出来事に、唖あ然ぜんとした声がザキュラスから洩れる。戦いからは最も縁遠いと思っていた翼の少女、それがへっぴり腰ではあるが、しっかりと剣の柄を握り、対峙しているではないか。

「ハ――」

　ザキュラスは高らかに哄笑する。

「ハハハ！　これは面白い！　最高の余興だ。いいぞ、かかってくるがいい。仲間を想うその気持ち。それでこのザキュラス・ユベールを倒せるか、試してみるのです！」

　くらみはぎょっと剣の柄を握り締めた。震えがちな体を懸命に律しながら、たどたどしく指を動すと、彼女は剣の鍔つばにあるボタンを操作した。

《――まえに、あいあい、しょうしんしけんおちた》

　ビクリ、とレヴァンが体を震わせたのと、ザキュラスが眉まゆを寄せたのは同時だった。

《そのとき、ればんは、かたに、てをのせてくれた。だいじょうぶ。だいじょうぶ。そういって、ずっとそばにいた。あれは、うれしかった》

　紡つむぎだされたのはアイリスの言葉。

　昨夜、狛也とくらみの部屋で語り、ずっと録音され続けていた彼女の偽いつわりない言葉が、滑なめらかに再生されていく。

《そのとき、あいあい、おもった。こまってるひとは、たすける。ひとは、ひとりだとつらい。あいあい、むじんとうで、くるしかった。だから、たすける》

　それはアイリスの本音だった。彼女の行動理念そのもの。仲間が困っていたら、どんなときでも放っておけない、優しい少女の言葉が、瑞みず々みずしい想いと共に広がっていく。

《ればん、まえに、あいあいをたすけてくれた。でも、あいあい、いちどもおんがえし、できてない。いつも、しっぱいばかり。こんかいも、できなかった。でも――》

　声はレヴァンを包み込む。まるで労いたわるように、優しく撫でるように。

《あいあい、ればんともっといたい。ればんは、かっこいい。いつも、いっしょうけんめい》

　ああ――とレヴァンはかすれた声を洩らす。英雄になどなれないと思っていた。いつだって自分は中途半端で、一人の少女も守れない弱い存在。けれど違っていた。結果こそ出せなくとも――アイリスは、レヴァンの気持ちだけは汲くみ取とっていた。

《あいあいにとって、ればんは、ひーろー。たよりになる、ひと》

　ドクン、とレヴァンの心臓が大きく跳ねる。彼の瞳が、四肢が、魂が、少女の信頼の言葉によって強く激しく、歓喜に震えていった。

「む……っ!?」

　目を細めるザキュラスの前で、爆発的にラゾンの光が増大する。レヴァンの体から煌きらめくその輝光――渦を描き、旋風を巻き起こし、周囲の大気を塗り替えていく。

「これは――」

　風と渦巻く光が収まったとき、戦意を失っていたレヴァンはもういない。代わりにいるのは、大地にしっかりと足をつけ、体を起こし、決然とした瞳でザキュラスを見み据すえる、彼の勇姿だけだった。

「フ、ハハハハッ！」

　覇気をみなぎらせるレヴァンを、ザキュラスはおかしそうに笑う。

「これはこれは。あれだけの傷、あれだけの心の亀裂を受け、動けるとは！　いったいどんな手品ですか！」

「へっ、バカやろー。そんなもん、アイリスの言葉で全部綺き麗れいに吹っ飛んだからに決まってるだろーがっ！」

　ソーグラスの切っ先を向けて、レヴァンは雄お々おしく断言する。

「面白いことを言う。そんなことで立ち直れる人間が、いるとでも？」

「そんな単純な人間なんだよ、おれは。アイリスのおかげで、すごく元気になっちまったんだっ！」

　猛たけ々だけしく言葉を吐くレヴァンに、ザキュラスは嬉々として口元を歪めていく。

　結局のところ力なんて、気の持ちようでいくらでも変わる。変えられる。アイリスの真まっ直すぐな言葉は、闘志という名の最強の剣をレヴァンにもたらした。

「羽撫崎、ありがとな。おかげで、おれはまだ戦える」

　レヴァンがくらみへ振り返る。もう大丈夫だと。心配をかけて済まなかったと、感謝の気持ちを、素直に伝える。

　くらみが剣を握りながら、レヴァンのそばへと寄った。

「でも、まだザキュラスくんは無傷だよ。どうやって倒そう……」

「んなもん、二人で協力して倒すに決まってんだろ！」

　ソーグラスの柄を強く握りしめて、頼もしげにレヴァンは吠える。

「羽撫崎！　算数の問題だっ！　１＋１は、いくつになる？」

「えっ……？　えっと……あの、２だよ……っ！」

「違うぜ！　それは普通の人間の場合ならの話だ。でもよ……っ」

　ソーグラスの剣身が、爆発的に光りだした。

　目が眩くらむ。その光、圧倒的な戦意の放出、夜の闇すら切り払うかのような輝光は、それだけで場を圧倒した。

「１＋１を、10にも１００にもしちまうのが、おれたちだ。英雄の子孫なんだよ。おれと羽撫崎――二人の力があれば、ザキュラスなんてぶちのめせるっ！」

「そ、そうだね……！　戦おう、レヴァンくん……！」

　くらみがふわりと翼を揺らし、滞空する。レヴァンがソーグラスから蔦を何本も走らせ、周囲に土埃を作り上げた。

　轟、という音と共に広がる視界ゼロの世界。

　その奥から、レヴァンが大声で叫びを逬らせた。

「今だ羽撫崎！　おれを背中に乗せて、爆撃だ！」

「そうはさせませんよ！」

　九頭竜の首のうちの三つを、ザキュラスは声の発生源へと向かわせる。膨大な質量が土煙を貫き、地面が爆裂する。放射状に亀裂が走り抜けた。荒れ狂う衝撃波が辺りを蹂じゆう躙りんする。

　濛々と立ち込める、砂塵の柱――それを斜ななめに突っ切って飛ぶのは、くらみだった。

　飛翔する翼の少女を見上げ、ザキュラスがにたりと笑う。

「相変わらず速い飛行だ。だが、あなたの飛行技術は先日の昇進試験で把握しました。もはや二度とあなたの飛行に惑まどわされることは……惑わされることは……!?」

　九頭竜の首のうち六つを差し向けようとしたザキュラスは、くらみの背中にレヴァンが乗っていないことに気づく。

「――バーカ、騙だまし打うちは戦術の基本だろ」

　激しい音が、ザキュラスの後頭部で響いた。レヴァンが大剣となったソーグラスを、ありったけの力を込めて打ち込んだのだ。

「……っ、小こ賢ざかしい真ま似ねをっ」

　薙ぎ払おうとザキュラスが振り向くと同時、レヴァンは果か敢かんに攻め立てる。

　ソーグラスの形状を変化。大剣から双剣へ――右手と左手、それぞれに刃を持ったレヴァンが、五月雨さみだれのように速く鋭く剣技を叩き込む。

　ザキュラスの手からアケローンが弾け飛ぶ。レヴァンは好機を逃さない。斬撃の速度が加速する。もはや豪雨のように叩き込まれるレヴァンの攻撃は、ザキュラスを打ちのめし、態勢を崩していく。

「――速い。それに重い？　なぜだ、お前はそこまでの剣けん戟げきを生み出せないはず――」

「それがアイリスの力だ！　彼女の信頼だ！　おれはいま猛烈に！　力がみなぎっているっ！」

「――ハハっ！　ハハハ……っ！　バカなことを！　そんなこと、あるはずが……っ」

　レヴァンは猛攻する。十と重え二は十た重えに双剣を躍らせ、疾しつ風ぷう怒ど濤とうの連撃をザキュラスへおお見舞いする。

「……っ！　わかりました、この攻撃は……っ」

　ザキュラスは大きく弾き飛ばされつつも気づく。

　巨大な果実が、いつの間にかいくつも周りにある。レヴァンを中心として置かれた一抱えほどもある果実から、翠の鱗粉が吹き上がっていたのだ。

　それらはレヴァンの体に付着し、その度に、彼の体を眩く光らせていく。

　その光の正体に、ザキュラスは呟きを洩らす。

「強化の、フォリス！　いつの間にっ！」

　双剣をザキュラスのこめかみにぶち当てながらレヴァンはニヤリと笑う。

「その通りだ、お前が来る前に埋めていたやつが、ぎりぎりで効果を表した。焼け石に水だと思ってたけど――これで逆転だ！」

　当然、それだけでは本来ザキュラスには敵かなわない。しかしアイリスの言葉を受けたレヴァンと強化のフォリスは相乗効果を生み、彼に限界を遙かに超えた力を与えている。

「おおおっ、おおっ！」

　レヴァンの雄叫びが辺りにこだまする。

　体重に勢いを存分に乗せた、鋭い突き。それがザキュラスの顔面に命中し、砲弾のように彼を岩柱へと弾き飛ばす。

　だが――それでもザキュラスは倒れない。

　崩れた岩柱から顔を出し、口を凄せい惨さんに歪め、全身を震わせ楽しそうに笑ってみせる。

「いい攻撃だ。まさかお前相手に心が躍るとは思いませんでしたよ！」

　決死の猛攻と言えるレヴァンの連撃だったが、ザキュラスを倒すには至らない。

　ザキュラスの祖先たるアキレスは――不死身と称しようされた勇者。超獣や大災害など数多くの苦難を経へても死なず、最後には必ず乗り越えて生還した。

　受けた傷を瞬またたく間に回復させていく『体質』はまさしく不死身。生まれた直後に母の愛から冥めい界かいの川に浸されたその体は、負傷という概念を、アキレスとその子孫から消し去った。

　強すぎる力ゆえに普段は弱者相手には使わず、あえてフォリスで封印していたその体質は――いまや完全に解放され、レヴァンの猛攻を即座に治療した。

　ザキュラスは数秒前と何ら変わらない姿で、勝ち誇った笑みで宣言する。

「認めましょう。お前の力を。人は気持ちで強くなれる。誰かの想いを受け限界を超えた力を得て、圧倒することができる。だが、それで？　どうやっておれに勝つつもりだ？　腕力も上がった。脚力も上がった。それでもおれは倒せない。おれはアキレスの末裔。決して倒せぬ肉体を、持っているのですよ！」

　レヴァンは黙りこむ。

「楽しい戦いはいつまでも続けたいところですが、惜しいことに、そろそろ狛也が調整を終える頃だ。その前に、お前の敗北の声を聞きましょう」

　巨大な果実から、絶えず鱗粉が吐き出されている。

「残念ですよレヴァン。もっと強い攻撃を放ってくれば良いのに。そうすれば、一時的に動けないようにすることはできたかもしれないのに。今のお前ですら、おれは倒せない。お前はおれに対して――」

　レヴァンは、言葉を返さない。

「……？」

　さすがにザキュラスは違和感を抱いて言葉を止める。それまで果敢に攻め続け、一時は圧倒すらしていたレヴァンが、じっと立ち尽くす姿に警けい戒かい心しんが湧き起こる。

「７……６……５……」

　レヴァンの口から聞こえてくるのは短い呟き。彼は、ザキュラスの声を聞いてもいなかった。両手でソーグラスを構え、じっと目を閉じ、小さく呟きを洩らすのみ。

「４……３……２……」

「なんだ？　何のカウントダウンですか――」

「１……『ゼロ』……っ！」

　変化は、ザキュラスの四方から起こった。

　彼が振り向くのとほぼ同時に、太く強靭な蔦が、ザキュラスの四肢を拘束したのだ。

「な――」

　回避する余裕はない。速度も、強度も通常の数倍だった。強化されたレヴァンの蔦はザキュラスの動きを封じ、地面に叩きつけた。

　完全に手足の自由を奪われ、いくら力を込めても脱出できないザキュラスは――それでも、余裕を崩さない。

「なるほど。せめて動けなくしようという魂こん胆たんか。だが動きを封じたとしても、お前にはおれを倒す手段がないと、何度言えばわかるのです」

「――お前を倒す手段は、あるさ」

　動けないザキュラスのそばで見下ろしながら、レヴァンは静かに言い切った。

「おれはお前には全然敵わない。いまの拘束だってお前が油断していたからだし、たとえこのまま強化し続けても、本来ならお前をブチのめすことなんて、できないんだ」

「だがその余裕はなんだ？　敵わないと言いつつ、お前は何をしようとしている？　ああ――わかった。そこで飛んでいるお嬢さんの力を借りるのですね。おれを倒す切り札があるとしたら、それですか」

「――羽撫崎は関係ない。今からお前にぶちかますおれの『最後の技』は、おれ自身の力だ。これを使えばお前を倒せる。間違いなく倒せる。いや、お前だけじゃない。このフォリスは、命中さえすれば、ジュリだろうが、狛也だろうが、誰だって気絶させることはできるんだ」

「そんな都合のいいフォリスはありません。そんな便利なものがあるとしたら、もう自分の命を燃やすフォリスしか――」

　ハッとして、愕然とした眼まな差ざしでザキュラスは言葉を凍らせる。

「まさか……」

「羽撫崎っ！　今から周囲一帯が吹っ飛ぶから、できるだけ離れていろ！」

「わ、わかったわさ……っ」

　慌てて退避する翼の少女の陰影を見上げながら、ザキュラスは呆然と言葉を吐き出す。

「お前――」

　レヴァンは決然とした、同時に、獣のような凄すごみのある表情だった。それはまさしく、自分の危険を顧かえりみない、強固な覚悟を負った戦士の顔。

「馬鹿なことはやめなさい。手段を選ばないにもほどがありますよ。お前、自分の体がどうなってもいいと言うのですか!?」

　吠えるように言葉を走らせて、レヴァンはザキュラスの胸ぐらを握りしめる。

「お前と相打ちになれるなら上出来だ！　いくぜザキュラス。これが――おれの最強にして、最後の手段だっ！」

「ハハッ、まさか、倒される……？　このおれが、お前ごときに？　おおお、小賢しい真似をっ！　レヴァ――ン・シルベスゥゥゥ！」

　閃光が、天地を覆い尽くした。

　壮絶に吹き荒れた爆発が周囲を破砕する。のたうち、吹き荒れるのは異常活性化したラゾンの輝きだ。颶ぐ風ふうと熱波が辺り一面に吹き荒れる。極太の光線が放射状に散り乱れ、周囲へ数千条も拡散した。

　地形すら塗り替える爆発が、アケローンやソーグラスを彼方へと吹き飛ばしていく。破壊の渦は猛然とうねり、空高く舞い上がる。

　数多く存在していた周囲一帯の岩柱が、欠片も残さず吹き飛んだ。

　後には、レヴァンとザキュラスしか残らない。

「へっ――自爆のフォリスってのは、想像以上にすげえ威力だぜ」

　疲つかれ果はて、途切れそうな意識をなんとか繋げて、レヴァンは不ふ敵てきに笑う。

「……でも、もう体が動かねえ」

　どっと――レヴァンは気絶したザキュラスの傍らに、力なく身を崩す。

　くらみが空からやってきた。危なっかしい飛行だったが、レヴァンのそばに降り立つと、心配そうな顔で駆け寄ってくる。

「レヴァンくん……！　大丈夫……？」

「心配はねえ。それより、お前がうまく逃げてくれてよかった。味方を巻き添えにしたんじゃ、格好がつかねえ」

「そんなこと……」

《レヴァン・シルベス、及びザキュラス・ユベール戦闘不能っす！　スタッフは担架を！》

　和田のアナウンスを聞きながら、レヴァンはぼんやりと目を細める。

　瞼まぶたが重かった。意識が朦もう朧ろうとしていて、すぐにも落ちてしまいそう。

　けれど、時間稼ぎは成功した。味方は二人しか残ってないが、『キング』である狛也は無事。本校の『キング』であるラムセスも健けん在ざいだが、やれることは全てやり尽くした。

　空を見上げて、レヴァンは呟く。万感を込めて、柔らかく、誇らしげに。

「あとは頼んだぜ、おれらのエース」




《――了解だ。あとはボクが全てを薙ぎ払う》




　白く激しい光の柱が天へと登っていく。

　それはラゾンの光。狛也が全力を解き放つ前兆。村雨の調整を終えた彼の体から、闘志は強く荒々しく、光となって放出されていった。




　バッジに向けて宣言を行った狛也は、皆の期待を胸に大きく跳ぶ。

　胸が、熱かった。この時のためにみんなが戦い、狛也なら必ずやってくれると、信じてくれた。その思いを抱き、村雨を携え彼は跳躍する。

　前方から、Hasturが数体迫ってきた。狛也は村雨の銃口を向け――発射。

　相そう殺さいしようとHasturは真空の鞭、水の渦を放つが、無駄だった。調整が終わり、狛也の新たな相棒として生まれ変わった村雨から撃たれた水撃は、Hasturの迎撃ごと呑み込み、粉こな々ごなに爆散させる。

　着地して、旋せん風ぷうのごとく狛也は疾走する。

　高まる高揚感。熱く鳴り響く胸の鼓動。狛也のあまりに激しい疾走に、衝撃波が巻き起こり、それだけで地面がめくれ上がる。

「制止。なんとしても止める。貴様は我の拳に沈しずんで、終わるがいい」

　イカリアが、狛也の眼前に立ちはだかる。

　その飛行は猛烈な勢いだった。恐れなど微塵もなかった。『キング』である狛也さえ落とせば勝利が確定するという興奮が、巨体の生徒に恐るべき戦意を与えていた。

　そして彼は一人ではない。カデナもいる。イカリアの背中には妖艶な女子の姿。暗黒色の鎖を揺らし、妖艶な笑みで狛也を見据える彼女は、

「伊集院狛也！　あなたの精せい悍かんな顔を、屈辱で歪ませてあげるわっ！」

　イカリアの背中から跳び、カデナは狛也の頭上から渾身の一撃を叩き付ける。

　眼前にはイカリアのラリアット。真上からカデナの鎖。

　猛然と迫りくる同時攻撃に対し――狛也に焦りは全くない。右手の村雨をイカリアに向ける。左手の手刀をカデナに向ける。

　一撃だった。

　村雨から発射された水撃がイカリアの巨体に直撃し、手刀から放たれた風圧が、カデナを薙ぎ払って盛大に吹き飛ばす。

　テテを失い、万全ではない二人では、狛也にかすり傷一つ付けることは叶わない。

　気絶して崩れ落ちる二人の本校生をよそに、狛也はなおも疾駆する。

　前方、鋭利な水槍と水円と水の弾丸が迎撃に迫ってくる。残っていたHasturの集団が、狛也を察知して攻撃。一斉に散開し、無数のフォリスを狛也へと乱射したのだ。

　武器が未調整ならば苦戦するであろう攻撃の嵐も、今の狛也には脅威になり得ない。

　狛也は冷静に見切り、縦横無尽に疾走し、豪雨のように放たれる攻撃を目の覚めるような動きで全てかわしていく。

「――ハッ」

　気合いと共に狛也は高く跳躍しつつ、村雨の最適な発射位置を割り出した。

　眼下にあった岩柱を砕いて着地する。村雨を構え、水平に腕を振る。

　扇状に発射された水撃の掃射が、Hasturの集団を一瞬にして薙ぎ払う。

　村雨の水撃は強烈だった。岩柱一つない荒野となった眼前で、砕かれた全てのHasturの残ざん骸がいが、ダイヤモンドダストのように、冴え冴えと舞い散っては消えていく。

《はははっ！　ハーハっハっハっハっ！》

　狂ったように拡声のフォリスによって響いた声は、ラムセス五十三世のものだ。

　テテたちが残した狼などの光の獣たちがすでに彼へ情報を送っていた。狛也を倒し勝利をものにするべく、万全の迎撃態勢を整えさせる。

　一瞬の時を置いて、空間を切り裂くかのような極太の光線が狛也へと到来した。

　極限まで鋭敏化された狛也の知覚は、発射の予兆を数百キロ先から察知。全力で横に跳び、アブ・シンベル神殿の光線を回避する。

　かわした遙か後方に突き刺さった光から、衝撃波と熱波が暴力的に襲いかかる。岩片が飛び交い、疾走を阻み、爆光が視界を焼こうとして荒れ狂う。

　障壁のフォリスでそれらを遮断して、何とか進もうとした狛也だが――その背中に、悪寒が走り抜ける。

　第二波の破壊の光線が放たれた。圧倒的な光が、狛也を呑み込まんとして襲い来る。

　回避は不可能だと狛也は瞬時に悟った。

　防御は可能かわからない。一瞬を何千にも細切れにした刹せつ那なの中で、狛也は相殺を決意すると、村雨の銃口を前へと向け、発射した。

　一条に輝く水色の奔流と、大気を白く染め上げる光線が、真っ向からぶつかり合う。

　村雨の水撃より、アブ・シンベル神殿の光線の太さは遙かに上だった。だが水撃は光線の中央部に突き刺さり、放射状に光を押おし退のける。

　あまりに強すぎる一撃がぶつかり合った影響で、周囲の大地も天も白く染め上がる。広がった光線が、大地を嘗なめ尽つくしていく。

　多大な被害を撒き散らせながらも、狛也とラムセスは攻撃を中断しない。

　どちらかが止めれば、相手の攻撃は自分に来る。

　互いの攻撃が、必殺だと狛也もラムセスもわかっている。

　だから、ほぼ同じタイミングで水撃と光線が霞かすみのように消えてしまったのは、どちらかが諦めたのではなく、互いの掃射時間の限界がきたからだ。

　狛也はわずかに眉をひそめつつもさらに走った。

　ラムセスを村雨の射程内に収めるためには、狛也はまだ疾走を続けなければならなかった。

　村雨とアブ・シンベル神殿の光線の命中精度はほぼ同じ。威力も限りなく同等。けれど連射速度と射程において、後者に優位がある。

　しかし、狛也には負けるつもりなどまったくなかった。

『狛也くん、頑張って……っ！』

　くらみの応援が襟のバッジから聞こえてくる。それが狛也の胸を熱くさせる。

　負けたくない。

　いや、勝ちたいんだ！

　その想いと共に、彼は駆け抜ける。

　視界の彼方から、再びアブ・シンベル神殿の光線が襲来する。

　光線の発射から命中までタイムラグはほぼない。回避するときに頼れるのは、遙か遠方で膨ぼう大だいなラゾンが凝ぎよう縮しゆくされる気配や気圧の違和感だけであり、目に見えないそれらを感じ取り、ほとんど未来予測じみた危険感知を行わなければ、かわすことなどできない。

　少しの集中の欠けつ如じよも許されない中で、狛也は来ると感じたその瞬間、大きく跳躍して光の奔流をかわしきる。

　狛也の額から、汗が散っていく。

　光線はなんとかかわしたが――単純に疾走を続けるだけでは、集中が持たないことはわかっていた。放物線を描いて着地した狛也は、大きく腕を振ると、前方三十キロの中空に渡っていくつもの法陣を形成。そこを即席の足場とし、素早い跳躍を繰り返す。

　ときにフォリスの陣の上を跳び、ときに赤茶けた大地を駆け、三次元をふんだんに活用して、荒々しく彼は駆け抜ける。

　けれど、それだけではまだ不十分だと狛也の直感がささやく。

　負けたくなかった。全身全霊で、ラムセスに挑むべきだった。だから狛也は、集中を保たもったまま、更なる幻げん惑わくを試みる。

　次の瞬間――狛也の影が、爆発的に蠢うごめいた。

　本体である狛也から一瞬で分離して飛散した無数の影は、体積と色彩を変じさせると、淡く発光。灰色の髪と強靭な体、不敵な笑み、さらには長大な村雨の砲身といった、今の狛也そっくりの分身になる。

　総数五十六名となった狛也たちが、五百メートルの距離を等とう間かん隔かくで一斉に駆け抜ける。

　ある狛也は大地を進み、ある狛也は空中の法陣を跳躍し、時折互いの位置を入れ替えながら疾風迅じん雷らいの域いきで疾走する。もはやどれが本物で、どれが偽物なのか誰にもわからない。

　再び放たれたアブ・シンベル神殿の光線が、そのうちの四人を焼き払った。

　けれど、次の瞬間には残った影が分裂し、消えた分身は補充され、絶えず五十六人のまま狛也は爆走する。

　当てずっぽうに攻撃しても、本物の狛也を焼ける確率はゼロに等しい。

　ラムセスに、これを打だ破はできる手段がなければ狛也の勝ち。なければ――。

　答えは、およそ二秒後に返ってきた。

　再び放たれたアブ・シンベル神殿の光線が、形状を変化させる。

　網あみ目め状じようの光だった。

　網と網の感覚は数センチしかなかった。

　同じものが、すぐ後に三つ迫っている。

　点ではなく面の攻撃へと移り変わった激烈な光の襲来に、狛也は舌を巻く。

　四重に張り巡らされた網目状の光線によって、視界が光線一色に染め上げられた。

　それぞれが回転しつつ猛然と迫り来る網目状の光線に、これはさすがに避けられないと狛也は判断する。

　空いている左手を前に突き出した。全身全霊で防御のフォリスを生み出し、吠える。

「壊せるものなら、壊してみるがいいっ！」

　障壁のフォリスを始めとする複数の防御系のフォリスを発動。光の六角形の盾が、気合いと共に生み出された。

　直後、天地を揺るがすような轟音と閃光を引き連れて、アブ・シンベル神殿の光線が直撃する。

「く、む……」

　熱と光が炸さく裂れつし、壮絶な衝撃が狛也に襲い来る。

　生み出していた五十六の分身たちが、耐え切れずに消滅する。

　一発目の網目状の光が消え失せた。しかし二発目が、三発目が、そして四発目の網目状の光線が猛然と迫り来る。

　地表も空も圧倒的な光に呑み込まれて色がない。

　感じるのは暴力的な光の襲来と、痺しびれていく左腕だけだ。

　盾に亀裂が生じる。

　様々な防御用のフォリスで編んだ六角形の盾が、アブ・シンベル神殿の光線の勢いに負けそうになり、悲鳴を上げる。

　放射状にひびは拡散していく。

　白熱した視界の中で、狛也はフォリスの維い持じに力を込める。

　光線が途絶えた。やや遅れて六角形の盾が、大音響と共に砕け散る。

　鮮やかな花火のように躍るラゾンの残ざん滓しを抜け、狛也は再びラムセスへ向け疾駆する。

『ハハハ！　ハハハハハっ！　素晴らしい！　素晴らしいぞ伊集院狛也ぁ！』

　見えた。光線の残滓の向こう、数十キロ先に、四体の巨像を備えた白亜の神殿が狛也の視界に入ってくる。

　ついにアブ・シンベル神殿を肉眼で確認した狛也は、さらに加速し一気に距離を詰めた。幾十のフォリスが村雨ＡＤ４３０に込められる。狙いは神殿の中央、下部――。

　水色に輝く水撃が、アブ・シンベル神殿へ直撃する。

　狛也の照準は正確無比だった。前部から後部に向かって、巨大な矢のように貫通した村雨の狙撃は、光線の発射態勢に入っていた神殿を沈黙させる。

　それでも念のため村雨の銃身を空へと上げる。巨大な水の剣で下から上へと断たれたような格好になったアブ・シンベル神殿は、一瞬の明めい滅めつの後、粉ふん塵じんと轟音と閃光を撒き散らせて崩壊していった。

　衝撃波と光が、津波のように迫せまり来くる。

　それらを突き抜け、地面を踏み砕きながら、最後の距離を詰めるべく狛也は加速する。

「ハハハハっ！　たったの一撃！　余の神殿がっ！　素晴らしい！　やはりお前は神だぁ！　伊集院狛也っ！」

　心躍る光景に嬉しすぎて、ラムセスが狂った笑いを発している。

　狛也は村雨の銃口を向けようとするが、進路上に現れたのは白と橙色の球体だ。

　総数十四個になる太陽のフォリスから、灼熱の閃せん光こうが全方位に向けて放たれる。

　狛也は進路上に近かったはじめの二個を閃光が放たれる前に、拳の風圧で破壊した。だが残る十二個までは風圧は届かなかった。

　灼熱が、狛也へ迫り来る。

　咄とつ嗟さに防御のための水のフォリスで体を覆う。並の炎なら十分耐えられる防護の膜は、しかしラムセスの太陽のフォリスには数秒も耐えられない。膜を作っては壊され、作り直しては燃やされ、膨大な熱と光の中、狛也は突き進むしかない。

　痛む体と眩む視界の中で、狛也は村雨を何度も撃った。

　水撃が宙を舞い、灼熱が躍り、空間を激しく染め上げる。

　やがて全ての球体が迎撃される。煌めくラゾンの欠片が宙に十重二十重に爆はぜる中、狛也は大きく跳躍した。一気に距離を詰めると、いよいよラムセスへと肉薄する。

「ハハハ、ハハハっ！　楽しい、余は楽しいぞ、伊集院狛也っ！　だがこのままでは余は負けてしまう！　――ウセルマートラーＫＥ５３０っ！」

　奥の手としてラムセスが出現させた複製英装が、光の粒子を撒いて玉座の前に現れる。

　王冠が変化したその武器はまるで砲撃車の祖先たる威い容ようだった。前方に巨大な矢が取り付けられ、何本もの衝撃吸収棒がつけられたそれは、据置型弩砲バリスタと呼ばれるものだ。数ある狙撃兵器の中でも大きく、絶大な威力を誇る、攻城用砲撃兵器。

　砲身が発光を始める。積せき層そう状じように七つ並べられた砲身から、秒間で百四十発という恐るべき速度で光の矢が吐き出された。

　激烈な破壊の渦を、狛也は必死に跳んでかわす。地面が爆ぜた。土つち塊くれが乱れ飛び、爆裂した矢の残滓が周囲を嘗め尽くす。

　荒れ狂う余波がのたうち回る中、狛也は破壊の嵐の中を駆け抜ける。

　そして、ウセルマートラーの猛撃に負けじと、狛也は声を張り上げる。

「――これで満足か、ラムセスよ！」

　岩の破片をもろに受けながら、盛大に怒鳴った。

「キミは、ボクの才能が素晴らしいと褒めていたな。誰よりも勝ると。ジュリにすら勝っていると。そう言っていた。キミは、これで満足か！」

「然しかり！　余はお前以上の才能を知らない！　これが究極だ！　最高の戦武の宴だ！　おおお、伊集院狛也、余は体が歓喜で満ちるのを感じる。これこそ、余が生を受けた意味。超獣のいない現世に生まれた不幸を薙ぎ払う、圧倒的な幸福だ！　もっとだ、もっとやろう狛也っ！　余に――魂が沸き立つ才能を見せてくれっ！」

　激烈な勢いの光の矢が、空間ごと破砕せんと襲い来る。

　豪雨のように矢を吐き出す弩砲は、たとえ狛也が縦横無尽に動こうとも回頭し、追尾し、轟音と衝撃波を巻き散らして破砕の渦を増大させる。

「ラムセスよ、キミは確かに戦闘力だけは凄まじい。だがキミは英雄の子孫にとって、一番大事なものを忘れている。それは、今の時代で活躍しようという気き概がいだ。レヴァンたちを閉じ込めた動機、対抗戦での戦い方、そして今この瞬間で歓喜する様。キミには、ジュリのような『未来』に繋がる意志がない」

　濛々と立ち上る土煙を突っ切って、狛也は毅然と言い放つ。

「英雄の子孫は、戦いの鬼だ。どうしようもない破壊の権ごん化げだ。ボクも強者との試合は心躍る。だがキミは、あまりに戦いを楽しみ過すぎる。キミを捕らえて寮で会話したときから感じていた。キミは――英雄の子孫が活躍する未来より、力をただ見たい、もしくは使いたいだけのようにしか思えない！」

　狛也はつま先でラムセスの眼前の地面を削り、土埃での目眩ましを図るが、太陽のフォリスの閃光で吹き飛ばしたラムセスが獰猛に笑う。

「ハハハっ！　気概？　未来？　なんだそれは！　意味があるのかっ！　ただこの瞬間だけで価値があるだろう。破壊の力を際限なく撒き散らせる時、今っ、この瞬間がっ！　才能が気高く美しく映はえる今が、何よりも面白くて仕方がないではないかっ！」

　光の尾を伸ばしたウセルマートラーの猛撃が、空を裂き土煙を穿うがつ。跳躍して天を駆けた狛也を追うように砲身が回頭し、矢の嵐が上空漂う雲まで到達して猛然と食らい付いていく。

　ラゾンの煌きと土塊と轟音で視界も聴覚も狂った世界の中で、それでも狛也は言葉を投げかける。

「それは危険だ、ラムセス。キミは自らの英雄の因いん子しとボクの武芸に酔よっている。英雄の子孫として大事な気概が失われている。毒だ、ラムセス。それは毒なのだよ。ボクもかつて武技を極めんとしたときに感じた。ボクらの力は、闇雲に使えば自分自身を壊してしまう」

「それでいい！　余はその次元に到達したい。狛也よ、お前は全力でフォリスを使うとき、高揚感を抱かないのか？　もっと力を出したいと、限界を超え、理性を捨て、全てを蹂躙したいという気持ちに――一瞬でもならないのか？　余はなるぞ。いつだってなるぞ。今だってそうだ。そしてそれは正しいことだ！　狛也よ、気概などいらない。未来など知らない。才能は極限まで引き出し、何かを壊すためにある！」

「それは危険だと言っているのだ！　ラムセス！」

　太陽のフォリスが次々と生み出され紅蓮の閃光が狛也へ迫る。防御のために水のフォリスの多重層を形成。神速で駆け抜けながら、狛也は村雨の照準を合わせようとする。

「なぜだ？　余はわからぬ。天地を壊す力がある。だからそれを使う。使えば楽しい。だから使い続ける。単純ではないか。壊したいぞ、狛也。もっと余は才能を見たい。世界を破壊する才能を見たい。見たい壊したい壊したい壊したい壊したい。お前の才能を見たい。ああっ――ウセルマートラーよォ！　もっと狛也の才能を引き出せェ！　ハハハはハ――ハハッ！」

　ビシリ、と村雨の銃身から嫌な音がする。

　凄せい絶ぜつに過ぎる閃光と破壊の矢の余よ波はに、応急で調整した複製英装では長くは持たない。

「人の心を取り戻すのだ、ラムセス！　自分を見失うな！　キミはなぜここにいる？　どうして千せん英えい学園にいるのだ。キミだって、志こころざしがあったから入学したのだろう？　ボクらは壊すしか能のない力を、未来へ活かすために集まった。なのに、」

「見せてくれ、狛也、余にもっと才能を！　伝説の力を！　世界を滅ぼす力を見せてくれェ！　体が熱くてたまらない。ラゾンが震えて余は溶けてしまいそうだ。学園？　余が入った理由？　ハハハハっ！　そんなものは単純だっ！　素晴らしい才能を見たいから！　使いたいから！　それだけだっ！　あとは、何も余はいらないっ！」

「ラムセス――っ！」

「狛也ぁ！」

　猛然と、狛也は走った。

　もはや村雨に余裕はない。対話での説得を諦め、純粋に、武力の激突で決着をつけるべく、駆け抜ける。

　ウセルマートラーの砲身を、蹴り技で狙いを逸らす。太陽のフォリスの閃光が視界を焼くが、目を閉じ、心眼を使い、そのまま狛也は高く――高く跳躍した。

「力とは、誰かを幸せにするために使うべきだ！」

「違う。余たちの才能は、世界を壊すためにある！」

　ラムセスは太陽のフォリスで迎撃した。狛也は、村雨を上空から大出力で撃った。灼熱と水撃。余波だけで周囲一帯が吹き飛ぶ衝突の結果は――。

「あ……っ、ああ……っ」

　灼熱の球体を貫かれ、村雨の水流を受けたラムセスが、顔を歪めて呻うめく。

「り、理解ができぬ……っ、ギルガメッシュの血には、百を超える破壊の才能が蓄積されているのに……っ！　なぜ、なぜ、本能に任せて使わない……っ」

「その百を超える才能の中に、皆が笑顔になる可能性が広がっている。ボクは、それを証明したい。この力は、みんなのために使うのだ」

「神よ、ああ……余の前に現れた、偉大なる狛也よ……余は、余は……」

　村雨の余波が巨大なクレーターを創り出す。

　太陽のフォリスの残滓が宙へと消え失せる。

　打ちのめされ、玉座ごと吹き飛ばされたラムセスは、悔しさの込もる言葉の後に――どこか満足そうな表情を残して、両腕を掲げながら気絶した。











　　　　終章　未来への翼







「乾かん杯ぱいっ！」

「めでたいっ！」

「おめでとうーっ！」

　分校の屋上で明るい声が響ひびき渡わたった。皆が笑顔を浮かべ、手には紙コップを持っている。逬ほとばしる言葉は歓喜の渦うずだった。

　激げき闘とうの末に摑つかんだ、対抗戦の勝利。陽の光が気持ちよかった。風が心地好よく感じられる。屋上のそこかしこで「万歳！」と声が飛び、いくつもの笑い声が交差していた。

「伊い集じゅう院いん狛はく也やに乾杯！」

「レヴァン・シルベスと、黄き谷たにアイリスに乾杯！」

「ついでにゲルドとユーリにも乾杯だ！」

「わさ～。わたしの名前だけないよ、忘れられてるよ」

　嬉き々きとした空気の中で、喜びの声が重なり合う。

　凱がい旋せんの音楽が流れ出した。分校生の何人かで作った対抗戦勝利のための曲がレコーダーから流れていく。その旋せん律りつはでたらめで、歌声も上手じようずとは言えなかったが、それでも戦いの余よ韻いんに浸ひたる彼らには最高の音楽となった。

　自然と、狛也の顔にも笑みが浮かぶ。

「くらみ、ボクらの勝ちだな」

「うん、すごく……嬉うれしいよ。わたしたち、勝ったんだね」

　くらみは目元に涙を浮かべていた。けれど顔つきは対抗戦前とは違って、少しだけ引ひき締しまったように思える。狛也は、そんな彼女のことを綺き麗れいだと思った。

「ボクは――」

　紙コップを掲かかげ、和なごやかに、狛也は言葉を紡つむぎだす。

「今回思ったことがある。確かにラムセスの言うように、フォリスを戦いに使えば、一種の快感を得られるかもしれない。しかしそれは自分の胸の中で抑おさえるべきものだ。衝動のままにこれを使ってしまったら、自分だけではない、誰だれかもきっと不幸になる」

　狛也は、自分の中の力を確認するように、空あいた手を握にぎりしめ、時に開いてみせる。

「ボクの――いや、ボクら英雄の子孫の力は、『誰か』のために使うべきものだと思う。何かを壊すだけなら近代の兵器でもできる。しかしボクらはそれ以外のことができる。ボクはそれを信じたいし、実じつ践せんしてみたい。今回、様々なフォリスを用もちいて、レヴァンたちを脱出させたように。ボクはこの力を、皆の幸せのために使っていく」

　そしてその先に、きっと祖先の英雄たちが成なせなかった光景があるから。狛也は自分の心臓に、手を当てる。

　フォリスも複製英装も、破は滅めつをもたらすこともできれば、楽園を作ることも可能な力。かつて英雄たちは、その力を人々の幸福のために使おうとし、そのあまりの強い力のために人々との確かく執しつを生んでしまった。二度とそれを繰り返さないために、千せん英えい学園はある。

「わたしだって、そうだよ。この翼つばさを使って、笑顔をたくさん作っていきたい」

　くらみは言うと、ポケットからトライアングルを出した。ちーんちーんと、彼女の喜びを現す金属音が響いていく。周りから「うるせー下へ手たくそー」と野次が飛ぶが、それでも彼女は嬉しそうだった。

「おう、狛也！　羽う撫ぶ崎さき！　お疲れさんっ！」

　そんな二人のところに、紙コップを手にしながら近付いてきたのはレヴァンだった。アイリスもリボンをぴょこぴょこさせながら寄ってくる。

「レヴァン！　そちらこそお疲れさまだ！　すごかったぞ、ザキュラスを倒したな！」

　狛也の賞しよう賛さんに、レヴァンは少し照れてみせた。

「いや、倒したってのとは少し違うぜ。あいあいの言葉がなければ、おれがやられてた。……本当に、ありがとうな、あいあい」

「ううん、あいあいは、すなおなきもちをいっただけ。ればん、がんばった」

　途中退場になってしまったアイリスは対抗戦の後、顚てん末まつを聞かされていた。最後まで戦えなかったことを悔しがっていたが、レヴァンの活躍を知ると、自分のことのように喜んだ。

「羽撫崎もありがとうな」

　レヴァンはくらみにも声をかける。

「お前の機き転てんがなけりゃ、そもそもあいあいの言葉も聞けなかった」

「だ、だって、負けるの嫌だったもの。わたしも、みんなと一緒に勝ちたいよ」

「まあ、剣を持ったときの姿勢はすごくへっぴり腰だったけどな。その辺はもうちょっと修行が必要だな」

「わさ……が、がんばるっ」

　小さく翼を揺ゆらめかせ、くらみが拳こぶしを小さく上へ突き上げた。

　アイリスが、少し咎とがめるようにレヴァンへ言葉をかける。

「でも、ればん、ひとつやくそくして。ざきゅらすをたおしたふぉりす、もうつかっちゃだめ。あれは、あぶない」

「ん、ああ、わかってる。もうあんな無茶はしない。体がめちゃ痛くなるし、もう使わねえよ」

　自爆のフォリスで体を痛めたレヴァンの回復を待つために、勝利の宴うたげが少し遅れてしまったのだ。アイリスはその間、治療室で横になっているレヴァンに小言を言いながらも、労ねぎらいの言葉をかけていた。

　喧けん騒そうに振り向き屋上の反対側を見れば、ユーリが風のフォリスを使って、巨大なあやとりを披ひ露ろうしていた。道化じみた挙動で、手から旋せん風ぷうを逬らせ、長大な紐ひもに風をぶつけ様々な動物や建築物の形に変えていく。

　狛也が視線をまた別の方向に向ければ、隅すみの方では、ゲルドが風船ガムを膨ふくらませていた。

「ゲルドもこっちに呼んで来るべきだろうか？」

「あいつはいいよ。いるとうるさいし。ジュースがまずくなる」

　そんな風に言ったレヴァンの視線の先で、ゲルドが握った拳を、親指だけ下の方に向けて見せてきた。ピクッ、とレヴァンのこめかみがひくついたが、彼は全く同じ仕草をしてやり返す。

　凜りんとした声が聞こえたのは、その直後だった。

「みんな、おめでとう。あたしからも、祝しゆく辞じを述のべさせてもらうよ」

　ざわめきが起こった。人波が分かれた。

　緋ひ色いろの長い髪に黄金の槍やり。蒼そう竜りゆうを傍かたわらに引き連れて優ゆう雅がに歩んできたのは、ジュリだ。

　彼女は狛也たち勝利を呼び込んだ六人へ、次々と目を向けてから、優雅に微笑ほほえんだ。

「今回の対抗戦、素晴らしかったよ。心臓がどきどきして、甘い吐と息いきが何度も出てきちゃった。気持ちと気持ちがぶつかり、フォリスと複製英装の煌きらめきが天地に舞う。とても綺麗な、その景色。どんな宝石にも勝る輝きが、あなたたちの中には宿ってる。そしてその輝きは、これからもっと強くなっていくんだ」

　明めい朗ろうな、弾はずんだ声でジュリは声を響かせる。彼女は髪をなびかせ、周囲の皆へ声を行き渡らせた。

「今回、戦わなかったみんなも、心に刻きざんでほしい。あなたたちの戦いは、これからだよ。長く険けわしい、階段の先。鍛たん錬れんを重ね、自分を鍛きたえ、仲間と共に祖先の血を覚かく醒せいさせて、今の世に貢献して。いつか現代の英雄になれることを、あたしは祈ってる」

　彼女の傍らで蒼竜が中空を歪ゆがめ、お菓子や花々を呼び寄せた。それらを学園の女王の祝いの品とし、全員に配くばっていく。

　実質的な学園の長たる存在から直接の祝辞を受け、戸と惑まどいながらも、分校生たちはそれらを受け取っていった。

　その中心からジュリは緋髪と槍をなびかせて、狛也の元へ寄ってきた。

「おめでとう、伊集院狛也。とっても素敵だったよ」

「ありがとう、ジュリ。ボクだけの勝利ではない。みんなの勝利だ」

　狛也が和やかに返事をすると、ジュリが薄うっすらと笑みを見せた。

「ラムセス五十三世から、伝言があるよ。『やはり友人にならないか』だって」

「断ると伝言を返してくれ。彼とは、できるなら友人より強敵として接したい」

「うふふ……」

　妖よう艶えんに、ジュリは微笑む。

「彼は才能ある者と戦う毎に、その才能を開花させてきたの。今回あなたと戦って、ラムセスは更さらなる力を得たと思う。次に戦うときは、もっと強くなってるよ。そして彼以外にも、あなたに触発された生徒はたくさんいる。ああ、とっても楽しみ。あなたという太陽の存在で、どれだけの芽めが育つのか。それを考えると、あたしは胸が熱くなる」

「ボクだってそうだ。様々な生徒と出会って、ボク自身も成長していきたい」

　ジュリと戦い、ラムセスと戦い、それらを見てさらに多くの生徒たちが奮ふん起きするのだろう。その度に狛也は挑戦を挑いどまれ、あるいは騒ぎに巻き込まれていくのかもしれない。

　けれど、それを楽しもうと狛也は思う。強さだけは得られたけれど、それでどうやってこの世に貢こう献けんしていくのか、まだ摑みきれてはいない。誰もが笑顔でいられるような世界を夢見て、そのためにこれからも邁まい進しんする。

「それじゃあ、次の対抗戦も頑がん張ばって。あたしは心躍るあなたの勇姿を望んでる」

　言うと、ジュリは長い緋髪をなびかせ踵きびすを返した。ユーリやゲルドの方にも声をかけた後に、彼女は屋上から去っていく。

　周りを見ると、勝利の宴はまだまだ盛り上がりそうだった。




　　　　　†　†




「おおっ、ザキュラス、ザキュラスよっ」

　盛せい大だいな喜色の声に、呼ばれたザキュラスは怪け訝げんな表情で近寄っていく。

「なんですか、ラムセス。そんなに大きな声を出して」

「見るがいい、この光、余のラゾンの輝きを！」

　ザキュラスが視線を投じてみれば、玉ぎよく座ざに乗ったラムセスの体が、薄く光を帯びている。

「狛也との戦いの影響だ」

　ラムセスは、嬉々として身を震ふるわせ、自分の体を抱きながら興奮する。

「狛也と激しく戦ったことで、余は更なる力を得た。新たなその力は、契約の神殿ラムセウス。おおっ、なんたる身の昂たかぶりか！　これで余は、神たる狛也に近づける！」

「お前が以前から欲しがっていた神殿ですか。確か、古いにしえの書物によれば、その神殿を召喚した後、定めた契約を結ぶごとに、召喚者の力を増幅させることができるとか」

「然しかり！　祖先が遺のこした最大の奇跡よ！」

「それでラムセス。契約の内容は、どういったものにするのです？　確かお前自身で、それは決められるのだろう？」

「決まっている。親しき者を増やす――それ以外に考えられない！」

　ザキュラスは邪悪に微笑んだ。その意味するところを考えて、これからラムセスが得るであろう力の強さを想像する。

「余はこれから、誰かと友人になるごとに力を増していく。――そうだな、まず手始めとして――」

　ラムセスは、ザキュラスへと向き直った。

「ザキュラスよ、改あらためて、余の友人とならないか？」




　　　　　†　†




　明るく降り注ぐ日差しに手を透すかしつつ、狛也は風を感じていた。

「でも……本当に良かったの？　わたしだけでも良かったのに……」

　おずおずとした様子で、くらみが聞いていた。場所は千英学園の遙はるか上空。町が一望できるほどの高さだった。狛也はくらみに片手を引っ張ってもらいながら、きっぱりと返事をする。

「何を言っているのだ。くらみだけでは大変だろう。ボクも手伝うぞ」













　勝利の祝いのついでに、紙かみ吹雪ふぶきを空からばら撒まこうという話になったのだった。くじ引きの結果、くらみがその任にんを果たすことになり、今の彼女の片手には大きな籠かご。そこにたくさんの紙切れが入っている。

「それにしても、フォリスって、便利だね……わたし、狛也くんとこんな大きな籠を持ってるのに、楽に飛べるよ」

「いつかは自力で同じようにできるようにならないとな。ボクが毎回重力を操るわけにもいかないだろう」

「うん、そうだね……」

　分校の屋上からは盛大な歓声が聞こえてくる。けっこうな距離があるのに、よく届くものだ。みんな嬉しいのだろう。本校生に一ひと泡あわ吹ふかした対抗戦の結末に、華やいでいる。

「あの……狛也くん」

「ん、なんだ？」

　くらみが少しもじもじしながら、話しかけた。

「わたしに、フォリスを教えて」

　声は静かだったが、そこには真剣な響きが感じられた。

「わたし、もっとちゃんとした英雄の子孫になりたい。速く飛ぶだけじゃなくて、いっぱい、皆の助けになるようなことがしたい。今回のことで、強くそう思ったの。もちろん、迷惑じゃなければだけど……」

「迷惑なことなどあるものか。むしろ、光栄だ」

　狛也は嬉しそうに言う。

「ボクにできることなら、何でも手伝おう。何なら朝四時に起きて、夜中の三時までみっちりしごくこともできるぞ」

「そ、それじゃわたし倒れちゃうよ……」

　くらみは困ったように言う。

　狛也は、いたずらっぽく微笑んだ。

「どんなフォリスでも大丈夫だ。キミが使いたいと思ったものを伝授する。上手に教えられるかはわからないが、いくらでも付き合おう」

「えっと、それならまず――」

　そのとき、横合いから大きな風が吹いてきた。

　勢いにびっくりし、くらみは持っていた籠を、手放してしまう。

「わ、たいへん……っ」

　分校生のみんなから、合図をしたらまき散らせという指示を受けていたのに、それよりずっと早く紙吹雪が舞う。

　情緒もへったくれもなく、一気に大量の紙切れが、分校生たちのところに落ちていく。

　ばかやろーと少し怒ったような声が聞こえてきた。ジュースやケーキに紙切れが落ちて、「こらー」と叫さけぶ生徒もいる。彼らは一いつ斉せいに、上空の狛也とくらみを見た。

「み、みんな、睨にらんでる……っ」

　何人かの生徒が風のフォリスを使い、体を浮かせ、向かってこようとしてくる。

「仕方ない。逃げるか、くらみ」

「だ、ダメだよ、そんなこと……っ」

　くらみはわたわたと焦あせりながら言った。

「しかし一いち目もく散さんにみんながこっちへ来るぞ。このままでは捕まる」

「わ、わさ……っ、どうしよう……！」

　動転したくらみが反射的に翼を動かして横へと飛んだ。それに気づき、生徒たちは向かってくる速度を速めてくる。

「なんでこんな目に……っ、た、助けて……！」

　くらみが慌あわてて言うと、狛也は小さく笑った。

　蒼そう天てんの彼方かなたへとくらみが飛ぶ。一目散に空を駆け、風を突っ切り、やがて海の真上に到達して潮しお風かぜを受けていく。

　繋つながった手に温ぬくもりを感じながら、ふと狛也は、こんな瞬間がもう少し続けばいいと思ってしまう。

　どこか馬鹿らしくて、騒がしい。けれど平和なこの時を過ごしていけたら、それはきっと幸せなことだ。

　世界は広い。どこまでも広い。見渡す限りの水平線と宝石のように煌めく陽光の反射光、それら雄ゆう大だいな景色を眺ながめながら、狛也は呟つぶやいた。

「良い眺めだ。そう思わないか、くらみ」

「うわーん、飛び過ぎて、ここがどこだかわからないよ……っ。海ばっかり。学園は、どっちなのかな……。も、戻れないわさ～」

　慌てるくらみの翼から、まるで雪のように、ひらひらと羽根が落ちていく。

　それが、何だかおかしくて。

　狛也は落ちる羽根の一枚を摑みながら、小さく、微笑んだのだった。








　あとがき




　お久しぶりです、朝あさ凪なぎシューヤです。『奈な落らく英えい雄ゆうのリベリオン』の二巻をお届け致いたします。

　間が空あいてしまって申し訳ありませんでした。その分、思いついたネタを詰め込めるだけ詰んだので、楽しんでいただければ幸いです。

　さて、二巻を書くにあたり、狛はく也やの新しい武器の候補をいくつか考えたのですが、少し悩みました。一巻は剣で主人公としては王道なのですが、二巻でその修理した物を出すのは普通過ぎる……でも、かといってうちわやヨーヨーやハエ叩きを持って戦う狛也はあり得ないなぁということで、対戦車ライフルとなりました。

　いや、全然繋がってないだろうとか、何でそういう結論になって、本編中では普通の弾を撃つシーンすらないのはおかしいだろうと、突っ込みどころ満まん載さいなのですが、狛也なら何とかなるだろうと思って執筆致しました（じつはプロットを書く段階では、狛也は斧の二刀流で、なおかつ薙刀と村雨も持って戦うという案もありましたが、カオス過ぎるのでボツになりました。一応、奈落英雄の設定などをまとめたエクセルには、ボツ武器の設定もありますが、おそらく使いません……）。

　以下、本編の内容に少し触ふれているため、未読の方はご注意ください。

　本作には設定上、生徒がたくさんいるので、分校や本校も含めてキャラを結構考えます。が、本編では一部無しになることはよくあります。というよりも、半分くらいしか採用していないのではと思います。ラムセス五十三世が召喚する神殿も、（史実のラムセス二世が多くの建築物に携たずさわっているので）原案ではもう一つ登場させる予定が、作中のテンポが悪くなるので無しに。キャラももう少し出すつもりが、見送りました。この辺りのバランスは、まあ創作する上では仕方ないので、この先も続いていくのかなと思っています。

　さて、今回はあとがきが４ページもありますので　キャラに関して思い出したことがあるのでそのことを。

　確か一巻の発売前で、本作品の正式タイトルを決める電話での出来事だったと思うのですが、（この作品は受賞時、『ヒストリア・シード』というタイトルでした）その中で、担当編集のＧさまとの会話中、




担当「そう言えば、送ってもらった設定資料に関して、一つ気になることが」

朝凪「あ、はい。何でしょう」

担当「くらみの成績が低すぎませんか？　ほぼ最低値じゃないですか。大丈夫ですかね」

朝凪「大丈夫だと思います」

担当「でも、少しおバカすぎませんか？」

朝凪「大丈夫です！　というより、くらみは成長型ヒロインなので、そのうち成長します！」




　数カ月後、二巻の初稿の送付後にて




担当「冒頭のくらみ、こんなに成績悪いなんて思いませんでした……」

朝凪「大丈夫です！　くらみはそのうち成長しますので！」




　何か同じこと言っていますね。

　でも大丈夫です。一巻の時より、確実に彼女はレベルアップしているはずです。（その証拠に、カバーイラストのくらみが、とっても凜り々りしい！）




　狛也が対戦車ライフルを扱あつかうと決めた後に、漫画や小説の他に動画サイトを参照したのですが、驚きました。レゴブロックで対戦車ライフルを作った人や、メイド服を着て対物ライフルを撃つ動画など、とんでもないことをしている方々を観て、やばい、世界って広いぞ、私ももっと面白おかしいものを作らねばと妙な対抗心が湧わきました。二巻は一巻よりもタガが外れている箇か所しよが所々あると思うのですが、その要因はもしかするとその方々のおかげかもしれません。

　以下、謝辞に移ります。

　担当のＧさま、今作も制作の様々な場面において、ご指摘ありがとうございました。ゲルドが初稿より動いているのはＧさまのおかげです。イラストの夕ゆう薙なぎさま、一巻に引き続き魅力的なカバー絵や挿絵、ありがとうございました。口絵の慌てるくらみ、とっても可愛いです。ファンレターをくださった皆さま、原稿に詰まった時など、何度も読み返しています。どうしても文章が浮かばない時もあるのですが、そういう時に読み返すと、やるぞ！　という気持ちになります。出版に携わった方々、無事に本として送り出せるのは、皆様のおかげです。ありがとうございました。

　そして何より、一巻に引き続き本書を手に取って頂いた読者の皆様。本当にありがとうございました。より良い作品を作れるよう、精進していきたいと思っております。





七月某日　　朝凪シューヤ　　
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